
ポリテクセンター関東　（関東職業能力開発促進センター）

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　神奈川職業訓練支援センター

高齢者・障害者・求職者の雇用支援に関するタイムリーな情報を
メールマガジンでお知らせしています。
http://www.jeed.or.jp/general/merumaga/index.html
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公共交通機関をご利用の場合
相鉄本線希望ヶ丘駅下車（改札を出て左へ）
徒歩約8分
路線バス有り（相鉄バス運行毎時２～４本）

 ： 台時８日平　発駅丘ヶ望希 05　20　35　50　

お車をご利用の場合
保土ヶ谷バイパスから１０分
本村インター出口おりて厚木街道厚木方面へ
希望ヶ丘駅入り口交差点を左折
相鉄本線踏切を横断

〒２４１－０８２４　横浜市旭区南希望が丘７８番地

ＴＥＬ：０４５－３９１－２８１９　　ＦＡＸ：０４５－３９１－９６９9
http://www３.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html　

セミナーに関する情報や空席状況は、
「能力開発セミナー」をクリックするとご覧いただけます。ポリテクセンター関東 検索

ポリテクセンター関東 検索

交通のご案内

お車をご利用の場合

公共交通機関をご利用の場合

ポリテクセンター関東

ポリテクセンター関東
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2014年10月～2015年3月
研修コースガイド 2014
能力開発セミナー

保存版

ＮＥＷ（新規開講）コース

コース分野

を加え、実践的な研修コースがさらに充実！

NEWコース
・３次元CADによる木造軸組架構設計技術　
・３次元CADによる

リフォーム木造軸組構造架構設計技術
・大規模複合用途建築物の基本計画技術
・大規模複合用途建築物の基本設計図書作成技術
・在来木造住宅基本計画技術
・在来木造住宅実施設計技術（構造編）
・機械制御のためのマイコン実践技術（RX－C言語編）
・設計者のためのCAE活用技術（熱解析編）

・実践配管設計
・設計者のためのCAM実践技術
・実例で学ぶホットランナ金型導入・設計技術
・成果を上げる製造現場との関係構築法
・戦略的現場管理者の育成　　
・論理的思考による製造現場の問題解決
・ヒューマンエラー対策実践

・コスト削減と製造現場の原価管理

公共職業能力
開発施設で

ものづくり技術を
スキルアップ！スキルアップ！

●CAD設計/プレゼン　設計/申請/監理　木構造設計　構造模型
　鉄骨造構造設計　RC造構造設計　省エネ/太陽光

●人材育成　品質管理　生産管理　原価管理

●機械製図/設計　2DCAD　3DCAD　データ変換　射出成形
　汎用加工　切削理論　NC加工　溶接　油空圧　測定

●電子回路　パワーエレクトロニクス　組込みマイコン　制御工学
　自動計測/信号処理　電動機/シーケンス制御

●空調設備　保全/設備管理　
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～職業訓練生の採用を是非ご検討ください～
貴社が必要とされる人材と求職者とのマッチングのお手伝いをいたします。

■求人票の提出について
　求人の際は、まず当センターのホームページにて求人票の様式を入手してください。
　 （「ﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞ」→｢求職者・在職者向けの職業訓練｣→「ｱﾋﾞﾘﾃｨ訓練（離職者訓練）」→「企業へのご案内」）
　http://www３.jeed.or.jp/kanagawa/poly/training/ability/ability-０２.html
　貴社の求人条件をご記入のうえ、F A X 又はメールにてお願い致します。
　なお、貴社がハローワークへ提出されている求人票の写しでも結構です。

■求職者情報について
　当センター訓練生の希望職種・職務経験・アピールポイント・免許 / 資格
　などをまとめた冊子を作成し、各訓練開始から4カ月後に発行をしています。
　ご要望により提供させていただきます。

■企業説明会について
　求人企業の説明会を適宜実施しております。企業各位のご参加をお待ちして
　おります。

ポリテクセンター関東では、求職者の方々を対象に、再就職に必要な知識・技能を
習得するための職業訓練（アビリティ訓練）を実施しています。
　　　　　　  平成 26年度入所予定者は約60０名です　
訓練内容としては、ものづくりを中心に地域の人材ニーズに対応した多様な訓練
コースを設定し、平成25年度は約550名の職業訓練を実施しました。

※詳細な訓練項目は当センターホームページ又は「受講生募集」パンフレットをご参照ください。

平成 26年度　アビリティ訓練のコース概要アビリティ訓練のコース概要

年齢制限のない求職者全般の方を対象にした
施設内（希望が丘）訓練です。
≪６カ月コース≫ ①CAD設計 ②機械CAD/CAM
③機械加工 ④金属加工 ⑤電子回路
⑥組込みソフトウェア ⑦電気設備 ⑧生産設備管理
⑨ビル設備 ⑩建築CADﾘﾌｫｰﾑ ⑪建築CAD・住環境
⑫システム・エンジニア

概ね40歳未満（入所日現在）の求職者を対象
にした６カ月間の施設内（希望が丘）訓練と
１カ月間の企業実習を実施します。

①ロボット技術 ②ビル設備

※本訓練前に橋渡し訓練（ビジネスマナーや職業
　意識の啓発等）を約１カ月行っています。

◎アビリティ訓練 ◎若年者訓練

企業は人な
り

91

アビリティ訓練に関するお問い合わせ先

能力開発セミナー
研修コースガイド  ２０１４
2014年10月⇨2015年3月
コース内容
●分野別セミナーコース目次……………………… Ｐ1
●全セミナーコース一覧……………………… Ｐ2～7
●推奨コースフロー……………………………Ｐ8～12
●オーダーメイド型セミナーのご案内 ………… Ｐ13
●コース詳細………………………………… Ｐ14～80
　★まだ間に合います！8月～9月開講コースのご案内

・木構造設計、空調設備、保全/設備管理 ･･････････････････ P25
・組込みマイコン、ICT ･････････････････････････････････ P35
　電子回路 ･･･････････････････････････････････････････ P42
　電動機/シーケンス制御･･････････････････････････････ P45
・機械製図/設計、2DCAD、3DCAD① ･･････････････････ P53
　3DCAD② ･････････････････････････････････････････ P62
　3DCAD③、射出成形 ････････････････････････････････ P64
　NC加工、油空圧 ････････････････････････････････････ P69
・人材育成、生産管理 ･･････････････････････････････････ P75

WEBによる能力開発セミナー情報の提供 …………Ｐ81
各種助成制度のご案内…………………………………Ｐ81
受講までの流れ………………………………… Ｐ82～83
受講申込書 …………………………………… Ｐ84～85
受講者変更・取消届 ………………………… Ｐ86～87
よくある質問と回答 …………………………… Ｐ88～89
施設利用サービスのご案内……………………………Ｐ90
人事採用ご担当の皆様へ………………………………Ｐ91

●能力開発セミナーとは、高度な職業能力を有する人材育成を目的とした公共職業訓練です。実
践的カリキュラムに基づき、先導的な教材や訓練技法を取り入れた訓練を実施しています。

●カリキュラムは、製造業等の生産現場におけるものづくり分野を中心に、現場力の強化や生産性
の向上を実現できる能力等を習得する内容となっています。

●当センターは相模鉄道（相鉄本線）希望ヶ丘駅（横浜駅から急行で2駅目、約15分）から徒歩
8分という立地条件にありますので、神奈川県を中心とした近隣県からの利便性もよく、能力開
発、人材育成に最適な利用環境にあります。

●このコースガイドは、後期分（平成26年10月～平成27年3月）のコース日程を掲載しています。



※本研修コースガイドに記載したソフトウェア名、
　システム名、機器名、商品名、社名などは各社の
　登録商標です。なお、TMRマークは明記しており
　ません。

　平成25年度は、約2,900人の方々に
ご利用いただき、受講後のアンケート調査
では９割以上の方々から「役に立っている」
との評価をいただいております。
　また、セミナーに社員を派遣している事
業主の方々にアンケート調査をしたところ、
同様に９割以上の方々から「役に立ってい
る」との評価をいただいております。

分野別セミナーコース目次
14
16
20
20
21
21
22
24
24
26
34
36
43
46
47
52
54
60
61
63
64
65
65
66
68
70
72
76
80

CAD設計/プレゼン・・・・
設計/申請/監理・・・・・・
木構造設計・・・・・・・・
構造模型・・・・・・・・・
鉄骨造構造設計・・・・・・
ＲＣ造構造設計・・・・・・
省エネ/太陽光 ・・・・・・
空調設備・・・・・・・・・
保全/設備管理 ・・・・・・
電子回路・・・・・・・・・
パワーエレクトロニクス・・
組込みマイコン・・・・・・
制御工学・・・・・・・・・
自動計測/信号処理 ・・・・
電動機/シーケンス制御 ・・
機械製図/設計 ・・・・・・
CAD（2DCAD/3DCAD） ・
データ変換・・・・・・・・
射出成形・・・・・・・・・
汎用加工・・・・・・・・・
切削理論・・・・・・・・・

溶接・・・・・・・・・・・
油空圧・・・・・・・・・・
測定・・・・・・・・・・・

ＮＣ加工・・・・・・・・・

人材育成・・・・・・・・・
品質管理・・・・・・・・・
生産管理・・・・・・・・・
原価管理・・・・・・・・・

講習開始時間等変更のお知らせ
平成26年度から、　　　　　　　　　
9：15～16：00（休憩45分間含）
となりました。　　　　　　　　　　　

一部のコースについては、上記と異なります。
詳しくは各コース詳細ページをご覧ください。 

1
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全セミナーコース一覧 （NEWは新規コース、RENEWは内容を大幅にリニューアルしたコースです）

分　野 コース番号 コ　ー　ス　名 NEW
RENEW 掲載頁

CAD設計/
プレゼン

H0111 実践建築製図作成技術（２次元CAD） 14
H0212 実践建築設計プレゼンテーション（３次元） 14
H0311 ３次元ＣＡＤによる木造軸組架構設計技術 NEW 15
H0411 ３次元ＣＡＤによるリフォーム木造軸組構造架構設計技術 NEW 15

設
計\

申
請\

監
理

H0611 大規模複合用途建築物の基本計画技術 NEW 16
H0711 大規模複合用途建築物の基本設計図書作成技術　 NEW 16
H0811 在来木造住宅基本計画技術 NEW 17
H0911 在来木造住宅実施設計技術（構造編） NEW 17
H0511 天空率による形態制限緩和のための設計支援技術 18
H1011 長期優良住宅の設計技術 18

H1111 長期優良住宅の基準と維持管理技術（仮称）
※当初予定していました「長期優良住宅の申請実務」と「長期優良住宅の維持管理技術」を統合しました RENEW 19

H1211 長期優良住宅の設計監理・施工管理技術 19
木構造設計 H1511 ＜設計者のための構造シリーズ＞構造設計技術 （木構造実践編） 20
構造模型 H1711 ＜設計者のための構造シリーズ＞構造模型の製作とその活用技術（木造住宅編） 20

鉄骨造構造設計 H1811 ＜設計者のための構造シリーズ＞鉄骨構造物における構造計算技術 21
RC造構造設計 H1911 ＜設計者のための構造シリーズ＞RC構造物における構造計算技術 21

省エネ/
太陽光

H2111 ＜新しいビルダーシリーズ＞木造住宅の省エネ設計技術（高断熱住宅編） 22
H2211 ＜新しいビルダーシリーズ＞住宅設備の省エネルギー設計技術 22
H2411 太陽光発電システム設置施工技術 23

空調設備 H2511 空気調和システム制御の計装技術 24
保全/設備管理 H2912 自家用電気工作物の保守点検技術 24

電
子
回
路

E0113 〜 4 実践電子回路計測技術（オシロスコープ・テスタ編） 26
E0214 〜 5 アナログ回路の設計・評価技術(トランジスタ編) 26
E0312 アナログ回路の設計・評価技術（FET編） 27

E0413 〜 4 ディジタル回路設計技術 27
E0512 鉛フリーはんだ付け技術 28
E0611 電子回路実装技術と実用化 28
E0712 オペアンプ回路を題材としたアナログ電子回路設計・評価技術 29
E0812 オペアンプ回路の解析と設計 29
E1012 ディジタル電子回路のノイズ対策 30
E1112 ＨＤＬによる回路設計手法（ＶＨＤＬ編） 30
E1411 実践リニア・レギュレータ回路技術 31
E1512 ノイズ対策・ＥＭＣ設計のための電磁気学 31
E1611 電子回路実践測定技術(アナライザ編) 32
E1711 実習で学ぶネガティブ・フィードバック回路 32
E1912 アナログ・ディジタル混在回路におけるノイズ対策技術 33
E2011 実習で学ぶ高性能ＡＤ／ＤＡ変換回路設計技術 33
E2111 実習で学ぶ高周波回路の設計と製作 34

パワーエレクトロニクス E2412 実践インバータ回路の設計と評価 RENEW 34
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10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 掲載頁

1.29 〜 1.30 14
11.1、11.8 14

11.15、11.22 15
12.6、12.13 15

2.14、2.21 16
3.7、3.14 16

10.4、10.11 17
10.18、10.25 17

3.21、3.28 18
10.2 〜 10.3 18

10.1、2.6 19

1.21、1.28 19
10.17、10.28 20
10.21 〜 10.22 20

1.21 〜 1.22 21
2.24 〜 2.25 21

1.20、1.27 22
11.19 〜 11.20 22
11.11 〜 11.12 23

3.16 〜 3.18 24
11.19 〜 11.20 24

10.21 〜 10.23 1.20 〜 1.22 26
11.11 〜 11.12 3.10 〜 3.11 26

10.29 〜 10.30 27
12.2 〜 12.4 2.17 〜 2.19 27

11.5 〜 11.6 28
11.18 〜 11.21 28

1.14 〜 1.15 29
12.9 〜 12.11 29

10.22 〜 10.24 30
10.7 〜 10.9 30
10.7 〜 10.9 31

10.20 〜 10.21 31
11.12 〜 11.13 32

10.16 〜 10.17 32
11.26 〜 11.28 33
11.26 〜 11.27 33
11.18 〜 11.20 34

1.22 〜 1.23 34
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分　野 コース番号 コ　ー　ス　名 NEW
RENEW 掲載頁

組
込
み
マ
イ
コ
ン

E2614 〜 5 組込み技術者のためのＣプログラミング 36
E2712 機械制御のためのマイコン実践技術（ＰＩＣ－Ｃ言語編） 36
E3011 機械制御のためのマイコン実践技術（RX－Ｃ言語編） NEW 37
E3211 組込みシステム開発（ソフトウェアエンジニア向けコース） 37
E3412 μＩＴＲＯＮによる組込みシステム開発技術 38
E3612 組込みＬｉｎｕｘ実装技術 38
E3712 組込みソフトウェア開発者のためのテスト技法 39
E3811 組込みソフトウェア開発者のためのコーディング作法とレビュー技術 39
E3911 組込みソフトウェア開発者のための開発プロセス・テーラリング技術 40
E4012 組込みＬｉｎｕｘデバイスドライバ開発技術(Ｋｅｒｎｅｌ２．６対応) 40
E4112 組込みＬｉｎｕｘによるＴＣＰ／ＩＰ通信システム構築 41
E4211 Ｃ＋＋による組込みプログラム開発技術 41
E4312 ＣＡＮインターフェース技術 42

制御工学

E4512 制御解析手法 43
E4612 サーボ制御技術（ＰＩＤ制御編） 43
E4711 サーボ制御技術（ディジタルサーボ制御技術） 44
E5011 サーボ制御技術（ロバスト制御編） 44

自動計測／
信号処理　

E5211 計測制御技術（ＲＳ－２３２Ｃ、ＧＰＩＢ編） 46
E5312 ＺｉｇＢｅｅによるワイヤレス・センサ・ネットワークの構築 46
E5411 信号の解析手法と実装技術（ディジタルフィルタ、適応フィルタ編） 47

電
動
機
／
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

E5513 〜 4 有接点シーケンス制御による電動機制御の実務 47
E5613 〜 4 モータの特性と制御回路技術 48
E5714 〜 5 ＰＬＣ制御の回路技術 48
E5812 ＰＬＣによる自動化制御技術 49
E5911 ＰＬＣによるインバータ制御の実務 49
E6112 ＰＬＣによるタッチパネル活用技術 50
E6211 ＰＬＣ制御における実践的インバータ制御技術 50
E6312 ＰＬＣによるサーボモータ制御の実務 51
E6511 ＰＬＣによるネットワーク構築技術 51

機械製図
／設計　

M0113 〜 4 実践機械製図（形状編） 52
M0213 〜 4 機械設計製図実践（寸法・公差編） 52
M0311 現場に密着した機械・生産設計のノウハウ（機械要素・材料力学編） 53

2DCAD
M0613 〜 4 ＜２次元ＣＡＤ技術＞２次元ツールを活用した機械製図実践技術（製図手法編） 54
M0713 〜 4 ＜２次元ＣＡＤ技術＞２次元ツールを活用した機械製図実践技術（図面構築手法編） 54

3DCAD
(Solid 

Works)

M0813 〜 4 ＜３次元ＣＡＤ技術（モデリング編）＞設計ツールによるモデリング技術 55
M0913 〜 4 ＜３次元ＣＡＤ技術（アセンブリ＆図面編）＞３次元ツールを活用した組立設計技術 55
M1111 ＜３次元ＣＡＤ技術（ルーティング編）＞実践配管設計 NEW 56

M1213 〜 4 ＜３次元ＣＡＤ技術（サーフェス編）＞サーフェスを活用した製品設計 56
M1312 ＜ＣＡＥ技術（構造解析編）＞ＣＡＥを活用した構造解析技術（モデル化実践編） 57
M1511 ＜ＣＡＥ技術（熱解析編）＞設計者のためのＣＡＥ活用技術（熱解析編） NEW 57



5

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 掲載頁

11.26 〜 11.27 2.18 〜 2.19 36
2.17 〜 2.19 36

1.27 〜 1.29 37
10.21 〜 10.23 37

11.11 〜 11.13 38
1.20 〜 1.22 38

11.5 〜 11.6 39
2.3 〜 2.4 39

1.13 〜 1.14 40
12.2 〜 12.4 40

2.24 〜 2.25 41
1.14 〜 1.15 41

2.24 〜 2.26 42
10.8 〜 10.9 43

11.18 〜 11.20 43
11.5 〜 11.7 44

2.17 〜 2.19 44
1.27 〜 1.29 46

10.28 〜 10.29 46
2.3 〜 2.5 47

11.5 〜 11.7 1.27 〜 1.29 47
10.15 〜 10.17 3.3 〜 3.5 48
10.21 〜 10.23 2.17 〜 2.19 48

11.26 〜 11.28 49
11.26 〜 11.28 49

2.24 〜 2.26 50
10.8 〜 10.9 50

2.3 〜 2.5 51
3.10 〜 3.12 51

10.15 〜 10.17 1.13 〜 1.15 52
10.28 〜 10.30 1.27 〜 1.29 52

12.8 〜 12.10 53
10.15 〜 10.17 1.28 〜 1.30 54

11.5 〜 11.7 3.16 〜 3.18 54
10.8 〜 10.10 1.7 〜 1.9 55

10.27 〜 10.29 2.3 〜 2.5 55
3.2 〜 3.3 56

11.26 〜 11.28 3.11 〜 3.13 56
11.19 〜 11.21 57

12.17 〜 12.19 57



6

分　野 コース番号 コ　ー　ス　名 NEW
RENEW 掲載頁

3DCAD
（CATIA）

M1612 ＜３次元ＣＡＤ技術（モデリング編）＞３次元ツールを活用した部品設計技術 58
M1712 ＜３次元ＣＡＤ技術（アセンブリ＆図面編）＞設計検証のためのアセンブリ活用実践技術 58
M1812 ＜３次元ＣＡＤ技術（サーフェス編）＞サーフェスを活用した製品設計 59
M2011 ＜３次元ＣＡＤ／ＣＡＭ技術＞設計者のためのＣＡＭ実践技術 NEW 59

3DCAD(NX7.5) M2212 ＜３次元ＣＡＤ技術（アセンブリ＆図面編）＞設計検証のためのアセンブリ活用実践技術 60
データ変換 M2311 形状品質を考慮した設計データ変換技術 60

射出成形

M2412 プラスチック射出成形部品設計 61
M2512 射出成形用金型設計技術 61
M2611 実例で学ぶホットランナ金型導入・設計技術 NEW 62

汎用加工
M2812 〜 3 旋盤精密加工技術 63
M3011 フライス盤精密加工技術 63

切削理論 M3211 切削加工の検証（フライス編） 64
NC加工 M3312 ＮＣ旋盤技術（プログラム〜加工編） 65
溶
接

M3712 ＴＩＧ溶接実践技術（ステンレス鋼板材編） 65
M3812 ＴＩＧ溶接実践技術（アルミニウム合金板材編） 66

油
空
圧

M4012 〜 3 空気圧実践技術 66
M4111 空気圧装置メンテナンスとトラブルシューティング 67

M4214 〜 5 製造技術者のための油圧実践技術 67

測
定

M4414 〜 5 精密測定技術(長さ測定編） 68
M4511 精密測定技術（形状測定編） 68
M4611 ３次元測定実践技術 69

人材育成

E9312 成果を上げる製造現場との関係構築法〜現場と顧客のコミュニケーション向上〜 NEW 70
E6712 仕事と人を動かす現場監督者の育成 70
E6812 現場監督者の現場を動かす説得術(プレゼンテーションテクニック) 71
E6912 現場監督者の実践力向上(成果を出すリーダー育成) 71
E7012 戦略的現場管理者の育成〜できる管理者になろう〜 NEW 72

品質管理

E7112 生産現場での問題発見・問題解決（なぜなぜ分析実践） 72
E7212 成功事例から学ぶ品質の維持と向上 73
E7312 現場の問題解決実践（５Sの実践と定着） 73
E7412 製造現場の問題解決力向上(実践コース) 〜現場で使えるなぜなぜ分析を身に付ける〜 74
E7512 論理的思考による製造現場の問題解決〜誰でも簡単に、判りやすい問題解決方法〜 NEW 74

生産管理

E7612 生産計画と生産統制実践 76
E7712 生産現場における現場改善技法 76
E7812 生産現場改善手法（現場力向上） 77
E7912 ヒューマンエラー対策実践〜ポカミスのない職場作り〜 NEW 77
E8012 製造業におけるリスクマネジメントシステム構築技術 78
E8112 短納期対応のための時間生産性向上(製造現場のタイムマネジメント) 78
E8212 標準時間の設定と活用 79
E8312 ものづくり生産現場システムや生産工程問題点の発見と改善手法検証 79

原価管理
E8412 コスト削減と製造現場の原価管理〜数字で現場の問題発見と解決〜 NEW 80
E8512 実践的原価管理による生産性向上 80
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10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 掲載頁

11.11 〜 11.14 58
12.15 〜 12.16 58

2.23 〜 2.25 59
3.5 〜 3.6 59

10.23 〜 10.24 60
10.2 〜 10.3 60

10.20 〜 10.22 61
1.13 〜 1.15 61

2.9 〜 2.10 62
10.6 〜 10.10 2.2 〜 2.6 63

3.9 〜 3.12 63
11.18 〜 11.20 64

1.26 〜 1.30 65
10.28 〜 10.29 65
10.30 〜 10.31 66

10.7 〜 10.9 11.18 〜 11.20 66
3.10 〜 3.12 67

12.9 〜 12.11 1.19 〜 1.21 67
10.7 〜 10.8 2.18 〜 2.19 68

2.25 〜 2.26 68
3.10 〜 3.12 69
3.12 〜 3.13 70

11.25 〜 11.26 70
1.28 〜 1.29 71

12.4 〜 12.5 71
1.26 〜 1.27 72

11.10 〜 11.12 72
10.16 〜 10.17 73
10.9 〜 10.10 73
10.20、11.27 74

12.1 〜 12.2 74
11.13 〜 11.14 76

2.2 〜 2.3 76
10.23 〜 10.24 77

11.4 〜 11.5 77
1.22 〜 1.23 78

2.5 〜 2.6 78
1.20 〜 1.21 79
1.14 〜 1.15 79

3.5 〜 3.6 80
11.17 〜 11.19 80



専門性の高さ

◆電子回路

ページ
32

ページ
29 電子回路実践測定技術

(アナライザ編 )
オペアンプ回路を題材としたアナ
ログ電子回路設計・評価技術

ページ
29オペアンプ回路の解析と設計

ページ
32実習で学ぶ

ネガティブ・フィードバック回路

実践アナログ電子回路技術
（発振回路技術編）

シミュレータを活用した
オペアンプ回路設計技術

26
ページ

実践電子回路計測技術
（オシロスコープ・テスタ編）

26
ページ

アナログ回路の設計・評価技術
(トランジスタ編 )

27
ページ

アナログ回路の設計・評価技術
（ＦＥＴ編）

鉛フリーはんだ付け技術

電子回路実装技術と実用化

27
ページ

28
ページ

28
ページ

ディジタル回路設計技術 30
ページ

ディジタル電子回路のノイズ対策 33
ページ

アナログ・ディジタル
混在回路におけるノイズ対策技術

30
ページ

ＨＤＬによる回路設計手法
（ＶＨＤＬ編）

31
ページ

31
ページ

実践リニア・レギュレータ
回路技術

実践センサ回路設計技術

事例で学ぶ
電子回路シミュレータ活用技術

◆保全／設備管理

◆空調設備

ページ
24自家用電気工作物の保守点検技術 保護継電器の評価と保護協調

ビル設備の防災設備管理

電気保全の実務

低圧配電機器選定と保護協調

実践的な冷媒配管の施工と
空調機器据付け技術空気調和システム制御の計装技術

33
ページ

34
ページ

実習で学ぶ
高性能ＡＤ／ＤＡ変換回路設計技術

実習で学ぶ
高周波回路の設計と製作

ノイズ対策・ＥＭＣ設計のための
電磁気学

◆パワーエレクトロニクス
実習で学ぶ
パワーエレクトロニクス回路

シミュレータを活用した
ＤＣ－ＤＣコンバータ設計技術

ページ
34実践インバータ回路の設計と評価

シミュレーションで学ぶ
半導体電力変換回路26

ページ

実践電子回路計測技術
（オシロスコープ・テスタ編）

26
ページ

アナログ回路の設計・評価技術
(トランジスタ編 )

27
ページ

アナログ回路の設計・評価技術
（ＦＥＴ編）

27
ページ

ディジタル回路設計技術

空調熱負荷と空気線図に基づく
実践的な温熱環境計画手法

前期

前期

前期

中止
※都合により今年度は中止となりました。

前期

前期前期

前期

前期

前期

前期

中止
※都合により今年度は中止となりました。

中止
※都合により今年度は中止となりました。

24
ページ

推奨コースフロー
( 必ずしもこの流れで受講しなくても差し支えありません )

専門性の高さ

コース名フローの見方 ページ番号

ページ
00○○○○○○○○○○○○○○

◆木構造設計

ページ
20構造設計技術

(木構造実践編 )

20
ページ

構造模型の製作とその活用技術　
（木造住宅編）

◆ＣＡＤ設計 /プレゼン

18
ページ

天空率による形態制限緩和のための
設計支援技術

18
ページ

長期優良住宅の設計技術

19
ページ

長期優良住宅の基準と維持管理技術

16
ページ

大規模複合用途建築物の基本計画
技術

17
ページ

在来木造住宅基本計画技術

19
ページ

長期優良住宅の設計監理・施工管理
技術

16
ページ

大規模複合用途建築物の基本設計
図書作成技術

17
ページ

在来木造住宅実施設計技術（構造編）

◆設計 /申請 /監理

実践建築製図作成技術
（２次元CAD）

実践建築設計プレゼンテーション
（３次元）

構造設計技術
(木造架構設計レビュー編 )

◆構造模型

住宅基礎の構造設計実践技術

◆地盤・基礎構造設計

◆鉄骨造構造設計

21
ページ

鉄骨構造物における構造計算技術

◆RC造構造設計

21
ページ

RC構造物における構造計算技術

◆省エネ／太陽光
木造住宅の省エネ設計技術
（高断熱住宅編）

太陽光発電システム設置
導入計画技術

22
ページ

太陽光発電システム設置
施工技術 23

ページ

住宅設備の省エネルギー設計技術

３次元ＣＡＤによる木造軸組架構
設計技術

３次元ＣＡＤによるリフォーム
木造軸組構造架構設計技術

◆耐震設計・施工
木造住宅の耐震リフォーム技術
（一般診断）

ページ
14

ページ
14

ページ
15

ページ
15

ページ
22

前期

前期

前期

前期

8



専門性の高さ

◆電子回路

ページ
32

ページ
29 電子回路実践測定技術

(アナライザ編 )
オペアンプ回路を題材としたアナ
ログ電子回路設計・評価技術

ページ
29オペアンプ回路の解析と設計

ページ
32実習で学ぶ

ネガティブ・フィードバック回路

実践アナログ電子回路技術
（発振回路技術編）

シミュレータを活用した
オペアンプ回路設計技術

26
ページ

実践電子回路計測技術
（オシロスコープ・テスタ編）

26
ページ

アナログ回路の設計・評価技術
(トランジスタ編 )

27
ページ

アナログ回路の設計・評価技術
（ＦＥＴ編）

鉛フリーはんだ付け技術

電子回路実装技術と実用化

27
ページ

28
ページ

28
ページ

ディジタル回路設計技術 30
ページ

ディジタル電子回路のノイズ対策 33
ページ

アナログ・ディジタル
混在回路におけるノイズ対策技術

30
ページ

ＨＤＬによる回路設計手法
（ＶＨＤＬ編）

31
ページ

31
ページ

実践リニア・レギュレータ
回路技術

実践センサ回路設計技術

事例で学ぶ
電子回路シミュレータ活用技術

◆保全／設備管理

◆空調設備

ページ
24自家用電気工作物の保守点検技術 保護継電器の評価と保護協調

ビル設備の防災設備管理

電気保全の実務

低圧配電機器選定と保護協調

実践的な冷媒配管の施工と
空調機器据付け技術空気調和システム制御の計装技術

33
ページ

34
ページ

実習で学ぶ
高性能ＡＤ／ＤＡ変換回路設計技術

実習で学ぶ
高周波回路の設計と製作

ノイズ対策・ＥＭＣ設計のための
電磁気学

◆パワーエレクトロニクス
実習で学ぶ
パワーエレクトロニクス回路

シミュレータを活用した
ＤＣ－ＤＣコンバータ設計技術

ページ
34実践インバータ回路の設計と評価

シミュレーションで学ぶ
半導体電力変換回路26

ページ

実践電子回路計測技術
（オシロスコープ・テスタ編）

26
ページ

アナログ回路の設計・評価技術
(トランジスタ編 )

27
ページ

アナログ回路の設計・評価技術
（ＦＥＴ編）

27
ページ

ディジタル回路設計技術

空調熱負荷と空気線図に基づく
実践的な温熱環境計画手法

前期

前期

前期

中止
※都合により今年度は中止となりました。

前期

前期前期

前期

前期

前期

前期

中止
※都合により今年度は中止となりました。

中止
※都合により今年度は中止となりました。

24
ページ
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専門性の高さ

◆２ＤＣＡＤ

◆３ＤＣＡＤ（Solid Works）

◆３ＤＣＡＤ（CATIA）

ページ
54２次元ツールを活用した機械製図

実践技術（図面構築手法編） ページ
60形状品質を考慮した設計データ

変換技術

ページ
55３次元ツールを活用した組立設計

技術
設計ツールを活用した製品設計技術
（テクニカルソリッドモデリング編

設計検証のためのアセンブリ活用
実践技術 サーフェスを活用した製品設計

54
ページ

55
ページ

２次元ツールを活用した機械製図
実践技術（製図手法編）

設計ツールによるモデリング技術

ページ
60

ページ
56

ＣＡＥを活用した構造解析技術
（モデル化実践編）

実践配管設計

ページ
56サーフェスを活用した製品設計

ページ
57ＣＡＥを活用した構造解析技術

（モデル化実践編）

設計者のためのＣＡＥ活用技術
（固有値解析編）

ページ
57設計者のためのＣＡＥ活用技術

（熱解析編）

ページ
60形状品質を考慮した設計データ

変換技術

３次元ツールを活用した部品設計
技術

◆３ＤＣＡＤ（NX7.5）
設計検証のためのアセンブリ活用
実践技術 ページ

60形状品質を考慮した設計データ
変換技術

製品設計のための３次元検証技術
（ソリッド編）

◆射出成形

61
ページ

射出成形用金型設計技術プラスチック射出成形部品設計 実例で学ぶホットランナ金型導入・
設計技術

◆汎用加工
旋盤精密加工技術
（はめあい部品加工編）63

ページ

63
ページ

旋盤精密加工技術

フライス盤精密加工技術

◆ＮＣ加工

ＮＣ旋盤技術（プログラム～加工編）

機械加工技術
（マシニングセンタ加工編）

実践マシニングセンタ加工技術
（穴加工編）

機械加工技術
（マシニングセンタプログラミング編）

◆切削理論

切削加工の検証（旋削編）

64
ページ

切削加工の検証（フライス編）

設計者のためのＣＡＭ実践技術

形状品質を考慮した設計データ
変換技術

製品・金型設計に活かすプラスチック
射出成形CAE技術

ページ
65

ページ
62

ページ
60
ページ
59

ページ
59

ページ
58

ページ
58

ページ
61

前期

前期前期

前期

前期

前期

前期

前期

中止

中止

※都合により今年度は中止となりました。

※都合により今年度は中止となりました。

専門性の高さ

◆組込みマイコン
組込みシステムにおける
プログラム開発技術（ＳＨ編） ページ

40組込みＬｉｎｕｘデバイスドライバ
開発技術（Ｋｅｒｎｅｌ２．６対応）

ページ
38μＩＴＲＯＮによる

組込みシステム開発技術 ページ
41組込みＬｉｎｕｘによる

ＴＣＰ／ＩＰ通信システム構築

ページ
38組込みＬｉｎｕｘ実装技術

ページ
41

ページ
42

Ｃ＋＋による組込みプログラム
開発技術

スマートフォン・タブレットＯＳ
を利用したシステム構築開発技術

ＣＡＮインターフェース技術

ページ
39組込みソフトウェア開発者のため

のテスト技法

36
ページ

組込み技術者のための
Ｃプログラミング

次世代 ITRONによる組込み開発技法
（Ｔ－Ｋｅｒｎｅｌ／ＯＳ編）

39
ページ

組込みソフトウェア開発者のため
のコーディング作法とレビュー技術

ページ
36機械制御のためのマイコン実践技術

（ＰＩＣ－Ｃ言語編）

機械制御のためのマイコン実践技術
（Ｈ８－Ｃ言語編）

37
ページ

機械制御のためのマイコン実践技術
（ＲＸ－Ｃ言語編）

機械制御のためのマイコン実践技術
（ＡＲＭ－Ｃ言語編）

40
ページ

組込みソフトウェア開発者のための
開発プロセス・テーラリング技術

◆制御工学

◆自動計測／信号処理

ページ
43サーボ制御技術

（ＰＩＤ制御編） ページ
44サーボ制御技術

（ロバスト制御編）

信号の解析手法と実装技術
（ディジタルフィルタ、適応フィルタ編）

43
ページ

制御解析手法

制御系アプリケーション活用技術

現代制御の設計と実装

倒立ロボットの製作と制御技法44
ページ

サーボ制御技術
（ディジタルサーボ制御技術）

計測制御技術
（ＲＳ－２３２Ｃ、ＧＰＩＢ編）

46
ページ

47
ページ

46
ページ

ZigBee によるワイヤレス・
センサ・ネットワークの構築

信号の解析手法と実装技術
（フーリエ変換、ウェーブレット変換編）

◆電動機／シーケンス制御

ページ
50ＰＬＣによる

タッチパネル活用技術

ページ
51ＰＬＣによる

ネットワーク構築技術

47
ページ

有接点シーケンス制御による
電動機制御の実務

48
ページ

ＰＬＣ制御の回路技術

ページ
51ＰＬＣによる

サーボモータ制御の実務

ページ
50ＰＬＣ制御における

実践的インバータ制御技術

数値処理によるＰＬＣ制御技術

49
ページ

ＰＬＣによる自動化制御技術

49
ページ

ＰＬＣによる
インバータ制御の実務

ＦＡセンサ活用技術
(計測・画像センサ編 )

48
ページ

モータの特性と制御回路技術

◆機械製図／設計

ページ
52

ページ
53機械設計製図実践（寸法・公差編）52

ページ
実践機械製図（形状編） 現場に密着した機械・生産設計の

ノウハウ（機械要素・材料力学編）

製品設計における
リスクマネジメント

品質工学（パラメータ設計）の
実践技術

37
ページ

組込みシステム開発
（ソフトウェアエンジニア向けコース）

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

中止

中止

※都合により今年度は中止となりました。

中止
※都合により今年度は中止となりました。

※都合により今年度は中止となりました。
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専門性の高さ

◆２ＤＣＡＤ

◆３ＤＣＡＤ（Solid Works）

◆３ＤＣＡＤ（CATIA）

ページ
54２次元ツールを活用した機械製図

実践技術（図面構築手法編） ページ
60形状品質を考慮した設計データ

変換技術

ページ
55３次元ツールを活用した組立設計

技術
設計ツールを活用した製品設計技術
（テクニカルソリッドモデリング編

設計検証のためのアセンブリ活用
実践技術 サーフェスを活用した製品設計

54
ページ

55
ページ

２次元ツールを活用した機械製図
実践技術（製図手法編）

設計ツールによるモデリング技術

ページ
60

ページ
56

ＣＡＥを活用した構造解析技術
（モデル化実践編）

実践配管設計

ページ
56サーフェスを活用した製品設計

ページ
57ＣＡＥを活用した構造解析技術

（モデル化実践編）

設計者のためのＣＡＥ活用技術
（固有値解析編）

ページ
57設計者のためのＣＡＥ活用技術

（熱解析編）

ページ
60形状品質を考慮した設計データ

変換技術

３次元ツールを活用した部品設計
技術

◆３ＤＣＡＤ（NX7.5）
設計検証のためのアセンブリ活用
実践技術 ページ

60形状品質を考慮した設計データ
変換技術

製品設計のための３次元検証技術
（ソリッド編）

◆射出成形

61
ページ

射出成形用金型設計技術プラスチック射出成形部品設計 実例で学ぶホットランナ金型導入・
設計技術

◆汎用加工
旋盤精密加工技術
（はめあい部品加工編）63

ページ

63
ページ

旋盤精密加工技術

フライス盤精密加工技術

◆ＮＣ加工

ＮＣ旋盤技術（プログラム～加工編）

機械加工技術
（マシニングセンタ加工編）

実践マシニングセンタ加工技術
（穴加工編）

機械加工技術
（マシニングセンタプログラミング編）

◆切削理論

切削加工の検証（旋削編）

64
ページ

切削加工の検証（フライス編）

設計者のためのＣＡＭ実践技術

形状品質を考慮した設計データ
変換技術

製品・金型設計に活かすプラスチック
射出成形CAE技術

ページ
65

ページ
62

ページ
60
ページ
59

ページ
59

ページ
58

ページ
58

ページ
61

前期

前期前期

前期

前期

前期

前期

前期

中止

中止

※都合により今年度は中止となりました。

※都合により今年度は中止となりました。

専門性の高さ

◆組込みマイコン
組込みシステムにおける
プログラム開発技術（ＳＨ編） ページ

40組込みＬｉｎｕｘデバイスドライバ
開発技術（Ｋｅｒｎｅｌ２．６対応）

ページ
38μＩＴＲＯＮによる

組込みシステム開発技術 ページ
41組込みＬｉｎｕｘによる

ＴＣＰ／ＩＰ通信システム構築

ページ
38組込みＬｉｎｕｘ実装技術

ページ
41

ページ
42

Ｃ＋＋による組込みプログラム
開発技術

スマートフォン・タブレットＯＳ
を利用したシステム構築開発技術

ＣＡＮインターフェース技術

ページ
39組込みソフトウェア開発者のため

のテスト技法

36
ページ

組込み技術者のための
Ｃプログラミング

次世代 ITRONによる組込み開発技法
（Ｔ－Ｋｅｒｎｅｌ／ＯＳ編）

39
ページ

組込みソフトウェア開発者のため
のコーディング作法とレビュー技術

ページ
36機械制御のためのマイコン実践技術

（ＰＩＣ－Ｃ言語編）

機械制御のためのマイコン実践技術
（Ｈ８－Ｃ言語編）

37
ページ

機械制御のためのマイコン実践技術
（ＲＸ－Ｃ言語編）

機械制御のためのマイコン実践技術
（ＡＲＭ－Ｃ言語編）

40
ページ

組込みソフトウェア開発者のための
開発プロセス・テーラリング技術

◆制御工学

◆自動計測／信号処理

ページ
43サーボ制御技術

（ＰＩＤ制御編） ページ
44サーボ制御技術

（ロバスト制御編）

信号の解析手法と実装技術
（ディジタルフィルタ、適応フィルタ編）

43
ページ

制御解析手法

制御系アプリケーション活用技術

現代制御の設計と実装

倒立ロボットの製作と制御技法44
ページ

サーボ制御技術
（ディジタルサーボ制御技術）

計測制御技術
（ＲＳ－２３２Ｃ、ＧＰＩＢ編）

46
ページ

47
ページ

46
ページ

ZigBee によるワイヤレス・
センサ・ネットワークの構築

信号の解析手法と実装技術
（フーリエ変換、ウェーブレット変換編）

◆電動機／シーケンス制御

ページ
50ＰＬＣによる

タッチパネル活用技術

ページ
51ＰＬＣによる

ネットワーク構築技術

47
ページ

有接点シーケンス制御による
電動機制御の実務

48
ページ

ＰＬＣ制御の回路技術

ページ
51ＰＬＣによる

サーボモータ制御の実務

ページ
50ＰＬＣ制御における

実践的インバータ制御技術

数値処理によるＰＬＣ制御技術

49
ページ

ＰＬＣによる自動化制御技術

49
ページ

ＰＬＣによる
インバータ制御の実務

ＦＡセンサ活用技術
(計測・画像センサ編 )

48
ページ

モータの特性と制御回路技術

◆機械製図／設計

ページ
52

ページ
53機械設計製図実践（寸法・公差編）52

ページ
実践機械製図（形状編） 現場に密着した機械・生産設計の

ノウハウ（機械要素・材料力学編）

製品設計における
リスクマネジメント

品質工学（パラメータ設計）の
実践技術

37
ページ

組込みシステム開発
（ソフトウェアエンジニア向けコース）

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

中止

中止

※都合により今年度は中止となりました。

中止
※都合により今年度は中止となりました。

※都合により今年度は中止となりました。
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◆溶接

◆油空圧

◆測定

ページ
68

ページ
69

精密測定技術（形状測定編）

３次元測定実践技術

ＴＩＧ溶接実践技術
（ステンレス鋼板材編）

炭酸ガス半自動アーク溶接技能
クリニック

66
ページ

空気圧実践技術

67
ページ

製造技術者のための油圧実践技術

空気圧装置メンテナンスと
トラブルシューティング

65
ページ

66
ページ

空気圧設備の保全と
省エネルギー対策

油圧システムの保全技術

68
ページ

精密測定技術（長さ測定編）

ＴＩＧ溶接実践技術
（アルミニウム合金板材編）

76
ページ ページ

78

ページ
79

◆生産管理

生産計画と生産統制実践 短納期対応のための時間生産性向上
(製造現場のタイムマネジメント ) ページ

79ものづくり生産現場システムや生産
工程問題点の発見と改善手法検証

標準時間の設定と活用
ページ

生産現場における現場改善技法

77
ページ

ヒューマンエラー対策実践
～ポカミスのない職場作り～

77
ページ

生産現場改善手法（現場力向上）

◆品質管理

◆原価管理

ページ
74製造現場の問題解決力向上 (実践コース )

～現場で使えるなぜなぜ分析を身に付ける～ ページ
74論理的思考による製造現場の問題解決

～誰でも簡単に、判りやすい問題解決方法～72
ページ

73
ページ

73
ページ

生産現場での問題発見・問題解決
（なぜなぜ分析実践）

コスト削減と製造現場の原価管理
～数字で現場の問題発見と解決～ 80ページ
実践的原価管理による生産性向上

76

78
ページ

製造業におけるリスクマネジメント
システム構築技術

成功事例から学ぶ品質の維持と向上

現場の問題解決実践
（５Ｓの実践と定着）

70
ページ

ページ
71

◆人材育成

仕事と人を動かす現場監督者の育成

70
ページ

成果を上げる製造現場との関係構築法 現場監督者の実践力向上
（成果を出すリーダー育成） ページ

72戦略的現場管理者の育成
～できる管理者になろう～

製造現場における技術・技能の伝承法

ページ

現場監督者の現場を動かす説得術
(プレゼンテーションテクニック ) 71

専門性の高さ

ページ
67

ページ
80

前期

前期

前期

前期

12



ご要望に応じた能力開発セミナー

①　「能力開発セミナー研修コースガイド」でご案内しているセミナーは、全てオーダーメイド型セミナーと
　　して計画できます。
②　会場は、原則として当センターとなりますが、実施内容により出張セミナーも対応します。
③　定員は、１０名程度です（協力会社、系列会社の合同実施でも可能です）。
④　１セミナー１２時間以上（１日６時間として２日間以上）です。日程はご相談ください。
⑤　受講料は、教材及び当センターが定める諸経費を含めてご提示します。
　　※ご相談の内容・日程など、ご要望に添えない場合もございますので、予めご了承ください。

●受講料見積額提示後、受講者人数を変更する場合、お一人様当たりの受講料は変わります。
●受講者名簿をご提供いただいた後、受講者人数の変更はお受けできません。請求受講料を全額ご負担いただくことになりますので、
　予めご了承ください（受講者の変更は可能です）。

このような課題を
抱えている皆様を
サポートいたします !

せ
合
問
お
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簿
名
者
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　ポリテクセンター関東では、公開中の能力開発セミナーの他、企業・事業主団体様のご要望に
応じたオーダーメイド型の能力開発セミナーを承っております。
　オーダーメイド型の能力開発セミナーでは、企業・事業主団体様と当センターで、人材育成上
の課題、カリキュラム内容、日程などをご相談しながら、よりカスタマイズされたセミナーを計
画・実施させていただきます。

オーダーメイド型セミナー計画のポイント

ご相談からセミナー実施までの流れ
１ヶ月前
までに

約３～４
週間前

１５日前
までに

セミナー
当日

オーダーメイド型セミナーのご案内

訓練第二課 TEL.０４５－３９１－２８１９  http://www３.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/order.html

お問合せ先

●公開中のセミナーでは、日程が合わない。
●自社の実情や目的に合った研修を実施したい。
●自社では、講師や機器、場所が不足しているため、
　研修が行えない。

１ヶ月前
までに

独立行政法人
高齢・障害・求職者雇用支援機構
神奈川職業訓練支援センター
  関東職業能力開発促進センター（ポリテクセンター関東）

◆溶接

◆油空圧

◆測定

ページ
68

ページ
69

精密測定技術（形状測定編）

３次元測定実践技術

ＴＩＧ溶接実践技術
（ステンレス鋼板材編）

炭酸ガス半自動アーク溶接技能
クリニック

66
ページ

空気圧実践技術

67
ページ

製造技術者のための油圧実践技術

空気圧装置メンテナンスと
トラブルシューティング

65
ページ

66
ページ

空気圧設備の保全と
省エネルギー対策

油圧システムの保全技術

68
ページ

精密測定技術（長さ測定編）

ＴＩＧ溶接実践技術
（アルミニウム合金板材編）

76
ページ ページ

78

ページ
79

◆生産管理

生産計画と生産統制実践 短納期対応のための時間生産性向上
(製造現場のタイムマネジメント ) ページ

79ものづくり生産現場システムや生産
工程問題点の発見と改善手法検証

標準時間の設定と活用
ページ

生産現場における現場改善技法

77
ページ

ヒューマンエラー対策実践
～ポカミスのない職場作り～

77
ページ

生産現場改善手法（現場力向上）

◆品質管理

◆原価管理

ページ
74製造現場の問題解決力向上 (実践コース )

～現場で使えるなぜなぜ分析を身に付ける～ ページ
74論理的思考による製造現場の問題解決

～誰でも簡単に、判りやすい問題解決方法～72
ページ

73
ページ

73
ページ

生産現場での問題発見・問題解決
（なぜなぜ分析実践）

コスト削減と製造現場の原価管理
～数字で現場の問題発見と解決～ 80ページ
実践的原価管理による生産性向上

76

78
ページ

製造業におけるリスクマネジメント
システム構築技術

成功事例から学ぶ品質の維持と向上

現場の問題解決実践
（５Ｓの実践と定着）

70
ページ

ページ
71

◆人材育成

仕事と人を動かす現場監督者の育成

70
ページ

成果を上げる製造現場との関係構築法 現場監督者の実践力向上
（成果を出すリーダー育成） ページ

72戦略的現場管理者の育成
～できる管理者になろう～

製造現場における技術・技能の伝承法

ページ

現場監督者の現場を動かす説得術
(プレゼンテーションテクニック ) 71

専門性の高さ

ページ
67

ページ
80

前期

前期

前期

前期
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講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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２次元CADシステム（AutoCAD）で建築製図をしよう！

Gooｇle SketchUpでプレゼン用パースを作成する！ 

実践的な建築図面作成業務の効率化および図面
データの高品質化をめざして、設計・製図支援
システム（２次元ＣＡＤシステム） による実践
的な製図方法について習得します。

設計および設計図書作成の高付加価値化をめざ
して、施主に対する提案を可視化する３次元の
設計手法や、各種建築図面・パースの活用技術
について習得します。

₁．設計・製図支援システム概要
（１）ＣＡＤ化の意義

イ．手書きによる設計・製図とＣＡＤに
よる設計・製図

ロ．ＣＡＤ化の利点と欠点
（₂） 設計・製図支援システムの作図主要機能

イ．作図・編集・印刷主要機能

２． 建築図面作成のための図面データ構築実習
（１）建築製図規格に基づいた図面構築の

ための図面データ環境構築
イ．建築図面に用いる用紙・図面尺度と

図面範囲設定
ロ．建築図面に用いる線種と線種設定
ハ．建築図面の要素とレイヤ設定
ニ．建築図面に用いる文字／寸法設定

（２）図面作成業務の効率化－図面間での
データ活用

イ．ブロックデータの活用
ロ．外部参照データの活用

１．概要
（１） 企画から完成までの概要

イ．効果的なプレゼンテーションの実施
について

（２）  ３次元ＣＡＤにおける各種構造に対す
る概要と対処法

２．設計モデル
（１）配置図・平面図・断面図の確認
（２）各部材等の活用方法

イ．部材（柱・壁・梁・床・天井） の仕
上げ材の決定

ロ．柱・壁・梁・床・天井の作成と評価

（３）種々の図面データ構築法
イ．縮尺・倍尺図面の作成とＣＡＤにお

ける尺度の考え方
ロ．詳細図など異なる尺度の図が混在す

る図面データの作成
ハ．ペーパー空間を利用した印刷設定

（４）演習課題
イ．建築一般図面演習課題

３．確認・講評
（１）全体的な講評および確認・評価

３．プレゼンテーション資料の作成実習
（１）設計図書の作成

イ．配置図・各階平面図・断面図・立面
図作成

ロ．３次元モデルの作成
（２）データの確認・評価

イ．３次元モデルの表現方法
ロ．ＶＲによる設計と評価

（３）パースの作成
イ．パースの表現方法
ロ．３次元モデルの着彩と評価

（４）提案の仕方と評価・改善

４．プレゼンテーション
（１）受講者によるプレゼンテーション

５．確認・講評
（１）全体的な講評および確認・評価
（２）今後の３次元ＣＡＤ活用について

建築図面作成業務に従事する方

建築設計業務に従事する方

実践建築製図作成技術（２次元CAD）

実践建築設計プレゼンテーション（３次元）

ポリテクセンター関東 講師

ポリテクセンター関東 講師

15

15

9,000円

9,000円

H0111

H0212

1/29（木）〜30（金）

11/1（土）、 11/8（土）

9：15〜16：00
（休憩45分含）

2日間　計12時間

9：45〜16：30
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

パソコン一式、資料提示装置、
AutoCAD2011

パソコン一式、資料提示装置

筆記用具

筆記用具

土曜日
（２週連続２日間）
開講コース！

開講時間にご注意ください！

CAD設計・
プレゼン
CAD設計/
プレゼン



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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Gooｇle SketchUpで木造軸組の架構を設計する！

Gooｇle SketchUpでリフォームの木造軸組架構を設計する！

在来木造住宅の軸組構造の決定に３次元ＣＡＤ
システムを活用した各部材の構成を３次元的に
確認する方法と必要な専門的技能・技術を実践
的な課題実習を通して習得します。

在来木造住宅のリフォームにおける構造改修検
討の際に、木造軸組構造の決定に３次元ＣＡＤ
システムを活用し、各部材構成を３次元的に確
認する方法と必要な専門的技能・技術を課題実
習を通して習得します。

1．オブジェクト操作実習
（１）　３次元環境設定
（２）　国３次元オブジェクトによる木造軸組

構成の操作解説および実習

２． 木造軸組の３次元的検討および構造図作
成実習

（１）　各平面計画案から必要な構造部材の
架構設計の決定について

（２）　３次元ＣＡＤを活用した設計手法
イ．３次元ＣＡＤ設計の注意点
ロ．建築系３次元ＣＡＤの活用

（３）　３次元での基礎設計
イ．基礎構造３次元設計のポイント
ロ．３次元基礎設計・作図実習

（４）　３次元での１階床組設計
イ．１階床組３次元設計のポイント
ロ．３次元１階床組設計・作図実習

（５）　３次元での２階床組設計
イ．２階床組３次元設計のポイント
ロ．３次元２階床組設計・作図実習

１．概要と課題提示
（１）概要説明
（２）リフォーム課題提示

２．オブジェクト操作実習
（１）３次元環境設定の解説
（２）３次元オブジェクトによるリフォーム

木造軸組構成の解説と実習

３． リフォーム木造軸組架構３次元設計および
構造図作成実習

（１）リフォーム課題から必要な構造部材の
架構設計の決定について

イ．現状の構造を考慮したリフォームの
架構設計

（２）リフォームにおける３次元設計
イ．現状の構造の３次元化の注意点
ロ．現状の構造とリフォーム３次元設計

の整合性と注意点
（３）３次元リフォーム設計実習

イ．基礎構造リフォーム３次元設計・ 
作成実習

ロ．１階床組リフォーム３次元設計・ 
作成実習

ハ．２階床組リフォーム３次元設計・ 
作成実習

（６）　３次元での小屋組設計
イ．小屋組３次元設計のポイント
ロ．３次元小屋組設計・作図実習

（７）　３次元での軸組設計
イ．軸組３次元設計のポイント
ロ．３次元軸組設計・作図実習

３．３次元モデルの活用
（１）　木造軸組架構３次元モデルでの構造

確認と評価
（２）　建て方施工の３次元アニメーション

イ．建て方施工の３次元アニメーション
活用法

ロ．建て方施工の３次元アニメーション
作成実習

４．確認・講評
（１）　全体的な講評および確認・評価

ニ．小屋組リフォーム３次元設計・作成実習
ホ．軸組リフォーム３次元設計・作成実習

４．施工プレゼンテーションへの３次元活用
（１）施工プレゼンテーションへの３次元活用法
（２）プレゼンテーション作成実習

イ．リフォームマテリアルテクスチャ作
成実習

ロ．リフォーム３次元パース・アニメー
ション作成実習

５．確認・講評
（１）全体的な講評および確認・評価

建築設計業務に従事する方でGooｇle SketchUpの基本操作ができる方

建築設計業務に従事する方

３次元ＣＡＤによる木造軸組架構設計技術  NEW

３次元ＣＡＤによるリフォーム木造軸組構造架構設計技術  NEW

ポリテクセンター関東 講師

ポリテクセンター関東 講師

15

15

6,000円

6,000円

H0311

H0411

11/15（土）、 11/22（土）

12/6（土）、 12/13（土）

9：45〜16：30
（休憩45分含）

2日間　計12時間

9：45〜16：30
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

パソコン一式、資料提示装置

パソコン一式、資料提示装置

筆記用具

筆記用具

土曜日
（２週連続２日間）
開講コース！

開講時間にご注意ください！
『実践建築設計プレゼンテーション（３次
元）』（Ｐ１４ 参照）を併せてご受講いただく
ことにより、ソフトの操作をスムーズに行
うことができます

『実践建築設計プレゼンテーション（３次
元）』（Ｐ１４参照）を併せてご受講いただく
ことにより、ソフトの操作をスムーズに行
うことができます

『構造設計技術（木造架構設計レビュー編）』
（前期、P25参照）の受講をお勧めします

『構造設計技術（木造架構設計レビュー編）』
（前期、P25参照）の受講をお勧めします

開講時間にご注意ください！

土曜日
（２週連続２日間）
開講コース！

CAD設計/
プレゼン



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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大規模複合用途建築物のエスキスの応用力を身に付けよう！

大規模複合用途建築物の基本設計技術の全体像
の把握と、演習課題を通して実際に設計を行い、
エスキス力の応用と実務に必要な決定行為・作
業と大規模複合用途建築物における設計および
設計図書作成技術を習得します。

１．大規模複合用途建築物の基本計画
（１）エスキス案による基本計画作成の解説

イ．企画から完成までの概要
ロ．設計条件の設定
ハ．構想とエスキス
ニ．法規制の検討
ホ．構造計画
ヘ．設備計画

２．基本設計図書の作成
（１）エスキス案による３次元モデル作成

の解説および実習
イ．構造躯体のモデリング（各部位の

形状入力） の解説および実習
ロ．開口部・内外仕上部材作成の解説

および実習
（２）配置図・各階平面図・断面図・立面

図作成の解説および実習
イ．３次元モデルから２次元図面への出

力による各種図面作成の解説およ
び実習

（３）プレゼンテーション
イ．３次元モデルから３次元アニメー

ションの作成

３．まとめ
（１）全体的な講評および確認・評価

建築設計業務に従事する方

大規模複合用途建築物の基本設計図書作成技術  NEW

ポリテクセンター関東 講師

10 12,000円

H0711 3/7（土）、 3/14（土）
9：45〜16：30

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

パソコン一式、資料提示装置

筆記用具

開講時間にご注意ください！

土曜日
（２週連続２日間）
開講コース！

本コースの受講にあたっては、事前に『大
規模複合用途建築物の基本計画技術』（上
段参照）の受講をお勧めします

大規模複合用途建築物のエスキス力を身に付けよう！

大規模建築と異種用途複合建築のプランニング
時の要求条件および法規制や構造計画等につい
て、具体的な演習によりプランニングおよび基
本設計技術を習得します。

１．設計プロセスの概要
（１）企画から完成までの概要
（２）大規模複合用途建築物の概要
（３）調査項目リスト
（４）企画項目リスト

２．設計条件の設定
（１）与条件チェックリスト
（２）制約条件チェックリスト

３．構想とエスキス
（１）設計方針（配慮事項・優先順化）
（２）配置・平面・断面のゾーニングの解説

および実習
（３）ボリュームチェックの解説および実習
（４）プランニング（グリッド・分割・連結

プランニング等） の解説および実習

４．法規制の検討
（１）採光・換気計画・計算の解説および実習
（２）排煙計画・計算の解説および実習
（３）避難計画の解説および実習
（４）ハートビル法計画
（５）形態制限による計画の解説および実習

５．構造計画
（１）鉄筋コンクリート造の計画
（２）鉄骨造の計画
（３）混構造の計画

６．設備計画
（１）建築設備方式の計画
（２）必要諸室スペースの計画

７．基本設計図書
（１）配置図・各階平面図・断面図・立面図

作成
（２）プレゼンテーション（３次元パース作成）

８．まとめ
（１）全体的な講評および確認・評価

建築設計業務に従事する方

大規模複合用途建築物の基本計画技術  NEW

ポリテクセンター関東 講師

10 12,000円

H0611 2/14（土）、 2/21（土）
9：45〜16：30

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

パソコン一式、資料提示装置

筆記用具

開講時間にご注意ください！

土曜日
（２週連続２日間）
開講コース！

設 計/
申 請/
監 理



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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在来木造住宅の設計技術を身に付けよう！

在来木造住宅の基本設計技術の全体像の把握と、
課題を通して実際にプランニングを行い、実務
に必要な決定行為・作業と各種建築図面の作成
方法を習得します。

１．設計の概要
（１）企画から完成までの住宅設計の概要
（２）在来軸組木構造の概要
（３）企画・調査内容と方法

２．設計条件の設定
（１）各種条件の抽出
（２）条件の整理

３．構想とエスキス実習
（１）計画方針
（２）配置・平面・断面計画とゾーニング

の解説
（３）ボリュームチェックの解説
（４）基本プラン作成の解説および実習

４．法規制の検討
（１）採光・換気・排煙計画の解説および

実習
（２）構造計画
　　　 地震力・風圧力による必要耐力壁の

計画の解説および実習

５．基本設計図書の作成
（１）配置図・各階平面図・断面図・立面

図作成の解説および実習
（２）プレゼンテーション（３次元パース作

成）の解説および実習

６．確認・講評
（１）全体的な講評および確認・評価

建築設計業務に従事する方

在来木造住宅基本計画技術  NEW

ポリテクセンター関東 講師

10 12,000円

H0811 10/4（土）、 10/11（土）
9：45〜16：30

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

パソコン一式、資料提示装置

筆記用具

開講時間にご注意ください！

土曜日
（２週連続２日間）
開講コース！

『構造設計技術　（木造架構設計レビュー
編）』（前期、Ｐ２５参照）の受講をお勧めし
ます

本コースの受講前に『在来木造住宅実施設
計技術（構造編）』（下段参照）の受講をお勧
めします

在来木造住宅の実施設計技術を身に付けよう！

在来木造住宅の実施設計技術の全体像の把握と、
特にプランと構造設計の整合性に重点をおき、
実務に必要な決定行為・作業と各種建築図面の
作成方法を習得します。

１．構造設計の解説と各構造図の作成実習
（１）基礎の設計の解説と実習

イ．基礎の構成要素の解説
ロ．基礎の設計計算実習
ハ．基礎の設計（伏図・断面図） 実習

（２）１階床組の設計の解説と実習
イ．１階床組の構成と解説
ロ．１階床組の設計実習
ハ．１階床組の伏図・断面図作成実習

（３）２階床組の設計
イ．２階床組の構成と解説
ロ．２階床組の設計実習
ハ．２階床組の伏図・断面図作成実習

（４）小屋組の設計の解説と実習
イ．小屋組の構成と解説
ロ．小屋組設計実習
ハ．小屋組の伏図・断面図の作成実習

（５）軸組図の設計作成の解説と実習
イ．軸組設計の要点解説
ロ．軸組設計実習
ハ．軸組図作成実習

２．実施設計図書の解説（例示解説）
（１）意匠設計（一般・詳細・各伏・展開

各図、建具・仕上表）
（２）構造設計（基礎・各床組・小屋組・

軸組図）
（３）設備設計（給排水・冷暖房・換気・

電気設備）
（４）仕様書（標準仕様書・特記仕様書）
（５）工事概要書・工事費概算書
（６）確認申請書

３．確認・講評
（１）全体的な講評および確認・評価

建築設計業務に従事する方

在来木造住宅実施設計技術（構造編）  NEW

ポリテクセンター関東 講師

10 12,000円

H0911 10/18（土）、10/25（土）
9：45〜16：30

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

パソコン一式、資料提示装置

筆記用具

開講時間にご注意ください！

『構造設計技術『（木造架構設計レビュー
編）』（前期、Ｐ２５参照）の受講をお勧めし
ます

土曜日
（２週連続２日間）
開講コース！

設 計/
申 請/
監 理



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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長期優良住宅の設計施工に取り組むシリーズ　設計から手続き・検査・施工・維持管理まで総合的に

「長期優良住宅の設計施工に取り組むシリーズ」
長期優良住宅の認定に必要な基準から等級に応
じた設計方法についてのノウハウを習得しま
す。また、長期優良住宅申請図面に必要な記載
事項を習得します。

１．長期優良住宅とは
（１）現在の長期優良住宅普及とその動向
（２）補助金や税制優遇措置等の活用
（３）品確法における住宅性能表示
（４）関連法規との関係

２．長期優良住宅の認定基準とその解釈
（１）戸建住宅編

イ．住戸面積
ロ．耐震性
ハ．居住環境
ニ．省エネルギー性
ホ．維持管理対策
ヘ．劣化対策
ト．維持保全計画

３． 長期優良住宅の申請概要と申請図書一覧
（１）長期優良住宅の申請概要

イ．長期優良住宅の申請の流れ
ロ．通常の確認申請との違い

（２）長期優良住宅の申請図書一覧
イ．長期優良住宅の申請に必要な図面

４．長期優良住宅の設計実習
（１）各部位の設計方法

イ．基礎
ロ．土台・軸組み
ハ．小屋組
ニ．その他

（２）図面の検証
イ．認定基準との整合
ロ．記載事項の確認
ハ．指摘事項への対応

　「長期優良住宅の設計施工に取り組むシリーズ」
　全3コースをシリーズ設定しています
　第１弾　設計
　第２弾　基準と維持管理
　第３弾　設計監理・施工管理
　各コースのカリキュラム内容、日程を
　よく確認のうえお申込みください

長期優良住宅の設計・施工・維持管理に取組みたい方

長期優良住宅の設計技術

株式会社 現代計画研究所
加来 照彦

10 15,000円

H1011 10/2（木）〜3（金）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

資料提示装置

電卓、筆記用具

パソコン上で法的制限のシミュレーションができる！

建築設計業務に従事する方

天空率による形態制限緩和のための設計支援技術

建物の形態制限を設計支援ツールを用い、比較
検討のシミュレーションを効率的に行える技術
を習得します。
利用可能な空間を把握できることにより、土地
全体の有効活用やデザインの自由化拡大につな
げることができるようになります。

１．概要
（１）形態制限の概要
（２）高さ・平均地盤・建築面積・床面積の

算定基準
（３）設計支援ツールを用いた実習（平均地

盤図作成）

２．斜線制限
（１）各種斜線制限の運用規定
（２）特殊な事例の運用

３．日影制限
（１）日影制限の運用規定
（２）特殊な事例の運用
（３）設計支援ツールを用いた実習（日影図

作成）
（４）検討案シミュレーション実習

４．天空率
（１）天空率の比較による斜線制限の緩和の

運用規定
（２）特殊な事例の運用
（３）設計支援ツールを用いた実習（天空図

作成）
（４）検討案シミュレーション実習

ポリテクセンター関東　講師

10 12,000円

H0511 3/21（土）、 3/28（土）
9：45〜16：30

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

パソコン
天空率・天空図・日影図作成ソフト

（JWW）

筆記用具

開講時間にご注意ください！

土曜日
（２週連続２日間）
開講コース！

設 計/
申 請/
監 理



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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長期優良住宅の設計施工に取り組むシリーズ　設計から手続き・検査・施工・維持管理まで総合的に

長期優良住宅の設計施工に取り組むシリーズ　設計から手続き・検査・施工・維持管理まで総合的に

「長期優良住宅の設計施工に取り組むシリーズ」
長期優良住宅の計画申請から維持管理に至るま
で、問題となりうる事項を整理・解決するため
の一連の業務の理解と関連する実践的な技術を
習得します。

「長期優良住宅の設計施工に取り組むシリーズ」
長期優良住宅の設計監理・施工管理のポイント、
各種検査のタイミングや検査確認事項などの監
理・管理業務のノウハウを習得します。

１．長期優良住宅概要
（１）現在の長期優良住宅普及とその動向
（２）長期優良住宅認定基準とその解説

２． 長期優良住宅の条件と申請、施工、
 維持管理

（１）補助金や税制優遇措置の内容
（２）関係法令

イ．瑕疵担保履行法
ロ．省エネ法
ハ．品確法
二．フラット３５Ｓ

（３）長期優良住宅の申請図面
イ．長期優良住宅の申請に必要な図面

（４）長期優良住宅の設計監理・施工管理
業務のポイント

（５）維持保全の目的と計画
（６）長期優良を維持するための劣化・不

具合の事例と部位
イ．劣化・不具合の生じやすい部位
ロ．劣化部位の設計と施工

１．設計監理・施工管理の目的
（１）現在の長期優良住宅普及とその動向
（２）長期優良住宅にかかわる各種手続き

と流れ
（３）長期優良住宅の設計監理・施工管理業務

イ．工事着工から引渡しまでの流れ
ロ．長期優良住宅にかかわる各種検査
ハ．検査の時期と検査内容
ニ．竣工検査・完了確認から引渡しまで

（４）竣工検査・完了確認から引渡しまで

２．設計監理・施工管理のポイント
（１）耐震等級
（２）劣化対策等級
（３）維持管理対策等級
（４）省エネルギー対策等級

（７）設計時に考慮すべきその他の事項
イ．建築物全体の点検・修繕時期と修

繕に係る資金計画
ロ．相続手続き等その他注意点

３．長期優良住宅の実務実習
（１）申請図書作成実習

イ．各種申請書の様式と書き方
ロ．明示すべき事項
ハ．申請図書作成実習

（２）維持保全記録の作成
イ．点検・修繕スケジュールの確認
ロ．点検と診断方法の立案

（３）点検・修繕記録の作成
（４）不具合等の発生時の対応方法

４．まとめ
（１）まとめと講評

３．監理・管理実習
（１）モデル物件の仕様確認
（２）工事監理報告書作成演習

イ．工事監理項目と記載図書との確認
ロ．工事監理報告書作成

（３）施工状況現場検査報告書の作成実習
イ．施工状況現場検査項目の確認
ロ．施工管理項目の確認
ハ．施工状況現場検査報告書作成
ニ．工程管理

（４）維持管理の手法
イ．各維持保全の方法の基準
ロ．建築物全体の点検・修繕時期と修
　　繕に係る資金計画
ハ．維持保全の事例

長期優良住宅の設計・施工・維持管理に取組みたい方

長期優良住宅の設計・施工・維持管理に取組みたい方

長期優良住宅の基準と維持管理技術（仮称）  RENEW

長期優良住宅の設計監理・施工管理技術

ハウスプラス住宅保証 株式会社　講師

株式会社 エコハウス
生方 高浩　他

15

15

8,000円

8,000円

H1111

H1211

10/1（水）、 2/6（金）

1/21（水）、 1/28（水）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

資料提示装置

資料提示装置

電卓、筆記用具

電卓、筆記用具

本コース内容は予定です。詳細はホームページにてご確認ください。

設 計/
申 請/
監 理



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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人気構造設計者　山辺豊彦先生の　ヤマベの木構造を学ぶ！ヤマベテクニックを2日間で

構造をわかりやすく説明する、模型をつくる、活用する！

木構造の構造設計実務が凝縮された
「ヤマベの木構造」
「力の流れをよむ！」ことを基本とし、木構造の
材料、接合部や耐力壁の実験値からみる根拠、
設計事例から実践的な構造設計まで「ヤマベの
木構造」の数々のノウハウを身に付けます。

構造、特に耐震性については建築主の関心が震災
以降より一層高くなっています。構造については、
口頭や図だけでの説明では理解が難しいため、模
型の活用が有効です。構造模型は、モデル化が
難しいため本コースではモデル化や模型材料の選
択、作成と活用についてのスキルを身に付けます。

１．木構造の構造計画
（１）木材・木構造の性質
（２）荷重と外力の種類と流れ方
（３）各部材の構造的役割
（４）木造住宅の被害
（５）構造計画の最重要ポイント

２．木構造の耐力要素
（１）地盤・基礎
（２）軸組
（３）耐力壁
（４）水平構面
（５）接合部

３．実例による設計演習
モデルプランによる設計の進め方
（１）地盤・基礎

イ．基礎種別による基礎設計の進め方
ロ．止水処理の種類と選択
ハ．地業の意味
ニ．ＳＷＳデータの読み取り演習

（２）軸組
イ．木材の係数とたわみ算定演習
ロ．柱・横架材の断面算定演習

１．構造模型を活用できる事例
（１）耐力壁

耐力壁の仕様と壁倍率
（ラーメン・筋かい・面材・ピン）
耐力壁の仕様と変形性状

（２）軸組模型
耐力壁配置
床倍率と床配置
特殊プラン　吹抜
　　　　　　スキップフロア
　　　　　　下屋

（３）地盤模型

２．構造模型のつくり方
（１）モデル化と変形

各事例のモデル化と模型による変形
接合部の形状と変形
材質の選び方
部材寸法と全体バランス

（２）模型作製実習
パーツ作成

ハ．変形制限を設計できるスパン表とそ
の活用

（３）耐力壁
イ．水平耐力の確保とねじれ防止
ロ．耐力壁端部柱の接合部の設計演習
ハ．許容応力度計算による水平力の検討

（４）水平構面
イ．水平構面の種類と特徴
ロ．品確法による水平構面接合部の設計
ハ．耐力壁構面間隔と水平剛性
ニ．許容応力度計算による水平構面の設 
　　計例

４．設計事例
（１）設計事例から見る構造設計
（２）構造設計に有効な実験データ　　　　

参考資料

４．模型活用実例演習
（１）模型を活用した実例説明

耐力壁
耐力壁・床配置と軸組の変形
特殊プランと軸組の変形
地盤模型による基礎と地耐力の関係

『構造設計技術（木構造実践編）』（上段参
照） での模型の使用例

（山辺構造設計事務所監修の模型）

意匠設計者　工務店　住宅建築に携わる方で木構造についての実践的な知識を深めたい方

意匠設計者　工務店　住宅建築に携わる方で、建築主　お客様対応で構造模型を活用したい方

＜設計者のための構造シリーズ＞構造設計技術（木構造実践編）

＜設計者のための構造シリーズ＞構造模型の製作とその活用技術 （木造住宅編）

山辺構造設計事務所
山辺 豊彦　他

ポリテクセンター関東 講師

15

10

10,000円

10,000円

H1511

H1711

10/17（金）、10/28（火）

10/21（火）〜22（水）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

模型製作のための手工具

関数電卓
使用テキスト：「ヤマベの木構造」（増補改訂版）
エクスナレッジ

関数電卓

木構造設計

構造模型



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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使用頻度の高い鉄骨構造　構造設計、構造図、計算書についての要点を２日間で！

RC造もポイントがわかれば簡単　構造設計、構造図、計算書についての要点を２日間で！

さまざまな用途で使用される鉄骨構造の構造設
計について、構造計画や材料の特性、鉄骨造な
らではの検討項目、構造計算の手法や根拠など
を構造計算書を使用して身に付けます。

住宅の基礎構造にも使用されるRC構造。本コー
スではRC構造の構造設計について、構造計画や
材料の特性、RC造ならではの検討項目、構造計
算の手法や根拠などを構造計算書を使用して身
に付けます。

１．構造設計概要
（１）構造設計の位置づけと手順
（２）鉄骨構造の主な構造形式と構造計画
（３）構造形式と設計ルートの選定
（４）構造設計のポイント
（５）構造計算書の概要

２．荷重と外力の算定
（１）鉛直荷重と水平荷重の種類と算定
（２）応力算定のための準備計算

３．存在応力の算定
（１）鉛直荷重時応力の算定
（２）水平荷重時応力の算定

１．構造設計概要
（１）ＲＣ構造の主な構造形式と構造計画
（２）構造形式と設計ルートの選定
（３）構造設計のポイント
（４）構造計算書の概要

２．荷重と外力の算定
（１）鉛直荷重と水平荷重の種類と算定
（２）応力算定のための準備計算

３．存在応力の算定
（１）鉛直荷重時応力の算定
（２）水平荷重時応力の算定

４．断面設計・算定演習
（１）柱
（２）梁
（３）壁・耐震壁
（４）二次部材　スラブ・小梁
（５）剛性評価　スラブ・壁
（６）付着・継手・定着

４．断面設計・算定演習
（１）柱
（２）梁
（３）耐震ブレース
（４）接合部
（５）二次部材　スラブ・小梁
（６）柱脚

５．２次設計演習
（１）層間変形角
（２）剛性率・偏心率

６．保有水平耐力について
（１）保有水平耐力について

５．２次設計演習
（１）層間変形角
（２）剛性率・偏心率

６．保有水平耐力について
（１）保有水平耐力について

７．構造図と構造計算書のチェックポイント
（１）構造図のチェックポイント
（２）構造計算書のチェックポイント

建築・建設業に携わる方で構造についての実践的な知識を深めたい方

建築・建設業に携わる方で構造についての実践的な知識を深めたい方

＜設計者のための構造シリーズ＞鉄骨構造物における構造計算技術

＜設計者のための構造シリーズ＞RC構造物における構造計算技術

株式会社 呉建築事務所
呉 東航

株式会社 呉建築事務所
呉 東航

10

10

18,000円

18,000円

H1811

H1911

1/21（水）〜22（木）

2/24（火）〜25（水）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

関数電卓　

関数電卓

構造計算プログラムを使用して、プログラ
ムの内容や入力方法の解説、計算書の確
認を行います
入力・操作は行いません

構造計算プログラムを使用して、プログラ
ムの内容や入力方法の解説、計算書の確
認を行います
入力・操作は行いません

鉄 骨 造
構造設計
R C造
構造設計



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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ビルダーシリーズ第2弾　省エネ住宅を　考え、つくる　まずは外皮　高断熱住宅！　実務者による実例設計と施工実習から学ぶ省エネ設計

ビルダーシリーズ第３弾　省エネ住宅を　考え、つくる　次は設備!　創・蓄・省エネで暮らしのエネルギー循環を提案する！

東日本大震災以降、省エネ住宅への関心はより高く
なっています。また、省エネ新基準や低炭素建物認
定基準など新しい動きも始まっています。省エネ住宅
を提案できるビジネスチャンスでもあります。まずは外
皮について基準から実例での設計演習、施工実習を
通し、省エネ住宅のスキルを身に付けます。

省エネ新基準や低炭素建物認定基準など新しい
動きが始まっています。住宅の躯体、外皮の性
能だけでなく一次エネルギー消費量を指標とし
て住宅の省エネ性能を評価する方向です。新し
い動向や設計演習を通して、省エネ住宅のスキ
ルを身に付けます。

１．省エネ住宅とは
（１）省エネルギー住宅とは
（２）エコ住宅の考え方
（３）断熱化のメリット１

イ．減税制度・金利の優遇

２．省エネ基準と断熱施工
（１）省エネルギー基準の変遷と目標基準
（２）平成２５年改正のポイント
（３）断熱化のメリット２

イ．省エネ
ロ．健康・快適
ハ．耐久性向上

３．断熱仕様の基準
（１）断熱施工の基本

イ．断熱工法
ロ．断熱材
ハ．施工方法

（２）開口部の仕様
（３）判断基準値

イ．地域区分
ロ．基準値と仕様

１．家庭での電力と省エネ
（１）家庭での消費電力
（２）家庭での省エネへの取り組み

イ．ピークシフト
ロ．家庭でできる省エネへの取り組み

（３）エネルギー関連住宅設備とその採用
と補助金などのメリット

２．暮らしのエネルギー循環
（１）暮らしのエネルギーの循環
 創・蓄・省

イ．エネルギーをつくる
 ためる　つかう
ロ．県（都道府県） の取り組み

（２）創・蓄・省の住宅設備
イ．創エネルギーの設備
 太陽光発電　他
ロ．蓄エネルギーの設
 蓄電池　エコキュート　他
ハ．省エネルギーの設備
　　LED 照明 エアコン 換気扇
　　省エネ家電 他
二．省エネルギーを管理する設備
 HEMS　他

４．実例物件での設計演習
（１）実例物件での設計演習　

イ．断熱材の選択
ロ．開口部仕様の決定
ハ．換気手法の選択

（２）熱計算プログラムによる計算演習
（３）設計例での住まいの現状

５．施工実習による断熱施工の要点
（１）模擬家屋による断熱・気密施工実習

（充填断熱）
イ．壁
ロ．床
ハ．スリーブやコンセントボックス廻り

３．住宅の電気の契約と設計
（１）電気契約と料金体系
（２）配線設計

イ．配電経路
ロ．配線設備　配線設計
ハ．配線材料
二．各種家電製品等
ホ．電気設備に関する安全
 法令　機器
へ．モデルプランによる配線設計

４．住宅設備の省エネルギー設計
（１）住宅設備の省エネルギー設計

イ．照明設計
ロ．太陽光発電システム
ハ．エアコンと換気計画
二．省エネ家電

５．設計演習
（１）モデルプランによる設計
（２）設計評価

工務店　設計者　住宅建築に携わる方で木造住宅の省エネを提案する実践的な知識を深めたい方

工務店　設計者　住宅建築に携わる方で木造住宅の省エネを提案する実践的な知識を深めたい方

＜新しいビルダーシリーズ＞木造住宅の省エネ設計技術（高断熱住宅編）

＜新しいビルダーシリーズ＞住宅設備の省エネルギー設計技術

株式会社　現代計画研究所
加来　照彦

パナソニックエコソリューションズ創研　株式会社
谷川　威人

10

10

14,000円

12,000円

H2111

H2211

1/20（火）、 1/27（火）

11/19（水）〜　20（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

断熱・気密施工資材、工具一式

関数電卓、作業用帽子、
作業に適した服装

関数電卓

『住宅設備の省エネルギー設計技術』
（下段参照）の受講をお勧めします

『木造住宅の省エネ設計技術（高断熱住宅
編）』（上段参照）の受講をお勧めします

省エネ/
太陽光



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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省エネ・エコ　　太陽光発電設置に関する施工ポイントを身に付けてトラブルを防ぐ！

●

国の政策や助成金制度で急速な普及が進む太陽
光発電。その一方で、導入時の説明不足、設置
事例で雨漏りなどの施工上のトラブルや維持管
理のトラブルが絶えません。それらを防ぐ施工・
維持管理のポイントを身に付けます。

１．太陽光発電システムとは
（１）太陽光発電とは
（２）太陽光発電システム基本構成と導入

イ．設置・施工に関して
ロ．維持・メンテナンスに関して

（３）リフォーム事情

２．屋根・防水施工について
（１）建築構造について
（２）屋根の架構について
（３）屋根防水施工について

３．太陽光発電設置工事のトラブル
（１）太陽光発電システムの施工 
（２）太陽光発電設置工事のトラブル
 原因と対策
（３）定期点検
（４）維持管理・メンテナンス　保証
（５）住宅瑕疵担保履行法

４．設置工事実習
（１）基本施工法　

イ．屋根仕上げと防水施工
ロ．架台施工
ハ．システムの接続
ニ．施工トラブルについて

（２）安全・関連法規

住宅建築および電気工事に携わる方で太陽光発電システムについての知識を深めたい方

●

太陽光発電システム設置施工技術

●

NPO法人 太陽光発電所ネットワーク
狩野電気

15 14,000円

H2411 11/11（火）〜12（水）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

太陽光発電システム一式

関数電卓、作業用帽子、
作業に適した服装

省エネ住宅の提案・設計ならこのコースと
併せて
＋『木造住宅の省エネ設計技術
　（高断熱住宅編）』（Ｐ２２）
＋『住宅設備の省エネルギー設計
　技術』（Ｐ２２）の受講をお勧めします

省エネ/
太陽光



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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実習を通して空調機（ＡＨＵ）の制御方式がわかる！

自家用電気設備の定期点検実務を短期間で学ぶ

空気調和設備の制御技術および現場の設備管理
に必要な知識と技能を習得します。

電気設備等の保守点検作業の技能高度化をめざ
して、高圧受電設備を使用した保守点検方法等
の実習により、自家用電気工作物の工事・維持
および運用実務を効率良く安全に行える技能・
技術を習得します。

１．設備オートメーション
（１）ローカル制御システム
（２）中央監視システム
（３）セキュリティ・防災システム
（４）ビルマネジメントシステム

２．空気調和機制御システム
（１）計装図
（２）空気調和機の自動制御方式

イ．電気式制御
ロ．電子式
ハ．デジタルコントローラ式

（３）制御機能
イ．室内（給気・環気） 温度制御
ロ．室内（環気） 湿度制御
ハ．給気温度補償
ニ．ＶＡＶによる給気制御
ホ．ウォーミングアップ制御

１．自家用電気工作物の概要
（１）電気安全について
（２）自家用電気工作物の概要

イ．自家用電気工作物の定義　
ロ．電気主任技術者の監督範囲

（３）高圧受電設備の概要
イ．自家用受変電設備について
ロ．単線結線図の照合実習
ハ．単線結線図の作成（キュービクル）

２．自家用電気工作物の実習（停電）
（１）電気室での操作、点検実習

イ．高圧機器操作（ＰＡＳ、ＤＳ、ＶＣ
Ｂ、LBS等）

ロ．高圧機器点検（変圧器、高圧進相
コンデンサ等）

（２）キュービクルでの測定、試験実習
イ．検電器
ロ．接地抵抗測定　
ハ．高圧絶縁抵抗測定
二．保護継電器試験

３．空気調和機の計装動作実習
（１）電気式計装実習

イ．定風量空気調和機シングルコイル
式の制御

（２）電子式計装実習
イ．空気調和機および環気ダンパの制御
ロ．電子式コントローラの設定と運転

（３）デジタルコントローラ式の計装実習
イ．定風量空気調和機の入・出力機器
ロ．中央監視装置による運転と監視

（４）計装作業の安全衛生

３．保守点検
（１）電気災害について
（２）高圧電気事故事例

イ．感電事故
ロ．物損事故

４．自家用電気工作物の実習（充電）
（１）高圧充電（６．６ｋＶ） による電気室

での実習
イ．放射温度計
ロ．ウルトラホン

（２）キュービクルでの漏電調査
（３）高圧絶縁耐力の実演

イ．変圧器絶縁油

空気調和機の管理に携わっている方またはその候補の方

自家用電気工作物の保守点検に携わっている方またはその候補の方

空気調和システム制御の計装技術

自家用電気工作物の保守点検技術

ポリテクセンター関東　講師

ポリテクセンター関東　講師

10

10

12,000円

9,000円

H2511

H2912

3/16（月）〜18（水）

　11/19（水）〜20（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

電動弁、温調器、温度センサ、湿度
センサ、ダンパモータ、電子式コント
ローラ、モータドライバ、デジタルコン
トローラ、中央監視装置

保護継電器試験器、位相特性試験
器、絶縁油耐電圧試験装置、放射温
度計、ウルトラホン、高電圧絶縁抵抗
計、その他

作業用帽子

作業用帽子、作業に適した服装

空調設備

保　安/
設備管理
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※各コースのカリキュラム内容・空席状況などは、ホームページにてご確認ください。

http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html

まだ間に合います！8月〜9月開講コース
（木構造設計、空調設備、保全/設備管理）

随時申し込み受付中です。空席わずかのコースもありますので、受講ご希望の場合はお早めにお申込ください。

９月
よりよい伏図の作成から架構設計へ！間取りと伏図の関係をマスターする　設計レビュー中心の演習講座で実践力UP

＜設計者のための構造シリーズ＞構造設計技術（木造架構設計レビュー編）
意匠設計者　工務店　住宅建築に携わる方で伏図や架構、構造についての知識を深めたい方

木造住宅で繰り返される設計修正において、問題点を抽出したり、解決
策を提案するなどの設計レビューのスキルを身に付けます。なかでも構造
と関連の深い架構設計について事故事例を取り上げ、レビュー演習でス
キルアップし、監理業務における品質向上のためのスキルを身に付けます。

講　師
ＳＹＬＶＡＮＩＡ  ＤＥＳＩＧＮ

望月　仁 

定　員 10 受講料（消費税含） 13,000円

コース番号 日　程 時　間
使　用
機器等

H1411 9/10（水）、 17（水）
9：15〜16：00
（休憩45分含）
2日間　計12時間

受講者
持参品

関数電卓，赤青色鉛筆，赤青サインペン
使用テキスト：「安全な構造の伏図の描き方」エクスナ
レッジ

8月
実際にエアコンを施工する（壁掛け、天吊りなどを） 方へおすすめ！！

実践的な冷媒配管の施工と空調機器据付け技術
空調機器の施工に携わっている方またはその候補の方

建築設備における空調機器の据付け作業の技能高度化をめざして、欠陥
や問題点を未然に予測し防止するための施工管理技術を習得します。

（壁掛け、天吊りエアコンの施工）

講　師 ポリテクセンター関東　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 13,000円

コース番号 日　程 時　間
使　用
機器等

ガス溶接器具一式、配管工具一式、ゲージマニホール
ド、冷媒充填用はかり、ホッパー、レーザ水準器など

H2612 8/27（水）〜29（金）
9：15〜16：00

（休憩45時間含）
3日間　計18時間

受講者
持参品

筆記用具

９月
低圧盤用機器の選定、保護協調を学ぶ

低圧配電機器選定と保護協調  NEW
一般用電気工作物の保守点検に携わっている方またはその候補の方

制御盤や製造装置の設計・開発業務における効率化をめざして、各種遮
断器の評価試験等を行い、短絡事故や漏電等を未然に防止するための仕
組みや保護協調等の考え方を習得します。

講　師 ポリテクセンター関東　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 9,000円

コース番号 日　程 時　間
使　用
機器等

配線用遮断器、漏電遮断器、漏電テスタ

H3211 9/17（水）〜18（木）
9：15〜16：00

（休憩45時間含）
2日間　計12時間

受講者
持参品

作業用帽子、作業に適した服装



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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実務に必要な計測技術を身に付ける

アナログ回路の登竜門！！

電気回路、電子回路、電力制御回路および電力
変換回路の計測・波形観測実習を通して、回路
理論に裏付けられた実践的な電気・電子計測技
術を習得します。

トランジスタを中心に、実用的なアナログ回路
の設計技術とその評価技術を、設計・評価を通
して習得します。

１．回路と計測の概要
（１）電気・電子回路の概要

イ．各電気・電子回路（トランジスタ回
路等） の構成

ロ．各電気・電子回路の特性
（２）計測の概要

イ．測定値の取り扱い
ロ．計器の特性、確度および使用法
ハ．計測の注意点と安全対策

２．計器の校正
（１）テスタの校正
（２）オシロスコープ、プローブ等の校正

３．電子回路の検証と計測
（１）各電子回路の検証および効果的な計

測技法
イ．ＣＲ回路やＬＲ回路の特性
ロ．機械接点のチャタリング
ハ．トランジスタを用いた増幅回路とス

イッチング回路

１．トランジスタの知識
（１）トランジスタの動作モデル
（２）トランジスタの特性
（３）増幅回路への応用

２．増幅回路の知識
（１）エミッタ共通回路

イ．動作原理と部品の役割
ロ．回路各部の動作検証
ハ．周波数特性と入出力インピーダンス

の測定
（２）エミッタフォロワ回路

イ．動作原理と部品の役割
ロ．回路各部の動作検証
ハ．出力インピーダンスが低い理由
ニ．回路の改善（大きな出力電流を取り

出すには）

４．計測データの検証
（１）各計測データの検証

イ．計算値と実測値の比較
ロ．チャタリング除去対策とその効果
ハ．トランジスタ回路の動作検証

５．総合課題
（１）電力制御回路（調光制御回路）の計測

イ．商用交流計測の注意点と安全対策
ロ．各部の波形観測と電圧、電流およ

び位相の計測
ハ．入力電力と出力電力の計測
ニ．故障診断（抵抗器の断線、短絡お

よびコンデンサの開放、短絡等）
ホ．非正弦波の実効値計測の注意点

３．増幅回路の設計方法
（１）設計手順
（２）設計コンセプト
（３）設計のポイント
（４）シミュレーション

４．総合実習
（１）回路設計
（２）回路製作
（３）動作確認と特性の測定
（４）レビュー（評価）

基本的な電気回路がわかる方

「実践電子回路計測技術（オシロスコープ・テスタ編）」（Ｐ26参照）を受講された方または同等以上の知識をお持ちの方

実践電子回路計測技術（オシロスコープ・テスタ編）

アナログ回路の設計・評価技術（トランジスタ編）

ポリテクセンター関東　講師

ポリテクセンター関東 講師

10

10

16,000円

12,000円

E0113
E0114

E0214
E0215

10/21（火）〜23（木）
　1/20（火）〜22（木）

11/11（火）〜12（水）
　3/10（火）〜11（水）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

直流安定化電源、ブレッドボード、
オシロスコープ、テスタ、電圧計、
電流計

基本測定器、はんだごて

関数電卓

関数電卓

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

電子回路



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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ＦＥＴの活用法から応用回路までを詳しく解説

ディジタル回路の基盤技術を身に付ける

ＦＥＴの動作原理を理解するとともに、特性測
定や応用回路設計・製作実習を通してＦＥＴを
活用するための実践技術を習得します。

ディジタルＩＣの特性や、代表的なディジタル
回路とその設計法を理解するとともに、ディジ
タル回路設計に必要な技術を実習を中心とした
カリキュラムにより習得します。

１．ＦＥＴとは
（１）各種ＦＥＴの特徴と振る舞い、回路

記号の違い
（２）伝達特性
（３）リニア・モードとスイッチ・モード

２．回路設計例
（１）回路設計例

イ．ＬＥＤ点灯回路の設計・動作確認

３．リニア・モードの応用回路
（１）複数個ＬＥＤの定電流駆動回路
（２）ＭＯＳＦＥＴを用いたソース接地増幅

回路
イ．バイアス電圧の確認
ロ．各部の動作波形と回路の振る舞い
ハ．ＪＦＥＴに置き換えた場合の回路の

振る舞い

１．ディジタルＩＣのハードウェア
（１）ＴＴＬの動作原理
（２）ＣＭＯＳの動作原理
（３）動作確認

２．組み合わせ論理回路の設計
（１）論理式と論理回路
（２）真理値表と論理式
（３）論理式の簡単化
（４）論理回路の構成
（５）配線および動作確認

３．入出力回路
（１）ディジタルスイッチの構造
（２）ディジタルスイッチ入力回路
（３）７セグＬＥＤの構造
（４）７セグデコーダ回路
（５）配線および動作確認

４．スイッチ・モードの応用回路
（１）ブリッジ回路

イ．ハーフ・ブリッジ回路（コンプリメ
ンタリ）

ロ．フル・ブリッジ回路（コンプリメン
タリ）

（２）Ｎｃｈ　ＭＯＳＦＥＴフル・ブリッジ
回路

イ．ブート・ストラップ電源と専用ＩＣ
の活用法

ロ．ＤＣモータ駆動による回路の動作検証

５．総合課題
（１）高入力抵抗増幅器の特性と評価
（２）ＤＣ／ＤＣコンバータの特性と評価

４．フリップフロップ
（１）記憶の原理と回路実習
（２）各種フリップフロップの特徴と動作

５．レジスタ回路
（１）シフトレジスタ
（２）シフトレジスタの応用

６．カウンタ回路
（１）２進カウンタとＮ進カウンタ
（２）非同期式カウンタと同期式カウンタ
（３）配線および動作確認

７．総合実習
（１）実習課題について仕様の決定
（２）回路設計実習
（３）動作確認

『アナログ回路の設計・評価技術（トランジスタ編）』（Ｐ２６参照）を受講された方または同等以上の知識をお持ちの方

基本的な電気回路がわかる方

アナログ回路の設計・評価技術（ＦＥＴ編）

ディジタル回路設計技術

ポリテクセンター関東　講師

ポリテクセンター関東　講師

10

10

11,000円

13,000円

E0312

E0413
E0414

10/29（水）〜30（木）

12/2（火）〜4（木）
　2/17（火）〜19（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

基本測定器、実習用ボード

基本測定器

関数電卓

関数電卓

電子回路



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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鉛フリーはんだの特徴と実装のポイントを身に付ける

実際に電子機器を組立て、実装技術を身に付ける

鉛フリーの手はんだ付け作業に必要な知識およ
び問題・課題などを解説するとともに、品質管
理の一手法を紹介します。また、はんだ付け実
習により、実際の作業上のポイントを習得します。

電子機器組立ての技能（部品実装や配線作業な
ど） の高度化をめざして、鉛フリーはんだの性
質を理解し、電子部品の基板への実装技術等を
習得します。

（技能検定の準備講習ではありません）
※製作した電子機器は、お持ち帰りいただけます。

１．鉛フリー化
（１）環境問題と法規制
（２）国内外における鉛フリー化の現状

２．手はんだ付けの科学的知識
（１）実装条件
（２）こて先と母材の相関関係
（３）ぬれ性

３．鉛フリー手はんだ付けの課題
（１）はんだ組成の影響
（２）はんだ作業、修正の課題
（３）品質保証とコスト

４．鉛フリー手はんだ作業のポイント
（１）温度管理の必要性
（２）プロセス温度管理の重要性
（３）はんだごての選定
（４）周辺機器の上手な活用
（５）こて先の寿命対策

１．はんだ付け
（１）はんだによる実装　　

イ．共晶はんだと鉛フリーはんだの知識
（２）端子へのはんだ付け　

イ．各種端子の形状におけるはんだの
量と熱容量

（３）基板へのはんだ付け　
イ．表面実装部品とディスクリート部品、

はんだごてのこて先状態と熱容量
（４）はんだ付け接続の検査　　

イ．検査の目的と対象事項、各種検査

２．器具の取付け
（１）ネジ締付け作業

イ．ネジ締付け用工具とネジ部品の使
い方、適正ネジ締付けトルク

３．実装・組立
（１）電気部品の端子　

イ．端子分類、リード線
（２）プリント基板部品取付け作業　

イ．プリント基板に対する部品取付けの
原則

５．鉛フリー手はんだ付け実習
（１）手はんだ作業による温度変化の測定
（２）手はんだ作業による、不良発生の原

因と対策
（３）信頼性の高いはんだ付け技能の習得

６．まとめ
（１）鉛フリー化におけるコスト低減のヒン

トと作業改善
（２）過去の事例の紹介
（３）質疑応答

 こて先と母材との温度の関係　　

（３）シャーシへの部品組立て
イ．機構図による組立て、ネジ取付け不

良原因究明と再発防止策
（４）配線作業　

イ．束線作業（捕縛・インシュロッ
ク） 、線材端末処理等

（５）配線チェック　
イ．目視チェックおよび導通チェック、

誤配線の原因究明と再発防止策
（６）仕上げ作業　

イ．製品内のゴミ除去、シャーシの傷・
汚れ等の点検作業

４．総合課題
（１）総合課題の製作と検査

イ．目視チェックおよび導通チェック、
仕上げ作業

ロ．品質管理および安全管理上の問題
点について

はんだ付けに携わり鉛フリーはんだの導入を検討中の方または鉛フリーはんだでお困りの方

１つ１つの部品から電子機器が完成するまでのプロセスを習得したい方

鉛フリーはんだ付け技術

電子回路実装技術と実用化

日本ボンコート 株式会社
セミナー教育担当講師

ポリテクセンター関東　講師

10

10

21,000円

28,000円

E0512

E0611

11/5（水）〜6（木）

11/18（火）〜21（金）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
4日間　計24時間

温度コントローラ付はんだごて、
実習用基板・部品等、ルーペ、
工具一式

はんだ付け作業機器一式、
電子機器組立て工具一式、
テスタなど

使い慣れた上記使用機器等があり
ましたらご持参下さい

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

電子回路



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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ＩＣの構成が理解できる！

オペアンプの活用法から応用回路までを身に付ける

オペアンプを用いた回路設計について、個別部
品の特性を最大限活用した応用回路設計とその評
価技術をシミュレーションを通して習得します。

オペアンプの電気的特性とその影響を理解し、
応用回路の設計・試作実習を通して実践的な回
路技術を習得します。

１．トランジスタ回路の概要
（１）トランジスタの動作モデル
（２）エミッタ接地増幅回路
（３）エミッタフォロワ

２．差動増幅回路
（１）回路の基本構成
（２）回路の動作波形
（３）なぜ引き算ができるのか？
（４）電圧利得

３．負帰還増幅回路
（１）回路の動作波形
（２）負帰還

１．アナログＩＣの概要
（１）アナログＩＣの分類
（２）オペアンプ使用上の注意点

２．オペアンプの電気的特性とその影響
（１）定格出力
（２）オープンループゲイン
（３）周波数特性
（４）スルーレート
（５）電圧オフセット、電流オフセットおよ

びドリフト
（６）入・出力インピーダンス
（７）オペアンプ回路の動作解析

イ．反転・非反転増幅回路
ロ．差動増幅回路
ハ．微分・積分回路

３．オペアンプ回路の特性測定
（１）増幅回路における出力電圧と出力電

流の制限
（２）高利得増幅回路の周波数特性

イ．周波数特性を改善するには

４．オペアンプの設計と製作
（１）オペアンプの回路構成
（２）オペアンプの設計
（３）選定
（４）設計コンセプトを考える
（５）回路の設計と製作
（６）オシロスコープによる動作確認
（７）周波数特性の測定

５．安定度解析
（１）回路シミュレータで回路の安定度を

解析する
（２）最適な位相補償回路と回路定数を求

める
（３）実際の回路での検証

（３）オフセットの影響
イ．オフセット低減の対策

（４）スルーレートの影響
イ．波形の歪みを検証する

４．総合課題
（１）アクティブ２次ローパスフィルタの設

計・製作
イ．仕様に基づいた設計・製作
ロ．ゲイン－周波数特性測定と評価

（２）全波整流回路の設計・製作
イ．仕様に基づいた設計・製作
ロ．特性測定と評価

（３）矩形波発生回路の設計・製作
イ．仕様に基づいた設計・製作
ロ．特性測定と評価

「アナログ回路の設計・評価技術（トランジスタ編）」（Ｐ26参照）を受講された方または同等以上の知識をお持ちの方

基本的な電気回路がわかる方

オペアンプ回路を題材としたアナログ電子回路設計・評価技術

オペアンプ回路の解析と設計

ポリテクセンター関東　講師

ポリテクセンター関東　講師

10

10

11,000円

15,000円

E0712

E0812

1/14（水）〜15（木）

12/9（火）〜11（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

基本測定器
＜ソフト＞回路シミュレータ
 （ＬＴｓｐｉｃｅ）

基本測定器

関数電卓

関数電卓

電子回路



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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電子回路

ノイズ発生のメカニズムを理論的に解析できる技術を身に付ける

各種ディジタル回路設計のステップアップに！

ＥＭＣに関する計測量、コモンモードノイズ、
ノーマルモードノイズについての理解を深める
とともに、主にディジタル回路から発生するノ
イズ対策についての実践技術を習得します。

ＦＰＧＡのハードウェア概要やＨＤＬ記述の
ルール、開発環境等を理解し、システム開発の
効率化に必要な設計手法を実践的に習得します。

１．ＥＭＣの知識
（１）ＥＭＣに関する計測量
（２）電磁波の性質と特性インピーダンス
（３）ノーマルモードノイズとコモンモード

ノイズ
イ．ノーマルモードノイズの発生とその

大きさ
ロ．コモンモードノイズの発生とその大

きさ

２． ディジタル回路から発生するノイズと対策
（１）クロックパルスの周波数スペクトラム

イ．矩形波のスペクトラム
ロ．スペクトラムレベルの改善

（２）電源ライン（パターン） への対策
（３）ＧＮＤの対策
（４）パスコンの効果

３．測定実習
（１）ダンピング抵抗の効果
（２）パスコンの最適値と決定法
（３）コモンモードノイズの測定

１． ＨＤＬ（ハードウェア記述言語）による開発
（１）ハードウェア概要

イ．ＦＰＧＡの特徴
ロ．ＦＰＧＡの構造

（２）開発フロー
イ．論理合成
ロ．配置配線

（３）ＨＤＬ記述のルール
イ．ＨＤＬ概要
ロ．ＨＤＬ構文

（４）組合せ回路実装実習
イ．セレクタ
ロ．マルチプレクサ
ハ．エンコーダ、デコーダ
ニ．演算回路

４．プリント基板のノイズと対策
（１）パターンの特性インピーダンス

イ．プリントパターンの特性インピーダ
ンス

ロ．インピーダンス・マッチング
（２）基板に接続するケーブル

イ．ケーブルの種類とノイズに対する効果
ロ．同軸ケーブルの構造と特性インピー

ダンス
（３）ノイズ対策部品

イ．フェライトコアの特性と活用について
ロ．フィルタの特性と活用について

（ＥＭＩフィルタ、電源ラインフィルタ）
（４）シールドの効果

イ．シールド材と電磁波の関係
ロ．電子機器の筐体のシールド対策

（５）順序回路実装実習
イ．フリップフロップ
ロ．レジスタ
ハ．カウンタ
ニ．ステートマシン

（６）シミュレーション実習

２．設計のポイント
（１）階層設計
（２）同期設計
（３）ステートマシン設計

３．総合実習
（１）詳細設計
（２）ＨＤＬ記述
（３）動作確認とデバッグ

ノイズを理論的にとらえたい方向けのコースです

基本的なディジタル回路がわかる方、回路の集積化をめざす方

ディジタル電子回路のノイズ対策

ＨＤＬによる回路設計手法（ＶＨＤＬ編）

有限会社 イーエスティー
代表取締役　鈴木 茂夫

ポリテクセンター関東　講師

10

10

22,000円

17,000円

E1012

E1112

10/22（水）〜24（金）

10/7（火）〜9（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

基本測定器、スペクトラムアナライザ、
実習用ボード

開発用ターゲットボード
＜ソフト＞統合開発環境
 （Ｘｉｌｉｎｘ社製ＩＳＥ）

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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電子回路

３端子レギュレータをはじめ、各種リニア方式の電源回路技術について身に付ける

ノイズ対策とＥＭＣ設計の技術を身に付ける

リニア方式の電源回路について理解を深めると
ともに、回路製作および特性等の測定実習を通
して実践的な回路技術を習得します。

回路設計・製作でノイズ対策の効率化・最適化
を行い、論理的側面（伝送線路理論や電磁界理
論等） による検証・評価に関する知識・技術を
習得します。

１．電源回路の概要
（１）安定化電源回路の必要性
（２）電源回路の方式

イ．ドロッパ・レギュレータ
ロ．スイッチング・レギュレータ

２．各種リニア・レギュレータ
（１）定電圧ダイオードを用いた回路

イ．定電圧ダイオードの特性
ロ．回路設計・動作解析・評価
ハ．性能の限界を改善するには

（２）基準電圧ＩＣの活用
イ．プログラマブル・シャント・レギュレー

タとは　
ロ．回路の動作解析・製作と評価

（３）３端子レギュレータ
イ．等価回路と動作原理
ロ．出力コンデンサの効果
ハ．入力電圧－出力電圧特性
ニ．許容損失と放熱器の選定
ホ．３端子レギュレータを用 

いた応用回路

１．ノイズ対策と電磁気学との関係
（１）信号や電源による電荷の移動
（２）ガウスやクーロンの法則
（３）アンペールの法則
（４）電界と磁界からのエネルギーとその

最小化

２． 電磁波のエネルギーを最小にするため
の技術

（１）インダクタンスとキャパシタンスとノ
イズの関係

（２）空間に流れる変位電流とは
（３）変位電流とノイズとの関係
（４）インダクタンスとノイズとの関係
（５）機能回路（ノーマルモード） からコ

モンモードノイズが発生するメカニ
ズム（ファラデーの法則）

３．総合課題
（１）シリーズ・レギュレータの設計・製作・

評価
イ．回路の構成要素
ロ．過電流保護回路の方式と設計
ハ．制御トランジスタの駆動電力を小さ

くするには
ニ．放熱設計
ホ．シミュレータを活用した回路設計・

動作解析
ヘ．回路の製作と動作確認・評価

 電子負荷装置による
 過電流負荷実習

３． 信号伝搬回路とインピーダンスマッチ
ング、イミュニティーと電磁気学

（１）信号伝送回路から特性インピーダン
ス、反射係数

（２）さまざまな伝送路と特性インピーダンス
（３）インピーダンスマッチング
（４）電磁気学に基づくイミュニティーの

技術

４．実習・実験
（１）電界の大きさ（点電荷、線電荷、面

電荷）
（２）磁界の大きさ（ループと起電力）
（３）ループの大きさとコモンモードノイズ

ダイオード、トランジスタ、オペアンプの動作がわかる方

ノイズ対策の考え方やノイズ対策でお困りの方

実践リニア・レギュレータ回路技術

ノイズ対策・ＥＭＣ設計のための電磁気学

ポリテクセンター関東　講師

有限会社 イーエスティー
代表取締役　鈴木 茂夫

10

10

16,000円

16,000円

E1411

E1512

10/7（火）〜9（木）

10/20（月）〜21（火）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

基本測定器、電子負荷
＜ソフト＞回路シミュレータ

（ＰＳｐｉｃｅ）

基本測定器、スペクトラムアナライザ

関数電卓



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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電子回路

電力測定技術や高周波測定技術を身に付ける！

フィードバック制御に必須の知識を徹底解説

電力測定技術と高周波回路技術について理解す
ると共に、高周波特有の振る舞いを測定・評価
することで総合的な技術を習得します。

回路安定動作の鍵となるフィードバック理論に
ついて理解を深め、各種補償回路や応用回路の
設計手法について実践的に習得します。

１．電力の測定
（１）電力の測定法
（２）交流電力と力率
（３）多相交流とブロンデルの法則
（４）電力測定と力率改善

２． オシロスコープによるパルス波形の測定
（１）ディジタル回路の応答特性
（２）ディジタル回路における伝搬遅延特

性の測定
（３）歪み波形観測とＦＦＴアナライザに

よる高調波成分の測定

３．高周波回路について
（１）高周波回路（分布定数回路）
（２）伝送線路

イ．特性インピーダンス
ロ．インピーダンスマッチングとＳＷＲ

（３）同軸ケーブル

１．ネガティブ・フィードバックとは
（１）ネガティブ・フィードバックについて
（２）ネガティブ・フィードバックの必要性
（３）オープンループゲインと周波数特性

２．伝達関数と周波数特性
（１）制御系の周波数特性
（２）周波数特性と伝達関数

イ．回路をブロック線図で表現する
ロ．回路を伝達関数で表現する

（３）システム同定について
（４）周波数特性の設計について

３．各種回路の伝達関数
（１）一次遅れ系、一次進み系、二次遅れ系

イ．伝達関数による表現
ロ．伝達関数から骨格ボーデ線図を描く
ハ．周波数特性の検討
ニ．実回路での動作検証と評価

４．ネガティブ・フィードバックの安定性
（１）ナイキストの安定判別法
（２）ループゲインと位相余裕、ゲイン余

裕の関係

４．スペクトラムアナライザを用いた測定技術
（１）スペクトラムアナライザの原理と操

作方法
（２）スペクトラムアナライザによる各種

信号の測定
イ．近傍スプリアス測定
ロ．高調波電力の測定
ハ．伝送・反射測定

５．高周波回路の特性測定
（１）ネットワークアナライザの原理と操作

方法
（２）インピーダンス変換回路の特性測定
（３）高周波増幅回路の特性測定
（４）ＲＦデバイス測定における誤差要因

とポイント

６．まとめ

（３）位相遅れ補償、位相進み補償、位相
進み遅れ補償

イ．骨格ボーデ線図による周波数特性
の設計

ロ．実回路での動作検証と評価

５．エラーアンプの設計
（１）ＴＹＰ１、ＴＹＰ２、ＴＹＰ３のエラー

アンプについて
イ．エラーアンプとは
ロ．設計上の注意点
ハ．ＤＣオフセットを解消するスーパー

サーボ回路
ニ．実回路での動作検証と評価

６．総合課題
（１）バックコンバータにおける

　フィードバック制御部の設計と評価
イ．バックコンバータの伝達関数
ロ．エラーアンプの設計
ハ．実回路での動作検証と評価

『実践電子回路計測技術（オシロスコープ・テスタ編）』（Ｐ２６参照）を受講された方または同等以上の知識をお持ちの方

制御工学を学んだことがある方

電子回路実践測定技術（アナライザ編）

実習で学ぶネガティブ・フィードバック回路

ポリテクセンター関東　講師

株式会社 インパルス
代表取締役　瀬川 毅

10

10

10,000円

21,000円

E1611

E1711

11/12（水）〜13（木）

10/16（木）〜17（金）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

基本測定器、単相電力計、３相電力計、
ネットワークアナライザ、スペクトラ
ムアナライザ

基本測定器、ＦＲＡ、実習用ボード

関数電卓

関数電卓



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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電子回路

ノイズ発生のメカニズムを理論的に解析できる技術を身に付ける

ＡＤ／ＤＡ変換回路の仕組みから設計手法までを詳しく解説

電子回路基板内で起こっている現象とノイズ発
生のメカニズムを理解するとともに、アナログ・
ディジタル混在回路におけるノイズ対策技術に
ついて実践的に習得します。

ＡＤ／ＤＡ変換回路の動作原理について理解を
深めるとともに、回路設計や信号測定等の実習
を通して高性能ＡＤ／ＤＡ変換回路の設計ポイ
ントを習得します。

１．ノイズ発生のメカニズム
（１）ノイズ源と伝搬経路、ノイズを受ける

部分の特徴
（２）電子回路基板内で起こっている電磁

波の放射とＳ／Ｎ劣化のメカニズム

２．ディジタル回路から発生するノイズ
（１）ディジタル信号の特徴と周波数スペ

クトラム
（２）ＩＣから発生するスイッチングノイズ
（３）ノーマルモードノイズが拡がる経路
（４）ケーブルを通しての伝搬ノイズ

３．ノイズ変換
（１）ノーマルモードからコモンモードへの

ノイズ変換
イ．ノイズ変換を最小にするには

（２）コモンモードノイズの伝搬と放射
イ．電界・磁界の発生と伝搬
ロ．ケーブルからの放射ノイズ

（３）コモンモードからノーマルモードへの
ノイズ変換

イ．不平衡回路と平衡回路

１．ＡＤ／ＤＡコンバータＩＣの概要
（１）アナログ・ディジタル信号処理の流

れ
（２）コンバータＩＣの特徴と使用例
（３）コンバータＩＣのキーパラメータ

イ．分解能と変換スピード、ＳＮＲ、 
ＴＨＤ、ダイナミックレンジ

（４）ＩＣ選定のポイント

２．ＡＤ変換回路の設計
（１）ＡＤ変換の動作原理

イ．標本化と量子化、符号化の関係
ロ．折り返し雑音とオーバーサンプリン

グ技術
ハ．ΔΣ変調方式について

（２）周辺回路の設計
イ．入力フィルタ
ロ．サンプル＆ホールド回路
ハ．基準電圧源と基準クロック

（３）変換精度と誤差に関しての考察

４．アナログとディジタルの混在回路
（１）アナログ回路とディジタル回路の分

離について
イ．メリットとデメリット
ロ．分離されたＧＮＤを流れる電流

（２）アナログ・ディジタル混在回路基板の実際

５．測定実習
（１）アナログ回路部（微小信号増幅回

路） の動作
イ．回路の仕様
ロ．回路動作の把握（動作確認）

（２）ディジタル回路からアナログ回路へ
のノイズの影響

イ．実測による検証（不平衡回路と平衡回路）
（３）アナログとディジタルのＧＮＤを共通

にした場合の影響　　
イ．改善事項とその検討

（４）アナログ回路側のノイズ対策とその効果
イ．実測による検証（不平衡回路と平

衡回路）
ロ．コモンモードチョークコイルの効果

３．ＤＡ変換回路の設計
（１）ＤＡ変換の動作原理

イ．再生化
ロ．アパーチャ効果、ディザとオーバー

サンプリング技術
ハ．ΔΣ変調方式について

（２）周辺回路の設計
イ．出力フィルタ
ロ．基準電圧源

（３）変換精度と誤差に関しての考察

４．総合実習
（１）信号測定用ローノイズアンプの設計

イ．回路の仕様と定数設計
ロ．回路製作と動作確認

（２）ＤＡ変換回路の性能と動作の検証
イ．折り返し雑音と抑圧効果
ロ．アパーチャ効果
ハ．ディジタル信号の品質とアナログ

信号の精度

ノイズ対策にお困りの方向けのコースです

基本的な電気・電子回路のわかる方

アナログ・ディジタル混在回路におけるノイズ対策技術

実習で学ぶ高性能ＡＤ／ＤＡ変換回路設計技術

有限会社 イーエスティー
代表取締役　鈴木 茂夫

アキュフェーズ 株式会社
技術部　大貫 昭則

10

10

22,000円

17,000円

E1912

E2011

11/26（水）〜28（金）

11/26（水）〜27（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

基本測定器、スペクトラムアナライザ、
実習用ボード

基本測定器、実習用ボード

関数電卓

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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実習とシミュレーションにより高周波回路の設計手法を徹底解説

インバータ回路の仕組みがよくわかる！

高周波回路の概念と解析手法についての理解を
深め、高周波回路の設計・製作・評価に必要な
実践技術を習得します。

パワーエレクトロニクス技術についての理解を
深めるとともに、ＰＷＭインバータ回路の設計
および評価を通して実践的な回路技術を習得し
ます。

１．電磁波帯域とシステム例
（１）高周波と電磁波帯域

イ．高周波システムについて

２． 高周波回路の理論とマッチング回路の
設計

（１）高周波回路と交流回路
イ．インピーダンスとアドミタンス
ロ．波長と波長短縮、電気長

（２）分布定数回路と特性インピーダンス
イ．スミスチャートを活用したマッチン

グ回路の設計
ロ．インピーダンス測定と実際のマッチ

ング調整

３．受動部品の特性、振舞いとパターン設計
（１）現実の受動部品の特性と測定法・評価

イ．理想的な部品と現実部品の違いに
ついて

（２）伝送線路と特性インピーダンス
（３）各種スタブの特性と電磁界解析によ

る検証
（４）パターン設計

イ．高周波回路用基板と特性インピー
ダンス

１．パワーエレクトロニクス技術
（１）パワーエレクトロニクスの概要
（２）パワーデバイスの種類
（３）パワーデバイスの選択法

２．インバータの分類
（１）電圧形インバータ
（２）電流形インバータ
（３）多重インバータ
（４）ＰＷＭインバータ

３．制御回路の特性計測・評価
（１）パルスの発生とタイミング回路
（２）デッドタイム発生回路と動作特性
（３）ＰＷＭ信号発生回路と動作特性
（４）パワーデバイスドライブ回路と動作検証

ロ．コーナー部の形状とその影響

４．回路設計
（１）回路設計とシミュレーションによる解析

イ．伝送線路フィルタ
ロ．アンプ（ローノイズアンプとパワー

アンプ）
ハ．スイッチ（ＳＰＳＴとＳＰＤＴ）
ニ．ミキサ（受動ミキサと能動ミキサ）
ホ．発振回路（ＬＣ発振回路とその応用

回路）
（２）測定と評価、設計上の注意点

５．総合課題
（１）ＬＣフィルタの設計

イ．ＬＣフィルタの設計および基板への
実装

ロ．ネットワークアナライザによる回路
特性の測定と評価

（２）スイッチ回路の設計
イ．スイッチ回路の設計および基板へ

の実装
ロ．ネットワークアナライザによる回路

特性の測定と評価

４．インバータ回路の特性計測・評価
（１）矩形インバータ回路の動作特性
（２）多重インバータ回路の動作特性
（３）ＰＷＭインバータの動作特性

５．総合課題
（１）各種インバータ回路の特徴とその利用
（２）単相ＰＷＭインバータ回路の設計・評価

イ．回路設計
ロ．部品の選定方法
ハ．回路の動作検証・評価

（３）サージ対策とノイズの軽減方法

基本的な電気・電子回路のわかる方

基本的な電気・電子回路のわかる方

実習で学ぶ高周波回路の設計と製作

実践インバータ回路の設計と評価  RENEW

アイラボラトリー
代表　市川 裕一

ポリテクセンター関東　講師

10

10

30,000円

11,000円

E2111

E2412

11/18（火）〜20（木）

1/22（木）〜23（金）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

基本測定器、ネットワークアナライザ
実習用ボード、はんだごて
＜ソフト＞回路シミュレータ
　　　　　　（Ａｎｓｏｆｔ　Ｄｅｓｉｇｎｅｒ）

基本測定器

関数電卓

関数電卓

パ ワ ー
エレクトロ
ニ ク ス

電子回路
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※各コースのカリキュラム内容・空席状況などは、ホームページにてご確認ください。

http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html

まだ間に合います！8月〜9月開講コース
（組込みマイコン、ICT）

随時申し込み受付中です。空席わずかのコースもありますので、受講ご希望の場合はお早めにお申込ください。

8月 機械制御のためのマイコン実践技術（Ｈ８－Ｃ言語編）
家電や自動車などに使用頻度の高いＨ８マイコンを用いて、Ｃ言語によるプログラミン
グ手法を学ぶとともに、マイコンの各種周辺機能の使用方法、外部モジュールの活用
法やモータ制御技術について実習を中心としたカリキュラムにより習得します。

講　師 ポリテクセンター関東　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 17,000　円

コース番号 日　程 時　間 使　用
機器等

開発用ターゲットボード（Ｈ８Tｉｎｙ） 、＜ソフト＞
統合開発環境（ＨＥＷ） 、ターゲット用Ｃコンパイラ

E2811 8/19（火）〜21（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

受講者
持参品

8月 組込みシステムにおけるプログラム開発技術（ＳＨ編）
マイコンのアーキテクチャを理解し、組込みアプリケーション開発につい
ての実践技術を習得します。

講　師 ポリテクセンター関東　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 12,000　円

コース番号 日　程 時　間 使　用
機器等

開発用ターゲットボード（ＳＨ）、Ｈ－ＵＤＩデバッガ
＜ソフト＞統合開発環境、ターゲット用Ｃコンパイラ

E3311 8/26（火）〜27（水）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

受講者
持参品

9月 スマートフォン・タブレットＯＳを利用したシステム構築開発技術  NEW
組込みソフトウェア開発の効率化をめざして、基盤となるアーキテクチャを理解
し、スマートフォン、もしくはタブレット向けアプリケーション開発プロセスであ
る設計／実装技術を通して、オープンソース携帯ＯＳの活用技術を習得します。

講　師 ポリテクセンター関東　講師

定　員 15 受講料（消費税含） 10,000　円

コース番号 日　程 時　間 使　用
機器等

統合開発環境、ターゲット端末等

E4411 9/6（土）、 13（土）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

受講者
持参品

9月 機械制御のためのマイコン実践技術（ＡＲＭ－Ｃ言語編）  NEW
制御系用途としてＡＲＭマイコンを用いて、Ｃ言語によるプログラミング手法を
学ぶとともに、マイコンの各種周辺機能の使用方法、外部モジュールの活用法や
モータ制御技術について実習を中心としたカリキュラムにより習得します。

講　師 ポリテクセンター関東　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 17,000　円

コース番号 日　程 時　間 使　用
機器等

開発用ターゲットボード（ＡＲＭ/Cortex-M0） 、＜ソフト＞
統合開発環境（LPCXpresso） 、ターゲット用Ｃコンパイラ

E3111 9/9（火）〜11（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

受講者
持参品

9月 組込み技術者のためのＣプログラミング
組込みシステムの開発やマイコン制御に必要なＣ言語のプログラミング
技術について習得します。

講　師 ポリテクセンター関東　講師

定　員 15 受講料（消費税含） 9,000　円

コース番号 日　程 時　間 使　用
機器等

開発用ターゲットボード、＜ソフト＞パソコン用Ｃコ
ンパイラ、ターゲット用Ｃコンパイラ

E2613 9/17（水）〜18（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

受講者
持参品



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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ハードウェア技術者の方にもオススメ

ＰＩＣマイコンの実践的な活用技術習得をめざして！

組込みシステムの開発やマイコン制御に必要な
Ｃ言語のプログラミング技術について習得しま
す。

コントロールデバイスとして使用頻度の高いＰ
ＩＣマイコンを用いて、Ｃ言語によるプログラ
ミング手法を学ぶとともに、マイコンの各種周
辺機能の使用方法、外部モジュールの活用法や
モータ制御技術について実習を中心としたカリ
キュラムにより習得します。

１．開発環境と訓練目的の確認
（１）訓練の目的および専門的能力の確認
（２）ソースコードから実行ファイルまでの

生成の確認
（３）コンパイルからプログラムの動作確認

２．開発技法とプログラミング
（１）組込み用途Ｃ言語の特徴

イ．汎用Ｃ言語と組込みＣ言語
（２）変数とメモリ

イ．制御対象のハードウェア（ＲＯＭと
ＲＡＭ）

ロ．変数の種類と用途
（３）フロー制御構文による標準Ｉ／Ｏ制

御実習
イ．フロー制御構文の理解（ｉｆ文、 

ｓｗｉｔｃｈ文、ｗｈｉｌｅ文、ｆｏｒ文）
ロ．ポインタ変数による配列の操作

１．マイコンの構成
（１）マイコンの構成
（２）ＣＰＵアーキテクチャ
（３）アセンブリ言語の概要

２．Ｃ言語によるプログラム開発手法
（１）Ｃ言語の概要
（２）ｍａｉｎ関数
（３）フロー制御
（４）プロジュクトの作成およびオプション

設定
（５）コンパイルとリンク
（６）デバッグ
（７）ＲＯＭ化

３．プログラミング技法
（１）メモリマップとアドレッシング
（２）組込みシステムにおける注意点
（３）入出力制御実習

３．応用課題
（１）マトリクスＬＥＤの制御実習

イ．割込みプログラミング
ロ．インライン・アセンブル

（２）動作確認・デバッグ
（３）評価・改善

 開発用ターゲットボード

４．割込み処理
（１）割込み処理の概要
（２）割込み処理関数と割込み初期化関数

の作成
（３）外部入力割込み
（４）タイマ割込み

５．総合実習
（１）プログラミングと実装
 （例：ＬＣＤ制御、Ａ／Ｄ変換処理、

　　　 ＰＷＭによるＤＣモータ速度制御など）

PICマイコンを用いた総合実習

組込みシステムの開発やマイコン制御に携わる予定の方またはその候補の方

Ｃ言語の基礎スキル（変数、制御構文等）がある方

組込み技術者のためのＣプログラミング

機械制御のためのマイコン実践技術（ＰＩＣ－Ｃ言語編）

ポリテクセンター関東　講師

ポリテクセンター関東　講師

15

10

9,000円

17,000円

E2614
E2615

E2712

11/26（水）〜27（木）
　2/18（水）〜19（木）

2/17（火）〜19（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

開発用ターゲットボード
＜ソフト＞パソコン用Ｃコンパイラ

ターゲット用Ｃコンパイラ

開発用ターゲットボード（ＰＩＣ１６シリーズ）
＜ソフト＞統合開発環境（ＭＰＬＡＢＸ）

ターゲット用Ｃコンパイラ（ＸＣ８）

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

組 込 み
マイコン



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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RXマイコンを使いこなすために

コントローラ系マイコンの環境構築とハードウェア制御のノウハウを身に付ける！

ＲＸマイコン（Ｈ８Ｓ、M １６Ｃ、R ３２Cの
上位後継） を用いて、Ｃ言語によるプログラミ
ング手法を学ぶとともに、マイコンの各種周辺
機能の使用方法、外部モジュールの活用法やモー
タ制御技術について実習を中心としたカリキュ
ラムにより習得します。

マイコンのアーキテクチャや組込みＣ言語のプ
ログラミング技法を理解し、組込みアプリケー
ション開発技術について習得します。

１．マイコンの構成
（１）マイコンの構成
（２）ＣＰＵアーキテクチャ
（３）アセンブリ言語の概要

２．Ｃ言語によるプログラム開発手法
（１）Ｃ言語の概要
（２）スタートアップルーチンとｍａｉｎ関数
（３）フロー制御
（４）プロジェクトの作成およびオプション

設定
（５）コンパイルとリンク
（６）デバッグ
（７）ＲＯＭ化

３．プログラミング技法
（１）メモリマップとアドレッシング
（２）組込みシステムにおける注意点
（３）入出力制御実習

１．組込みのためのＣ言語の知識
（１）組込み用途Ｃ言語の特徴

イ．汎用Ｃ言語と組込みＣ言語
ロ．変数のデータ型と修飾子

（２）アセンブリ言語とＣ言語
（３）Ｉ／Ｏレジスタの操作

イ．構造体と共用体
ロ．ビットフィールド

２．開発技法とプログラミング
（１）ソフトウェア開発のプロセスについて
（２）プログラミングとデバッグ手法

イ．ファイル構成とアセンブリ言語の理解
ロ．ｍａｉｎ関数の呼び出しとデバッグ

実習
（３）フロー制御構文によるＩ／Ｏ制御実

習
イ．フロー制御構文の理解

　　　 （ｉｆ文、ｓｗｉｔｃｈ文、ｗｈｉｌｅ
文、ｆｏｒ文）

ロ．ＳＷ入力とＬＥＤ出力制御

４．割込み処理
（１）割込み処理の概要
（２）割込み処理関数と割込み初期化関数

の作成
（３）外部入力割込み
（４）タイマ割込み

５．総合実習
（１）プログラミングと実装
 （例：ＬＣＤ制御、Ａ／Ｄ変換処理、

　　　 ＰＷＭによるＤＣモータ速度制御など）

開発用ターゲットボード
（実機はセミナー時と異なる場合があります）

（４）割込み処理
イ．割込みハンドラの登録とマスク設定
ロ．割込みハンドラの作成方法
ハ．タイマ割込みによるストップウォッ

チ設計実習
（５）液晶表示器への文字列表示

３．応用課題
（１）温度計測システム設計・開発

イ．温度センサとＡ／Ｄ変換モジュール
の理解

ロ．システム設計・構築
（２）動作確認・デバッグ
（３）評価・改善

応用課題イメージ

Ｃ言語の基礎スキル（変数、制御構文等）がある方

プログラミングについて学習したことがある方

機械制御のためのマイコン実践技術（ＲＸ－Ｃ言語編）  NEW

組込みシステム開発（ソフトウェアエンジニア向けコース）

ポリテクセンター関東　講師

ポリテクセンター関東　講師

10

10

17,000円

16,000円

E3011

E3211

1/27（火）〜29（木）

10/21（火）〜23（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

開発用ターゲットボード（RX６００シ
リーズ）
＜ソフト＞統合開発環境

ターゲット用Ｃコンパイラ

開発用ターゲットボード
＜ソフト＞統合開発環境

ターゲット用Ｃコンパイラ

平成２５年度後期から
開講しているコースです

組 込 み
マイコン



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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リアルタイムＯＳ（μＩＴＲＯＮ）動作を理解したい方にオススメ

Ｌｉｎｕｘの実装とシステムコールを使ったアプリケーション開発を身に付ける！

組込み型マイコンシステムの開発に必要なリア
ルタイムＯＳ（μＩＴＲＯＮ） を用いたプログ
ラミング技術を習得します。

組込みＬｉｎｕｘシステム構築技術を理解し、
ハードウェアへの実装と組込みアプリケーショ
ンの開発を実習を通して習得します。

１．ＲＴＯＳの概要
（１）コース概要および専門的能力の確認
（２）μＩＴＲＯＮの特徴
（３）タスクの状態
（４）μＩＴＲＯＮの用語
（５）システムコールの名称
（６）各データタイプ

２．タスクおよびハンドラの記述
（１）タスクの記述
（２）割込みハンドラの記述
（３）タイマハンドラの記述

１．組込みＬｉｎｕｘの概要
（１）コース概要および専門的能力の確認
（２）組込み機器とは
（３）組込みＯＳ
（４）組込みＬｉｎｕｘの特徴（長所、短所）
（５）ライセンス

２．組込みＬｉｎｕｘ開発環境
（１）組込みＬｉｎｕｘ開発環境
（２）ホストＰＣおよびターゲットボード
（３）開発手順、ファイルシステム
（４）開発環境構築

イ．クロス開発環境
ロ．カーネルの構築

３．各種機能の習得とプログラミング実習
（１）ターゲットボードの概略
（２）タスク管理機能
（３）タスク付属同期機能
（４）排他機能
（５）拡張同期・通信機能
（６）メモリ管理機能
（７）時間管理機能
（８）割込み管理機能
（９）総合プログラミング実習

３．ハードウェアへの実装
（１）搭載時の注意事項
（２）ライブラリ
（３）ＢｕｓｙＢｏｘ
（４）搭載手順

４．組込みＬｉｎｕｘアプリケーション開発
（１）ハードウェアの説明
（２）各種システムコールとプログラム実

習
（３）デバッグ手法

開発用ターゲットボード
（フォトフレーム開発課題例）

Ｃ言語の基礎スキル（ポインタ、構造体など）がある方

Ｌｉｎｕｘを利用したＣ言語プログラミングの経験がある方

μＩＴＲＯＮによる組込みシステム開発技術

組込みＬｉｎｕｘ実装技術

ポリテクセンター関東　講師

ポリテクセンター関東　講師

10

10

15,000円

15,000円

E3412

E3612

11/11（火）〜13（木）

1/20（火）〜22（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

開発用ターゲットボード（ＳＨ）
Ｈ－ＵＤＩデバッガ
＜ソフト＞統合開発環境（ＨＥＷ）

ターゲット用Ｃコンパイラ

開発用ターゲットボード（ＳＨ）
Ｈ－ＵＤＩデバッガ
＜ソフト＞クロス開発環境（Ｌｉｎｕｘ）

ターゲット用Ｃコンパイラ（ＧＣＣ）

組 込 み
マイコン



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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正しいテスト技術で品質向上をめざす！

ＥＳＣＲ準拠のコーディングと実践的なレビューのノウハウを身に付ける！

効率的かつ効果的なテストケースを設定する力
を身に付け、組込みソフトウェア開発の基盤と
なるテスト技法、およびテストプロセスをマイ
コンボードを使用した実習を通して習得します。

組込みソフトウェアの信頼性、保守性、移植性、
効率性の観点からコーディング作法と規約の必
要性を理解します。さらに、コード品質を作り
込むためのレビュー技術を実習により効果的に
習得します。

１．ソフトウェアテスト
（１）組込みシステムにおける品質の重要性
（２）ソフトウェアテスト

イ．テストと品質
ロ．テストの目的
ハ．テストの種類

（３）開発プロセスとテスト
イ．組込みソフトウェア向け開発プロセス
ロ．開発プロセスとテストの適用範囲

２．テスト技法
（１）テストケース設計

イ．テストケース設計とは
ロ．テストケース設計の手法

（２）ホワイトボックステスト
イ．命令網羅（ステートメントカバレッジ）
　　分岐網羅（ブランチカバレッジ）
ロ．ホワイトボックステストの適用方法

１．コード品質を確保するには
（１）組込みソフトウェア開発の現状

イ．組込み製品出荷後における不具合
の原因

ロ．組込みソフトウェア開発における不
具合の原因

（２）コード品質向上へのアプローチ
イ．コード品質向上を阻害している要因
ロ．コード品質を向上するには

２．コーディング作法
（１）コーディング作法とコーディング規約

イ．コーディング作法とコーディング規
約とは

ロ．コーディング規約の効果と現状
ハ．コーディング規約を形骸化させない

ためには
（２）ＥＳＣＲ
 （Ｅｍｂｅｄｄｅｄ　Ｓｙｓｔｅｍ
 ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｃｏｄｉｎｇ

Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）
イ．ＥＳＣＲとは
ロ．ＥＳＣＲの構成

（３）ブラックボックステスト
イ．同値分割、境界値分析
ロ．状態遷移テスト、デシジョンテーブ

ルテスト
（４）テスト技法の比較
（５）構成管理とトレーサビリティ

イ．構成管理の必要性
ロ．マトリックス網羅表

３．組込みシステムテスト実習
（１）システム全体の仕様確認

イ．仕様書とソースコード確認
（２）テストの進め方
（３）テスト実習

イ．テストケース設計
ロ．論理テスト

（４）実機テスト
（５）検証

３．レビュー技術
（１）レビューとは

イ．レビューの効果と現状
ロ．レビューを形骸化させないためには

（２）レビューの進め方
イ．レビューの分類
ロ．レビューの組み合わせ
ハ．レビューの進め方

４．レビュー実習
（１）システム全体の仕様確認

イ．仕様書とソースコード確認
ロ．既存ソースコードの品質確認

（２）コーディングルールの理解
イ．指摘事項の考察

（３）会議レビュー実施
イ．会議レビューの事前準備と実施
ロ．ソースコードの修正と動作確認

組込みソフトウェア開発に携わった経験がある方

組込みソフトウェア開発に携わった経験がある方

組込みソフトウェア開発者のためのテスト技法

組込みソフトウェア開発者のためのコーディング作法とレビュー技術

有限会社 神港電気工業

有限会社 神港電気工業

10

10

15,000円

15,000円

E3712

E3811

11/5（水）〜6（木）

2/3（火）〜4（水）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

開発用ターゲットボード
＜ソフト＞統合開発環境

ターゲット用Ｃコンパイラ

開発用ターゲットボード
＜ソフト＞統合開発環境

ターゲット用Ｃコンパイラ

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

組 込 み
マイコン



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。

40

ＥＳＰＲで開発プロセスを整備する！

組込みＬｉｎｕｘでデバイス制御したい方へ

ＥＳＰＲ（ＩＰＡ／ＳＥＣ組込みソフトウェア
向け開発プロセスガイド） を利用し、プロセス・
テーラリング（基準となる標準をプロジェクト
に応じて変更等を定義すること） を行い、プロ
セス設計・改善技術を習得します。

各種ドライバの開発手法について理解し、ＳＨマ
イコンボードを使用した実習を通して組込みＬｉ
ｎｕｘドライバ開発技術を習得します。

１． ＥＳＰＲを使用したプロセス・テーラリ
ングの概要

（１）組込みソフトウェアにおける品質と開
発プロセス

イ．組込みソフトウェア開発の現状
ロ．開発プロセスの整備

（２）ＥＳＰＲのプロセスと概要
（３）ＥＳＰＲの活用

イ．開発プロセス活用の流れ
ロ．ＥＳＰＲのテーラリング例
ハ．プロセス適用後の問題把握と改善

（４）ＥＳＰＲの適用事例
イ．ＥＳＰＲ・ＥＳＭＲを活用したプロ

セス改善事例

２． 開発形態に合わせたプロセス・テーラリ
ングの実践

（１）さまざまな開発形態と品質保証上の
留意点

イ．変更要求が多い開発の特徴と留意点
ロ．小規模短期開発の特徴と留意点
ハ．新技術適用開発の特徴と留意点

（２）組織／部門の標準プロセスの活用方法
イ．組織／部門の標準プロセス
ロ．標準プロセスの活用例

１．組込みＬｉｎｕｘの概要と開発環境
（１）組込みＬｉｎｕｘおよび開発環境の概要
（２）開発環境（ホストＰＣ、ターゲット

ボード） 詳細
（３）組込みＬｉｎｕｘ起動、プログラム転送

２．組込みＬｉｎｕｘデバイスドライバ
（１）モジュール、デバイスドライバの構造
（２）キャラクタデバイスドライバ
（３）ブロックデバイスドライバ
（４）ドライバ最適化の手法

３．プログラミング実習
（１）キャラクタ型デバイスドライバプログ

ラミング
（２）カーネルタイマ
（３）割込み処理

３． プロセス改善活動推進時の課題分析と
問題解決

（１）開発形態に合わせ開発プロセスの整備
イ．ＥＳＰＲトレーナーとは
ロ．ＥＳＰＲトレーナーとして必要な知

識・技術
（２）プロセス改善の進め方

イ．プロセス改善の手法と進め方
ロ．プロセス改善活動におけるトレー

ナーの役割
（３）ＥＳＰＲを活用したプロセス改善グ

ループ実習
イ．課題分析
ロ．発表

４．まとめ
（１）質疑・応答
（２）まとめ

４．デバッグ手法
（１）デバッグ手法

イ．簡易手法（ｐｒｉｎｔｋ、
 ｉｏｃｔｌ、ｐｒｏｃｆｓ）

開発用ターゲットボード

組込みソフトウェア開発やプロセス整備・改善に携わる方

Ｃ言語の基礎スキル（ポインタ、構造体など）がある方

組込みソフトウェア開発者のための開発プロセス・テーラリング技術

組込みＬｉｎｕｘデバイスドライバ開発技術（Ｋｅｒｎｅｌ２．６対応）

有限会社 神港電気工業
代表取締役　岩﨑 徹

ポリテクセンター関東　講師

10

10

15,000円

15,000円

E3911

E4012

1/13（火）〜14（水）

12/2（火）〜4（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

パソコン、プロジェクタ、
ホワイトボード（ディスカッション用）

開発用ターゲットボード（ＳＨ）
＜ソフト＞クロス開発環境（Ｌｉｎｕｘ）

ＳＨ用Ｃコンパイラ（ＧＣＣ）

ＥＳＰＲとは
IPA/SECが提供する組込みソフトウェア
向け開発プロセスガイドで、効率的・高品
質な開発を行うための標準的な開発作業
を整理することです

組 込 み
マイコン



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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ネットワーク機能を搭載して世界を広げよう！

Ｃ＋＋を利用したマイコン制御を学習したい方へオススメ！

電子機器を用いた製品の改善や製品開発に関す
る業務の効率化をめざして、通信プロトコル、
伝送手順、通信に関する実装技術を習得します。

Ｃ言語の拡張仕様であるＣ＋＋を用いて、仕様
変更に対する保守性や既存モデルの再利用性の
向上のための設計技術や開発技術を実習を通し
て習得します。

１．概要
（１）訓練の目的
（２）ネットワークを活用した計測・通信制

御システムの利用方法

２．ＴＣＰ／ＩＰ概要
（１）ＯＳＩ参照モデルとＴＣＰ／ＩＰプロ

トコル
（２）伝送手順
（３）ＴＣＰとＵＤＰ

３． ソケットシステムコールを活用した実装
方法

（１）ＩＰアドレス、アドレスファミリーを
管理する構造体について

（２）ソケットについて
（３）ソケットシステムコールについて
（４）サーバ構築の実装方法と特徴
（５）マルチプロセスとマルチスレッドにつ

いて

１．オブジェクト指向と組込みシステムの概要
（１）コース概要および専門的能力の確認
（２）組込みシステムのためのＣ＋＋言語

の概要
イ．Ｃ＋＋言語のメリット・デメリット
ロ．組込みシステムにおけるＣ＋＋言語

の現状

２．開発環境と実行環境の実装
（１）開発環境

イ．ホストＰＣおよびターゲットボード
ロ．クロスコンパイル環境とセクション

３．各デバイスの制御
（１）Ｃ＋＋言語仕様によるデバイス制御

プログラム
イ．クラスを利用したデバイス制御プロ

グラム
ロ．コンストラクタ・デストラクタによ

るデバイス初期化・後処理
ハ．仮想関数と継承による既存ドライ

バの仕様拡張
ニ．関数テンプレートによる排他制御

（２）割込みハンドラ実装
（３）動作確認・検証

４．通信システムの構築実習
（１）デバイス制御を行なう通信制御アプ

リケーションの作成
イ．軽量Ｗｅｂサーバを利用したＣＧＩ

プログラムの作成
ロ．ソケットを利用した簡易Ｗｅｂサー

バの構築
ハ．ソケットを利用したメール送信サー

バの構築

４．デバイスドライバプログラム
（１）ＬＥＤ・ＳＷ・ＬＣＤデバイスドライ

バプログラム
イ．クラス設計
ロ．割込みハンドラの実装
ハ．動作確認・検証

５．総合課題
（１）時計表示機能を搭載した端末の製作

イ．システム設計
ロ．アプリケーションプログラム
ハ．動作・検証

実習「LCDのクラスの定義」

Ｃ言語の基礎スキル（ポインタ、構造体など）がある方

Ｃ言語の基礎スキル（ポインタ、構造体など）がある方

組込みＬｉｎｕｘによるＴＣＰ／ＩＰ通信システム構築

Ｃ＋＋による組込みプログラム開発技術

ポリテクセンター関東　講師

ポリテクセンター関東　講師

10

10

11,000円

14,000円

E4112

E4211

2/24（火）〜25（水）

1/14（水）〜15（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

開発用ターゲットボード（ＳＨ）
＜ソフト＞クロス開発環境（Ｌｉｎｕｘ）

ＳＨ用Ｃコンパイラ（ＧＣＣ）

開発用ターゲットボード
＜ソフト＞統合開発環境

ターゲット用Ｃ＋＋コンパイラ

組 込 み
マイコン



講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

　概　要 カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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ＣＡＮ通信の習得に！

車載、ＦＡ、産業機器等で使用されているＣＡ
Ｎ通信について、インターフェース技術と分散
システム構築に必要な知識や仕様に基づいた機
器の設計・製作技術をプログラミングを通して
習得します。

１．ＣＡＮの概要
（１）ＣＡＮの規格と仕様

イ．ＣＡＮの概要と特徴
ロ．ＣＡＮプロトコルとＯＳＩ参照モデ

ルとの比較
ハ．ＩＳＯとＣＡＮプロトコルの標準規格
二．ＣＡＮプロトコルのフレーム構成
ホ．エラー状態の種類と制御方式

２．ＣＡＮシステムの構築
（１）システム選定

イ．ＣＡＮモジュール搭載マイコンの種
類と特徴

ロ．ＣＡＮトランシーバ概要と接続例
ハ．ＣＡＮモジュール利用方法

開発用ターゲットボード２枚と簡易ＣＡＮアナライザ

３．ＣＡＮシステムの応用例
（１）設定とデータ送受信処理

イ．初期化処理
ロ．データフレーム送受信処理
ハ．リモートフレーム送受信処理
ニ．フレーム送受信割込みの利用
ホ．複数メッセージ送受信処理
ヘ．フィルタリング機能を使用した受信

処理
（２）エラー処理

イ．バス・オフ
ロ．フレーミングエラー

４．総合課題
（１）入出力機器の仕様とＩ／Ｏの配線仕様
（２）ＣＡＮ通信による機器入出力制御実習

マイコンのプログラミング経験があれば望ましいです（必須ではありません）

ＣＡＮインターフェース技術

ポリテクセンター関東　講師

10 16,000円

E4312 2/24（火）〜26（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

ＣＡＮ用ターゲットボード
簡易ＣＡＮアナライザ
＜ソフト＞統合開発環境（ＨＥＷ）

ターゲット用Ｃコンパイラ ＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

組 込 み
マイコン

※各コースのカリキュラム内容・空席状況などは、ホームページにてご確認ください。

http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html

まだ間に合います！8月〜9月開講コース
（電子回路）

随時申し込み受付中です。空席わずかのコースもありますので、受講ご希望の場合はお早めにお申込ください。

8月 実践アナログ電子回路技術（発振回路技術編）  RENEW
製品の改善や業務の効率化をめざして、各種発振回路やその応用回路の設計技術
および評価技術を習得します。

講　師 ポリテクセンター関東　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 10,000　円
コース番号 日　程 時　間 使　用

機器等 基本測定器、スペクトラムアナライザ

E0911 8/20（水）〜21（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

受講者
持参品 関数電卓

9月 実践センサ回路設計技術
各種センサデバイスの特性を理解するとともに、センサ応用回路の設計・試作
実習を通して、センサと電子回路との接続技術およびセンサデバイスの活用技
術を習得します。

講　師 ポリテクセンター関東　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 14,000　円
コース番号 日　程 時　間 使　用

機器等 基本測定器

E1311 9/2（火）〜4（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

受講者
持参品 関数電卓

9月 オペアンプ回路の解析と設計
オペアンプの電気的特性とその影響を理解し、応用回路の設計・試作実習を通し
て実践的な回路技術を習得します。

講　師 ポリテクセンター関東　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 15,000　円
コース番号 日　程 時　間 使　用

機器等 基本測定器

E0811 9/17（水）〜19（金）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

受講者
持参品 関数電卓



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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自動制御の仕組みがわかる！

ＰＩＤ制御をモータ制御回路で実現し、実践的技術を身に付ける

制御解析に必要なラプラス変換、行列式、微分
方程式およびＰＩＤ制御について、シミュレー
ションソフトや実習機器を活用しながら習得し
ます。

ＰＩＤ制御理論についての理解を深め、制御系
の設計、シミュレータの活用法、サーボ系への
適用技術について実践的に習得します。

１．制御とは
（１）回路素子の数学的表現
（２）複素数計算
（３）回路パラメータと周波数スペクトル特性

２．制御解析
（１）微分方程式の解法
（２）伝達関数とブロック線図
（３）過渡応答および周波数応答の解析法
（４）伝達関数とインパルス応答

３．安定判別と最適設定
（１）位相余裕とゲイン余裕
（２）最適設定法

４．ＰＩＤ制御
（１）ＰＩＤ調節計の機能と構成
（２）Ｐ動作、Ｉ動作、Ｄ動作

１．自動制御の全体像
（１）自動制御の概要
（２）フィードバック制御の概要
（３）サーボ制御の概要
（４）サーボ制御設計手法

イ．古典制御、現代制御、ポスト現代
制御

ロ．連続系、離散系、ディジタル系

２．サーボ制御系設計とその評価
（１）制御対象のモデル化
（２）伝達関数とブロック線図
（３）ステップ応答と周波数応答
（４）ボード線図

３．制御系シミュレーション
（１）コンピュータを利用してのシミュレー

ション
イ．実習結果と考察

５．総合課題
（１）機械モデル制御実習（ＤＣモータ）

イ．サーボアナライザによる周波数応答
実習

ロ．Ｐ動作、I動作実習
（２）プロセスモデル制御実習（温度制御）

イ．ＰＩＤ（ステップ応答法） チューニ
ング実習

ロ．ＰＩＤ（限界感度法） チューニング
実習

４．ＰＩＤ制御とパラメータ安定実習
（１）速応性と安定性、目標値に対する定

常偏差を考慮した設計法
（２）サーボ制御装置に対する実装

イ．速度制御実習（Ｐ制御速度サーボ、
Ｉ制御速度サーボなど）

ロ．位置決め制御実習（１型２次系サー
ボなど）

ハ．位相補償実習（ＰＩ補償、Ｉ－Ｐ補
償、位相進み遅れ補償など）

このような実習システムを使用します

制御理論について学びたい方

制御理論について理解を深めたい方

制御解析手法

サーボ制御技術（ＰＩＤ制御編）

ポリテクセンター関東　講師

有限会社 システムシミュレーション研究所
代表取締役　城谷 聡美

10

10

11,000円

23,000円

E4512

E4612

10/8（水）〜9（木）

11/18（火）〜20（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

実習用ボード
＜ソフト＞ＭＡＴＬＡＢ

サーボ制御装置（ＤＣサーボモータ）
サーボ駆動装置、アナログ演算器
＜ソフト＞ＭＡＴＬＡＢ

制御工学



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。

44

離散系制御をモータ制御回路で実現し、実践的技術を身に付ける

ロバスト制御をモータ制御回路で実現し、実践的技術を身に付ける

ＰＩＤ制御理論を踏まえた上で離散系制御理論
を理解し、最適なコントローラの設計法を実習
とシミュレーションを通して習得します。

機械系の共振、摩擦、バックラッシュによる精
度のズレや安定性問題のほか、ディジタル制御
によって生ずる様々な課題を解決するための実
践技術を習得します。

１．ディジタルサーボシステムとは
（１）ディジタルサーボの概要

２． ディジタルサーボ技術に対する取組み方
（１）連続系コントローラをディジタルコン

トローラにおきかえる
（２）ディジタルサーボ系の動特性確認

３．ディジタルサーボ系の制御要素
（１）連続系制御対象の離散化
（２）離散系伝達関数
（３）積分と微分のディジタル変換
（４）むだ時間とゼロ次ホールド

４．サーボ系の動特性計測と安定性評価
（１）ディジタルサーボの安定理論と判別法
（２）安定性に関する演習と実験

１．サーボ制御要求特性
（１）基本設計
　　  （安定性確保、定常偏差ゼロ、応答性

向上、振動抑制）
（２）負荷を含めたサーボシステムの要求

イ．負荷変動や外乱に対する抑制
ロ．サーボ不安定アルゴリズムの除去
ハ．モデル化誤差や外乱誤差に対する 

 ロバスト性

２．モデル化
（１）物理モデル
（２）伝達関数とブロック線図
（３）システムのモデル化

３． トルク制御（電流制御）から真のトルク
 制御（加速度制御）へ

（１）比例制御による外乱抑制
（２）ＰＩ制御による外乱抑制
（３）加速度制御

５．サーボ系の動特性と補償技術
（１）コントローラの方式
（２）位相進み補償

６． ディジタルサーボの現実問題と改善技術
（１）サーボ系の応答速度とサンプリング

タイムの影響
（２）ゼロ次ホールドおよびむだ時間の影響
（３）量子化誤差がサーボ系に及ぼす影響

サーボ制御シミュレーション装置

４．オブザーバ
（１）外乱オブザーバによるフィードフォ

ワード制御

５．モデル追従
（１）モデル追従制御

６．低剛性負荷
（１）低剛性負荷における制振制御

７．その他技術
（１）その他の制御技術
　　  （速度微分フィードバック、共振比例

制御、状態フィードバック、Ｈ∞など）

ディジタルサーボシステムの理解を深めたい方

ディジタル制御の様々な問題にお困りの方向けのコースです

サーボ制御技術（ディジタルサーボ制御技術）

サーボ制御技術（ロバスト制御編）

有限会社 システムシミュレーション研究所
代表取締役　城谷 聡美

有限会社 システムシミュレーション研究所
代表取締役　城谷 聡美

10

10

23,000円

20,000円

E4711

E5011

11/5（水）〜7（金）

2/17（火）〜19（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

サーボ制御シミュレーション装置、
ＤＣモータ負荷実験装置、dspace、
アナログ演算器
＜ソフト＞ＭＡＴＬＡＢ

サーボ制御シミュレーション装置、
ＤＣモータ、負荷実験装置、dspace、
アナログ演算器
＜ソフト＞ＭＡＴＬＡＢ

制御工学



▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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※各コースのカリキュラム内容・空席状況などは、ホームページにてご確認ください。

http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html

まだ間に合います！8月〜9月開講コース
（電動機/シーケンス制御）

随時申し込み受付中です。空席わずかのコースもありますので、受講ご希望の場合はお早めにお申込ください。

8月 ＰＬＣ制御の回路技術
ＰＬＣ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ） の概要お
よび制御回路（ラダー図） の作成方法を理解し、実習を通して回路設計、配線等
の実務を習得します。

講　師 ポリテクセンター関東　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 12,000　円
コース番号 日　程 時　間 使　用

機器等
三菱シーケンサ（Ｑシリーズ） 、負荷装置（ミニコンベア、ス
イッチ、ランプ等） 、＜ソフト＞ラダーサポートツール

E5713 8/19（火）〜21（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

受講者
持参品

9月 モータの特性と制御回路技術
各種モータの原理、構造、特性および運転法を理解するとともに、駆動回路製作
およびモータ運転実習を通して、各種モータの駆動技術を習得します。

講　師 ポリテクセンター関東　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 14,000　円
コース番号 日　程 時　間 使　用

機器等 基本測定器、各種モータ

E5612 9/9（火）〜11（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

受講者
持参品



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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パソコンで測定器のリモートコントロールを実現！

近距離無線モジュールによる遠隔計測制御システムの構築をめざしている方へ

汎用プログラミング言語を用いて、各種計測機
器等の制御プログラミングおよび計測データの
自動収集技術について実践的に習得します。

国際標準通信規格ＺｉｇＢｅｅ技術を理解し、
低コスト・低消費電力な近距離無線ネットワー
クの構築技術、ＺｉｇＢｅｅ準拠のＲＦモジュー
ルと各種センサ類を組み合わせた近距離ワイヤ
レス・センサ・ネットワークの構築技術を習得
します。

１．自動計測の概要
（１）各種自動計測の方法
（２）プログラミング言語の概要

２．プログラム開発手法
（１）制御構文（条件分岐、繰り返し処理）
（２）制御関数
（３）ファイル操作

イ．ファイルの種類とファイル処理の方法
ロ．ファイル操作プログラミング実習

３．グラフ処理
（１）グラフの作成方法について
（２）グラフ作成のためのプログラミング実習

４．インターフェース
（１）ＲＳ－２３２Ｃ／ＧＰＩＢインター

フェースの規格
（２）ＲＳ－２３２Ｃ／ＧＰＩＢのコント

ロール方法

１．ＺｉｇＢｅｅの概要
（１）概要
（２）メリット
（３）好事例紹介

２．ＺｉｇＢｅｅのネットワーク
（１）ＩＥＥＥ　８０２．１５．４物理層
（２）ネットワーク層
（３）ＺｉｇＢｅｅアプリケーション・サ

ポート副層
（４）ＺｉｇＢｅｅアプリケーション層

３．ＺｉｇＢｅｅのＲＦモジュール
（１）ＺｉｇＢｅｅ　ＲＦモジュールの概要
（２）ＰＣとの接続
（３）ＲＦモジュールによる近距離ネット

ワーク構築

４．センサとの連携
（１）シリアル通信
（２）ディジタル入出力
（３）アナログ入力

５．通信処理技術
（１）通信設定
（２）入出力処理
（３）通信イベント処理
（４）エラー処理

６．総合実習
（１）自動計測システム構築

課題例
　　・  ディジタルマルチメータを用いた自

動計測
　　・  オシロスコープを用いた波形解析・

波形収集など
（２）動作検証

５．課題実習
（１）室内環境情報収集ネットワークの構

築
イ．ＲＦモジュールによるワイヤレス・

センサ・ネットワークの構築
ロ．アプリケーションソフトの開発

６．統括討議および評価
（１）システムの検証
（２）質疑応答
（３）訓練コース内容のまとめ
（４）講評・評価

計測器の取り扱いができる方

プログラミングの経験があり、基本的な電気の知識のある方

計測制御技術（ＲＳ－２３２Ｃ、ＧＰＩＢ編）

ZigBeeによるワイヤレス・センサ・ネットワークの構築

ポリテクセンター関東 講師

ポリテクセンター関東　講師

10

10

14,000円

10,000円

E5211

E5312

1/27（火）〜29（木）

10/28（火）〜29（水）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

各種測定器
＜ソフト＞統合開発環境
　　　　（Ｖｉｓｕａｌ　Ｂａｓｉｃ）

実習用ボード、ＲＦモジュール
＜ソフト＞統合開発環境

自動計測/
信号処理



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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ディジタルフィルタの構成から実装法までの実践的な技術を身に付ける

シーケンス制御がわかる！

ディジタル信号処理についての理解を深めると
ともに、シミュレータを用いた信号解析実習を
通して、信号分析、加工への実装技術を習得し
ます。

電動機の概要および有接点シーケンス制御に用
いられる制御機器について理解し、電動機制御
のための各種運転回路、配線等の実務を習得し
ます。

１．ディジタルシステムの概要
（１）ディジタルシステムとは

イ．インパルス応答
ロ．畳み込み積和
ハ．Ｚ変換

（２）シミュレーションによる実習

２．ＩＩＲシステムと安定性
（１）１次ＩＩＲシステム
（２）２次ＩＩＲシステム
（３）シミュレーションによる実習

３．雑音の除去と信号の検出
（１）同期加算による信号の検出
（２）移動平均による雑音の除去
（３）周期性と自己相関関数
（４）シミュレーションによる実習

１．電動機の選定法
（１）三相誘導モータの原理・構造・始動法
（２）定格（電圧、電流、回転数、トルクなど）
（３）制御機器および計器

２．連続運転回路
（１）連続運転回路を用いた設計フロー

イ．安全性に考慮した回路設計
ロ．効率性（低コスト・標準化回路等）

に考慮した回路設計
（２）モータの駆動に適した機器の選定
（３）タイムチャートの作成
（４）配線作業、点検および試運転
（５）メンテナンスと管理法

３．正逆運転回路
（１）運転回路設計（連続運転回路の設計

フローを活かした設計）
（２）タイムチャートの作成
（３）配線作業、点検および試運転

４．ディジタルフィルタ
（１）ＦＩＲフィルタの設計
（２）ＩＩＲフィルタの設計
（３）シミュレーションによる実習

５．適応フィルタ
（１）適応フィルタの考え方
（２）適応フィルタのアルゴリズム
（３）シミュレーションによる実習（ノイズ

キャンセラー）

６．総合課題
（１）ＤＳＰボードの活用とポイント
（２）ディジタルフィルタのＤＳＰボードへ

の実装
（３）適応フィルタのＤＳＰボードへの実装

４．時限運転回路
（１）タイマー回路と運転回路設計
（２）タイムチャートの作成
（３）配線、点検および試運転

５．総合実習
（１）現場に即した実習課題の仕様

　（例：ＹーΔ始動制御盤設計など）
（２）制御盤配線の留意事項
（３）機器の選定および入出力部の配線

（制御盤配線）
（４）制御回路設計実習
（５）回路の点検と試運転、メンテナンス

ディジタル信号処理について理解を深めたい方

オームの法則がわかる方

信号の解析手法と実装技術（ディジタルフィルタ、適応フィルタ編）

有接点シーケンス制御による電動機制御の実務

ポリテクセンター関東　講師

ポリテクセンター関東　講師

10

10

17,000円

17,000円

E5411

E5513
E5514

2/3（火）〜5（木）

11/5（水）〜7（金）
　1/27（火）〜29（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

ＤＳＰボード（ＤＳＫ６７１３）、
基本測定器
＜ソフト＞ＭＡＴＬＡＢ

三相誘導モータ、電磁継電器、
電磁接触器、サーマルリレー ＊ 人気コース ＊

お申込みはお早めに

電動機/
シーケンス
制 御

自動計測/
信号処理



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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モータの仕組みと駆動回路作成により、動かし方がわかる！

リレーシーケンスからのステップアップに！

各種モータの原理、構造、特性および運転法を
理解するとともに、駆動回路製作およびモータ
運転実習を通して、各種モータの駆動技術を習
得します。

ＰＬＣ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ
　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ） の概要および制御回
路（ラダー図） の作成方法を理解し、実習を通
して回路設計、配線等の実務を習得します。

１．モータの概要
（１）モータの原理

イ．電流による磁界の発生
ロ．電磁力、起電力、電磁誘導

（２）モータの構造
（３）モータの特性

２．各種モータの特性測定と評価
（１）トルク－速度特性と電流－速度特性

イ．ＤＣモータ
ロ．ブラシレスＤＣモータ
ハ．単相誘導電動機
ニ．三相誘導電動機
ホ．ステッピングモータ

３． 各種モータ駆動回路の設計・製作と特
性測定

（１）ＤＣモータ駆動回路
イ．ＰＷＭ駆動回路の設計と製作
ロ．動作確認・検証
ハ．速度制御運転

１．ＰＬＣの運用
（１）ＰＬＣのハードウェア
（２）ユニットの選定　　　
（３）外部配線の設計
（４）ラダーサポートツールの機能
（５）ラダー図による回路作成

イ．基本命令（ＡＮD、OR、タイマ、
カウンタなど）

ロ．定石回路（自己保持、インタロック
など）

ハ．その他命令（ＭＣ、ＭＯＶ、ＢＩＮ、
ＢＣＤなど）

（６）モニタリング

２．回路設計
（１）標準化回路の設計

イ．安全対策
ロ．デバッグの容易さ
ハ．システムの保守性、管理性

（２）システムの改善
イ．モニタリングとデバッグ運転

（２）ステッピングモータ駆動回路
イ．定電圧駆動回路の設計と製作
ロ．動作確認・検証
ハ．速度制御運転

４．総合課題
（１）温度によるＤＣモータ速度制御回路

の設計・製作および動作試験
イ．要求仕様と機構仕様
ロ．モータの選定
ハ．試作駆動回路の設計・製作および

動作試験
ニ．試作駆動回路の課題と対策

３．総合実習
（１）実習課題の仕様について
　　（搬送システム等の自動制御について）
（２）自動運転制御プログラムについて
（３）入出力機器選定および電源・入出力

配線
（４）試運転・デバッグ・メンテナンス

オームの法則がわかる方

リレーの動作がわかる方

モータの特性と制御回路技術

PLC制御の回路技術

ポリテクセンター関東　講師

ポリテクセンター関東　講師

10

10

14,000円

12,000円

E5613
E5614

E5714
E5715

10/15（水）〜17（金）
　3/3（火）〜5（木）

10/21（火）〜23（木）
　2/17（火）〜19（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

基本測定器、各種モータ

三菱シーケンサ（Ｑシリーズ）
負荷装置（ミニコンベア、スイッチ、ランプ等）
＜ソフト＞ラダーサポートツール

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

三菱製PLCを使用します

電動機/
シーケンス
制 御



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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実際に配線しながらＰＬＣのプログラム作成までを身に付ける

インバータによるモータ制御および保守の方法を知り、ＰＬＣプログラムのモニタリングを主体に学びたい方向け

ＰＬＣの取扱い、プログラミング、異常発生時
の処置に係る実務能力を模擬装置による課題演
習を通して習得します。

インバータの概要からＶ／ｆ 制御方式を学び、
ＰＬＣのプログラミング・モニタ方法からＰＬ
Ｃによるインバータ制御の保守について習得し
ます。

１．ＰＬＣの概要
（１）ＰＬＣの役割、機能、導入効果
（２）ＰＬＣのハード構成、アドレス割付
（３）ＰＬＣの動作原理、サイクルタイム
（４）ＰＬＣのプログラミング操作

２．ＰＬＣによる制御
（１）シーケンス制御の基本（ａ接点、ｂ

接点、ＡＮＤ回路、ＯＲ回路）
（２）シーケンス制御の応用（タイマ回路、

カウンタ回路、自己保持回路）
（３）シーケンス制御の便利命令（インタ

ロック、キープ、ＤＭ間接指定など）
（４）ＰＬＣのＩ／ＯメモリとＩ／Ｏテーブ

ル作成実習

３．制御回路の実習（総合実習）
（１）実習課題の仕様解説
（２）入出力機器の接続方法と実配線
（３）制御回路（ラダープログラム） 作成・

プログラミング
（４）試運転・デバッグ実習

１．インバータ概要
（１）インバータの原理および利用方法
（２）各種パラメータの意味と設定
（３）インバータ単独運転
（４）インバータのメンテナンス

２．ＰＬＣプログラミング
（１）ＰＬＣの構造とデバイスについて
（２）ＰＬＣの入出力配線方法
（３）ＰＬＣプログラミング技術
（４）モニタ機能によるデバッグ

３．総合実習
（１）実習課題の仕様について

　（実習制御盤の構成）
（２）ＰＬＣによるインバータ制御プログラ

ミング実習
イ．単純始動の制御実習
ロ．正転・逆転制御実習
ハ．３段速制御実習

４．ＰＬＣの保守作業
（１）異常発生時の処置方法実習
（２）不良箇所（部品、接点） の発見実習
（３）ＰＬＣの設置時の注意点

（３）運転中のモニタ方法
（４）試運転・デバッグ・メンテナンス
（５）不具合箇所の修復作業

リレーの動作がわかる方

リレーの動作がわかる方

PLCによる自動化制御技術

PLCによるインバータ制御の実務

オムロン 株式会社
セミナ教育課　講師

ポリテクセンター関東　講師

10

10

12,000円

13,000円

E5812

E5911

11/26（水）〜28（金）

11/26（水）〜28（金）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

オムロンＰＬＣ（ＣＪシリーズ）、
負荷装置（ミニコンベア、スイッチ、ランプ等）
＜ソフト＞ラダーサポートツール

（ＣＸ－Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ）

三菱シーケンサ（Ｑシリーズ）、
三菱製汎用インバータ、三相誘導電動機
＜ソフト＞ラダーサポートツール

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

オムロン製PLCを使用します

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

電動機/
シーケンス
制 御



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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タッチするだけではもの足りない！思い通りのタッチ画面を作ろう！

ＰＬＣによるインバータ制御プログラミングを主体に学びたい方向け

ＦＡシステム用タッチパネルとラダープログラ
ムとのデバイスデータ関連付け手法等を理解し、
実習を通してタッチパネル活用法を習得します。

インバータの概要からＶ／ｆ 制御方式を学び、
ＰＬＣプログラミングを主体としたインバータ
制御について習得します。

１．タッチパネルの概要
（１）タッチパネルの概要と特徴
（２）各種接続形態
（３）通信形態

２．作画実習
（１）接続形態の種類と接続方法
（２）実習装置構成

イ．ＰＬＣとタッチパネルの接続
ロ．通信設定

（３）画面作成およびPLCプログラミング
イ．画面構成
ロ．デバイス設定
ハ．数値入力・表示
ニ．部品登録
ホ．アラーム機能、セキュリティ機能

１．インバータ概要
（１）インバータの原理および利用方法
（２）各種パラメータの意味と設定
（３）インバータ単独運転による汎用モー

タ制御実習
（４）インバータのメンテナンス

２．ＰＬＣプログラミング
（１）ＰＬＣとの接続
（２）環境設定
（３）インバータ制御用プログラミング

イ．モータの運転方法
ロ．多段速運転方法
ハ．運転周波数設定方法
ニ．インバータデータのモニタ方法
ホ．インバータエラーリセット方法

３．実習課題
（１）現場に即した設計仕様の提示
 （例） ライン搬送システムなど
（２）自動制御運転および運用管理について
（３）入出力機器の接続、配線
（４）ＰＬＣによる回路設計（プログラム）
（５）画面設計、生産管理、アラームと対策
（６）試運転・デバッグ

３．総合実習
（１）実習課題の仕様について
 （実習制御盤の構成）
（２）ＰＬＣによるインバータ制御プログラ

ミング設計実習
イ．正転・逆転制御実習
ロ．３段速制御実習
ハ．可変速制御実習
ニ．インバータデータのモニタ実習
ホ．インバータパラメータの設定実習
ヘ．総合実習

（３）試運転・デバッグ・メンテナンス

『ＰＬＣ制御の回路技術』（Ｐ４８参照）を受講された方または同等以上の知識をお持ちの方

『ＰＬＣ制御の回路技術』（Ｐ４８参照）を受講された方または同等以上の知識をお持ちの方

PLCによるタッチパネル活用技術

PLC制御における実践的インバータ制御技術

ポリテクセンター関東　講師

ポリテクセンター関東　講師

10

10

13,000円

10,000円

E6112

E6211

2/24（火）〜26（木）

10/8（水）〜9（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

三菱タッチパネル、
三菱シーケンサ（Ｑシリーズ）
＜ソフト＞ ラダーサポートツール、

作画ソフトウェア

三菱シーケンサ（Ｑシリーズ）、
三菱製汎用インバータ、タッチパネル、
ＣＣ－Ｌｉｎｋ、三相誘導電動機
＜ソフト＞ラダーサポートツール

電動機/
シーケンス
制 御



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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μｍオーダの位置決めも可能

ＦＡネットワーク（ＣＣ－Ｌｉｎｋ、ＭＥＬＳＥＣ　ＮＥＴ／Ｈ）の構築方法を知ろう！

サーボモータによる位置決め制御の配線および
プログラミング方法を習得します。

制御装置と駆動機器やアクチュエータ間のデー
タリンク（装置制御） からその上位リンクであ
る「コントローラ間ネットワーク」のデータリ
ンク（生産制御） に関する知識および通信制御
のプログラミング手法を習得します。

１．概要
（１）サーボ
（２）位置決めシステムの概略設計
（３）構成機器

２．サーボシステム
（１）サーボアンプ

イ．サーボアンプの配線
ロ．パラメータの設定
ハ．ゲイン調整

（２）位置決めユニット
イ．位置決めユニットの配線
ロ．パラメータの設定
ハ．テスト運転

１．概要
（１）ＦＡ分野におけるネットワークの概要
（２）フィールド系ネットワークの概要
（３）コントローラ系ネットワークの概要
（４）ネットワークの標準化
（５）省配線によるデータ収集

２．フィールド系ネットワーク
（１）通信の種類と概要
（２）システム構成
（３）ビットデバイス局との交信

３．コントローラネットワーク
（１）通信の種類と概要
（２）システム構成
（３）データリンクによる交信
（４）ネットワーク診断
（５）トランジェント伝送、ルーティング

３．実習課題
（１）１軸の位置決め制御

イ．手動制御
ロ．原点復帰
ハ．位置決め制御

（２）試運転・デバッグ
（３）トラブル処理

４．総合課題
（１）２軸の位置決め制御
　　　（Ｘ－Ｙテーブル）

４．実習課題
（１）フィールド系ネットワークとコントローラ

系ネットワーク混在システム構築
（２）ネットワークの選定
（３）接続状態の確認
（４）動作確認、デバッグ

『ＰＬＣ制御の回路技術』（Ｐ４８参照）を受講された方または同等以上の知識をお持ちの方

『ＰＬＣ制御の回路技術』（Ｐ４８参照）を受講された方または同等以上の知識をお持ちの方

PLCによるサーボモータ制御の実務

PLCによるネットワーク構築技術

ポリテクセンター関東　講師

ポリテクセンター関東　講師

5

10

23,000円

15,000円

E6312

E6511

2/3（火）〜5（木）

3/10（火）〜12（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

三菱シーケンサ（Ｑシリーズ）、
ＱＤ７５位置決めユニット、
サーボアンプ（ＭＲ－Ｊ２Ｓ－Ａ）
＜ソフト＞ラダーサポートツール

三菱シーケンサ（Ｑシリーズ）、
ＣＣ－Ｌｉｎｋユニット、
ＭＥＬＳＥＣ　ＮＥＴ／Ｈユニット
＜ソフト＞ラダーサポートツール

電動機/
シーケンス
制 御



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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本コース受講後、『機械設計製図実践（寸法・公差編）』（下段参照）の受講をお勧めします

本コース受講の前に、『実践機械製図（形状編）』（上段参照）の受講をお勧めします

機械図面の作成時に求められるJIS規格に準じた
図解力と製図力を習得し、機械設計業務の効率
化をめざします。
※寸法に関しては、機械設計製図実践（寸法・
公差編） にて実施します。

JIS規格に準じた部品の組み立てにかかる基準や
寸法公差、はめあい、幾何公差および表面性状
に関する知識、技能を習得し、機械設計業務の
効率化をめざします。

１．概要
（１）訓練の目的
（２）投影法の確認
（３）製図規格の確認

２．機械製図上の留意事項
（１）図面より立体形状の実践的把握

イ．立体形状の把握方法
ロ．スケッチ手法

（２）３Ｄモデルより２Ｄ図面への効果的
図示法

イ．投影図の選択法
ロ．製造現場を意識した図形の配置方法

３．設計製図事例
（１）事例から学ぶ設計製図

イ．吊り手

１．概要
（１）訓練の目的
（２）専門的能力の確認
（３）問題点の整理

２．加工を考慮した機械製図
（１）加工を考慮した図の描き方、寸法記

入の仕方
イ．投影法の確認
ロ．製図規格の確認

（２）ワーストケースに学ぶ設計製図の能
力の向上

（３）複数事例の比較による設計製図能力
の向上

３．差別化を図るための寸法・幾何公差
（１）部品の測定による寸法・幾何公差の

感覚的な把握
（２）加工法に応じた加工精度の把握
（３）寸法・幾何公差の示し方

４． 実践的図面の描き方と組立てによる検証
（１）加工を考慮した図面の描き方

イ．金型の設計製図に関する事例
（２）組立を考慮した設計図面の描き方

イ．ツープレート金型

５．総合課題
（１）組立図および部品図の課題実習

イ．課題の提示とポイント
ロ．部品図の作成

（２）確認・評価・改善検討

４．時間コストを意識した表面性状
（１） "表面粗さ"から"表面性状"の移行
（２）実際の部品の測定による表面性状の

感覚的な把握
（３）表面性状とコスト
（４）表面性状の示し方

５．ものづくりのための機械要素製図
（１）締結要素の製図
（２）軸受・ハウジングの製図

６．総合課題
（１）組立図および部品図の課題実習

イ．課題の提示とポイント
ロ．部品図の作成

設計・ＣＡＤ業務に携わっている方またはその候補の方

設計・ＣＡＤ業務に携わっている方またはその候補の方

実践機械製図（形状編）

機械設計製図実践（寸法・公差編）

ポリテクセンター関東　講師

ポリテクセンター関東　講師

12

12

13,000円

11,000円

M0113
M0114

M0213
M0214

10/15（水）〜17（金）
　1/13（火）〜15（木）

10/28（火）〜30（木）
　1/27（火）〜29（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

A2ドラフター、製図用具一式

A2ドラフター、製図用具一式

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

本コース受講後、『機械設計製図実践（寸
法・公差編）』（下段参照）の受講をお勧めし
ます

本コース受講前に、『実践機械製図（形状
編）』（上段参照）の受講をお勧めします

機械製図/
設 計



講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

　概　要 カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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実例を交えながら、技術力向上の方向性を見つけ、今後役立つ考え方を学んでいきます！

機械・設備等の製造・保全の効率化をめざして、
現場の設計事例を基に、機械要素、材料力学等
の知識および技能を習得します。

１．概要
（１）訓練の目的
（２）専門的能力の確認
（３）問題点の整理

２．機械設計と設計上の留意事項
（１）設計の留意事項
（２）材料力学
（３）各種材料（鉄系材料） の特性および

選択方法
（４）許容応力と安全率
（５）材料の疲労、破損
（６）現場の設計事例から学ぶ設計上の留

意事項

３．機械要素、設計事例とその保全
（１）締結要素
（２）軸系要素（軸、軸受け、キー、スプ

ライン）
（３）動力伝達要素（歯車、ベルト伝導、

チェーン伝導）
（４）制動要素
（５）現場の設計事例から学ぶ設計上のポ

イント
（６）機械要素の保全

４．生産設計と設計事例
（１）生産設計
（２）加工方法の選択
（３）加工精度と表面
（４）各種加工方法（機械加工、溶接等）

による製品に対する設計上の注意
（５）現場の設計事例から学ぶ設計上のポ

イント

５． 機械・生産設計事例によるディスカッション
（１）設計事例の提示
（２）事例の検証

６．統括討議
（１）質疑応答
（２）訓練コース内容のまとめ
（３）講評・評価

機械設計または設備保全関連の業務に携わっている方またはその候補の方

現場に密着した機械・生産設計のノウハウ（機械要素・材料力学編）

アイエンジニアリング 株式会社
代表取締役　松浦 年宏

12 19,000円

M0311 12/8（月）〜10（水）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

プロジェクタ

関数電卓

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

機械製図/
設 計

※各コースのカリキュラム内容・空席状況などは、ホームページにてご確認ください。

http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html

（機械製図/設計、3DCAD①）

随時申し込み受付中です。空席わずかのコースもありますので、受講ご希望の場合はお早めにお申込ください。

8月 ＜３次元ＣＡＤ技術（サーフェス編）＞サーフェスを活用した製品設計
3次元ＣＡＤによる製品設計において、サーフェス機能は必須になっています。そ
こで本コースは、3次元設計支援システム（ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ） の効率化を図
るための、サーフェス機能を習得します。

講　師 株式会社 マインズ　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 24,000円
コース番号 日　程 時　間 使　用

機器等 ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ２０１０

M1212 8/25（月）〜27（水）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

受講者
持参品

9月 品質工学（パラメータ設計）の実践技術
製品設計業務の効率化・最適化をめざして、研究・開発、設計、生産技術、製造技術
の各分野で品質工学を実践するための手順を実験演習を通じて習得し、開発期間の圧縮
と市場におけるトラブルを未然に防ぐことを両立させる設計技術を習得します。

講　師 熊田技術士事務所　熊田 成人

定　員 10 受講料（消費税含） 23,000円
コース番号 日　程 時　間 使　用

機器等
電子ばかり、ストップウォッチ、パソコン、表計算ソフト、デジ
タルカメラ

M0511 9/24（水）〜26（金）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

受講者
持参品

まだ間に合います！8月〜9月開講コース



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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本コース受講後、『２次元ツールを活用した機械製図実践技術（図面構築手法編）』（下段参照）の受講をお勧めします

本コース受講の前に、『２次元ツールを活用した機械製図実践技術（製図手法編）』（上段参照）の受講をお勧めします

機械製図における2次元CADの活用による効率
化と生産性の向上をめざして、図面の作図方法、
効果的かつ効率的使用法について習得します。

２次元設計支援システム（AutoCAD） を効果的
に活用するための環境構築（寸法や印刷など各
種スタイルの設定と変更方法） の考え方や様々
な図面の構築手法（倍尺・縮尺図・異尺混合図
等） を習得します。

１．概要
（１）訓練の目的
（２）専門的能力の確認
（３）問題点の整理

２．設計支援システム概要
（１）ＣＡＤ化の意義

イ．手書きによる設計･製図とＣＡＤに
よる設計･製図

ロ．ＣＡＤ化の利点と欠点
（２） Designツールとしての活用と、

Draftingツールとしての活用
イ．DesignツールとDraftingツールの

違い
ロ．Designツールとして活用するため

のポイント

３． 機械設計製図のための作図･編集機能と
作図手法実習

（１）作図・編集主要機能
（２）各種作図手法

イ．機械図面で重要ポイントを押さえる
ための作図手法

ロ．設計意図を残すための作図手法

１．概要
（１）訓練の目的
（２）専門的能力の確認
（３）問題点の整理

２．設計支援システム概要
（１）ＣＡＤ化の意義

イ．手書きによる設計･製図とＣＡＤに
よる設計･製図

ロ．ＣＡＤ化の利点と欠点
（２）Designツ ー ルとして の 活 用と、

Draftingツールとしての活用
イ．DesignツールとDraftingツールの

違い
ロ．Designツールとして活用するため

のポイント

３． 機械図面作成のための図面データ構築
実習

（１）機械製図規格に基づいた図面構築の
ための図面データ環境構築

イ．機械図面に用いる用紙･図面尺度と 
図面範囲設定

ロ．機械図面に用いる線種と線種設定
ハ．機械図面の要素とレイヤ設定

ハ．補助投影図の作成などにおける座標
系を活用した効果的な作図手法

４． 機械図面作成のための図面データ構築
 実習

（１）機械図面における寸法記入法と寸法
オブジェクトの作成

イ．寸法記入法と、寸法オブジェクト作
成のための環境設定

ロ．特殊な寸法表記への対応方法
（２）機械図面固有のシンボル類の作成

イ．表面性状の現し方とシンボルの作成
ロ．幾何公差の現し方とシンボルの作成
ハ．シンボル類の作成におけるブロック

図形の活用

（２）種々の図形の表し方と図面データ構
築法

イ．縮尺･倍尺図面の作成とＣＡＤにお
ける尺度の考え方

ロ．詳細図など異なる尺度の図が混在
する図面データの作成

ハ．省略表記や特殊な図示法のある図
面データの作成

（３）部品図の図面間でのデータ活用

設計・ＣＡＤ業務に携わっている方またはその候補の方

設計・ＣＡＤ業務に携わっている方またはその候補の方

＜２次元ＣＡＤ技術＞２次元ツールを活用した機械製図実践技術（製図手法編）

＜２次元ＣＡＤ技術＞２次元ツールを活用した機械製図実践技術（図面構築手法編）

株式会社　マインズ
講師

株式会社　マインズ
講師

10

10

15,000円

15,000円

M0613
M0614

M0713
M0714

10/15（水）〜17（金）
　1/28（水）〜30（金）

11/5（水）〜　7（金）
3/16（月）〜18（水）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

ＡｕｔｏＣＡＤ２０１1

ＡｕｔｏＣＡＤ２０１1

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

本コース受講後、『２次元ツールを活用し
た機械製図実践技術（図面構築手法編）』

（下段参照）の受講をお勧めします

本コース受講の前に、『２次元ツールを活
用した機械製図実践技術（製図手法編）』

（上段参照）の受講をお勧めします

CAD
（2DCAD）



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。

55

３次元CADのモデリングコースです！ 本コース受講後、『３次元ツールを活用した組立設計技術』（下段参照）の受講をお勧めします

３次元CADのアセンブリ＆図面コースです！ 本コース受講の前に、『設計ツールによるモデリング技術』（上段参照）の受講をお勧めします

３次元設計支援システム（SolidWorks） を効果
的に活用し、設計業務の効率化を図るための環
境構築の考え方やモデル構築手順を習得します。

モデルデータの高品質化および設計業務の効率
化をめざして、３次元設計支援システムを効果
的に活用するためのアセンブリ構築の考え方や
様々なアセンブリ手法を習得します。

１．設計プロセス
（１）設計の流れ
（２）新規設計と流用設計
（３）設計ツールとしての３次元ＣＡＤ活用
（４）受講者の専門的能力の確認

２．３次元ＣＡＤデータが具備すべき条件
（１）３次元ＣＡＤの種類と特徴
（２）３次元ＣＡＤの形状表現
（３）３次元ＣＡＤにおける図面の活用
（４）３次元ＣＡＤデータの活用事例

３．ＣＡＤによる設計検証演習
（１）作業前の確認事項

イ．仕様の検討
ロ．設計基準の決定

（２）検討用図面の作成
（３）設計手順とＣＡＤモデル構築手順

イ．各形状の機能と重要度
（４）設計の各段階の検証項目とＣＡＤに

よる手法
イ．図面による位置（寸法） の検証
ロ．体積、表面積の検証
ハ．質量、重心の検証

１．3次元CAD概要
（１）部品モデルの構築手順
（２）アセンブリにおける3次元CAD活用

のポイント

２．構想設計実習
（１）課題の考察

イ．目的の明確化
ロ．仕様の検討および決定
ハ．構想図の作成
ニ．部品点数の確認およびリスト作成

３．詳細設計実習
（１）アセンブリ機能
（２）アセンブリによる部品構成の作成
（３）部品のモデリング
（４）モデル作成の各段階における仕様の

検証
（５）各ユニット・各部品の調整
（６）仕様の検証・評価・修正
（７）ユニット・部品の交換
（８）組立図・部品図の作成

４．設計変更演習
（１）設計変更とモデル構築手順の関係

イ．履歴と親子関係
ロ．設計変更と履歴

４．検証
（１）モデルの検証・評価・修正
（２）アセンブリの検証・評価・修正
（３）図面における検証・評価・修正

設計・ＣＡＤ業務に携わっている方またはその候補の方

設計・ＣＡＤ業務に携わっている方またはその候補の方

＜３次元ＣＡＤ技術（モデリング編）＞設計ツールによるモデリング技術

＜３次元ＣＡＤ技術（アセンブリ＆図面編）＞３次元ツールを活用した組立設計技術

株式会社 マインズ
講師

株式会社 マインズ
講師

10

10

24,000円

24,000円

M0813
M0814

M0913
M0914

10/8（水）〜10（金）
　1/7（水）〜　9（金）

10/27（月）〜29（水）
　2/3（火）〜　5（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ　２０１０

ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ　２０１０

３次元ＣＡＤのモデリングコースです
本コース受講後、『３次元ツールを活用し
た組立設計技術』（下段参照）の受講をお勧
めします

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ２０１０を使用いたします

３次元CADのアセンブリ＆図面コースです
本コース受講の前に、『設計ツールによる
モデリング技術』（上段参照）の受講をお勧
めします

ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ２０１０を使用いたします

CAD
（3DCAD）



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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3次元ＣＡＤによる配管設計をＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓを使用して習得します！

3次元ＣＡＤのサーフェスコースです！本コース受講前に、 『設計ツールによるモデリング技術』（Ｐ５５参照）の受講をお勧めします

プラント配管設計業務の効率化をめざして、ス
プール図およびＣＡＤによる３次元配管図面作
成に関する総合的かつ実践的な知識、技能を習
得します。

3次元ＣＡＤによる製品設計において、サーフェ
ス機能は、必須になっております。そこで本コー
スは、3次元設計支援システム（Ｓｏｌｉｄ
Ｗｏｒｋｓ） の効率化を図るための、サーフェ
ス機能を習得します。

１．配管の概論
（１）配管の種類と規格
（２）配管のサイズ
（３）配管材料
（４）バルブの種類と用途
（５）管フランジの種類と用途
（６）ガスケット・パッキンの種類と特性
（７）管用ねじ

２．配管設計
（１）配管ルートの決定方法
（２）配管部品の配置
（３）配管の支持方法
（４）配管の接続例
（５）誤配管、誤接続の防止
（６）流体と気体
（７）主な配管規格

３．配管図面
（１）投影法、等角投影図について
（２）製図規格の確認
　 　 ＪＩＳ　Ｂ００１１－１（配管の簡略

図示法－正投影図）
　 　 ＪＩＳ　Ｂ００１１－２（配管の簡略

図示法－等角投影図）

１．曲面の必要条件
（１）自由曲面・自由曲線の特徴と重要性
（２）意匠面とは
（３）自由曲面・自由曲線を作成する上で

の注意点

２．サーフェスモデリング
（１）曲面形状部品の製品設計の流れ
（２）サーフェスモデリングの主要機能
（３）各種曲面形状の作成法と特徴

　　　ＪＩＳ　Ｚ８２０９　（化学プラント
用配管図記号）

（３）安全上の留意事項
（４）専門的能力の確認

４．３次元ＣＡＤによる配管モデル作成実習
（１）３次元ＣＡＤによる作図要領
（２）正投影図から３次元配管モデルの課

題実習
（３）スプール図から３次元配管モデルの

課題実習
（４）３次元ＣＡＤによる配管図面
（５）部品リストの作成
（６）配管の干渉・クリアランスの確認

３．自由曲面の設計・検証実習
（１）曲線の種類と構成要素
（２）曲線の連続性と評価
（３）自由曲面の作成と接続性および評価
（４）寸法精度と滑らかさ
（５）課題実習

イ．図面データを基にした白紙からの曲
面製品の設計

ロ．滑らかさ・連続性を重視した自由曲
面の設計

ハ．自由曲面とソリッドの融合によるモ
デルの構築

設計・ＣＡＤ業務に携わっている方またはその候補の方

設計・ＣＡＤ業務に携わっている方またはその候補の方

＜３次元ＣＡＤ技術（ルーティング編）＞実践配管設計  NEW

＜３次元ＣＡＤ技術（サーフェス編）＞サーフェスを活用した製品設計

株式会社 マインズ
講師

株式会社 マインズ
講師

10

10

25,000円

24,000円

M1111

M1213
M1214

3/2（月）〜3（火）

11/26（水）〜28（金）
　3/11（水）〜13（金）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
　2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ２０１０

ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ２０１０

３次元ＣＡＤを扱ったコースです
本コース受講の前に、『設計ツールによる
モデリング技術』（Ｐ５５参照）の受講をお
勧めします

ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ２０１０を使用いたします

３次元ＣＡＤのサーフェスを扱ったコースです
本コース受講の前に、『設計ツールによる
モデリング技術』（Ｐ５５参照）の受講をお
勧めします

ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ２０１０を使用いたします

CAD
（3DCAD）



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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線形静解析（構造解析）をＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓを使用して学んでいきます！

熱解析に関する講義とＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ　Ｓｉｍｕｌａｔｉｏｎを使用して学んでいきます！

設計者向けのＣＡＥが注目されています。静的
な弾性問題における、変形および応力分布につ
いて考察するために必要な知識・技能を習得し
ます。
※ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓによるモデリングおよ
びアセンブリ操作が一通り可能な方に限ります。

製品設計業務の効率化・最適化をめざして、構造物
の熱に関する現象を理論的に理解し、熱解析につ
いての知識と熱解析におけるＣＡＥツールの適用
技術を習得します。
※ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓの基本操作が一通り可能で、
CAEの基礎知識を習得している方に限ります。

１．数値解析技術（ＣＡＥ概論）
（１）解析精度を重視した各種要素の効率

的なモデル化技術の習得
イ．ＣＡＥとプリ処理、ポスト処理

（２）解析結果の評価技術の習得
イ．線形と非線形

（３）各種荷重の生成手法の習得
イ．静的荷重と動的荷重

（４）要素の種類と要素数
（５）有限要素法について

２．モデル化指針
（１）モデル化概要と材料力学
（２）要素の種類とメッシュの分割の指針
（３）材料選択の指針
（４）境界条件の指針
（５）モデル簡素化

１．伝熱理論
（１）熱とは
（２）熱伝導
（３）対流
（４）放射（輻射）

２．熱伝導
（１）熱伝導のメカニズム
（２）熱伝導方程式
（３）定常熱伝導・非定常熱伝導

３．伝熱の数値解析法
（１）１次元熱伝導問題
（２）１次元非定常熱伝導問題

４．熱解析概要
（１）熱解析概要
（２）解析時の注意点

３．課題実習
（１）実習問題１（解析の流れ）
（２）実習問題２（円筒解析）
（３）実習問題３（材料変更）
（４）実習問題４（等分布荷重）
（５）実習問題５（アセンブリ解析）
（６）実習問題６（圧力定義）
（７）実習問題７（対称と逆対称）
（８）演習１（シリンダブロック）
（９）演習２（コンロッド）
（10） 演習３（Ｌ金具）

５．熱解析実習
（１）熱解析実習１
（２）熱解析実習２

イ．定常伝熱解析
ロ．材料変更による比較
ハ．境界条件（放射の考慮、冷却の考慮） 

 による比較
ニ．形状の違いによる結果比較

（３）熱解析実習３
イ．伝熱解析からの熱応力解析

３次元ＣＡＤを利用した線形静解析を習得されたい方

設計・ＣＡＤ業務に携わっている方またはその候補の方

＜ＣＡＥ技術（構造解析編）＞ＣＡＥを活用した構造解析技術（モデル化実践編）

＜ＣＡＥ技術（熱解析編）＞設計者のためのＣＡＥ活用技術（熱解析編）  NEW

株式会社 マインズ
講師

計算工房Kent　代表　岩崎 博
株式会社 マインズ　講師

10

10

33,000円

33,000円

M1312

M1511

11/19（水）〜21（金）

12/17（水）〜19（金）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ２０１０
ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ　Ｓｉｍｕｌａｔｉｏｎ

ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ２０１０
ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ　Ｓｉｍｕｌａｔｉｏｎ

ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ２０１０を使用いたします

３次元ＣＡＤを扱ったコースです
本コース受講の前に、『設計ツールによる
モデリング技術』（Ｐ５５参照）の受講をお
勧めします

ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ２０１０を使用いたします

CAD
（3DCAD）



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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３次元ＣＡＤのモデリングコースです！ 本コース受講後、『設計検証のためのアセンブリ活用実践技術』（下段参照）の受講をお勧めします

３次元CADのアセンブリ＆図面コースです！本コース受講前に、 『３次元ツールを活用した部品設計技術』（上段参照）の受講をお勧めします

設計・開発業務は、３次元ＣＡＤが必須の技術
となりつつあります。そこで本コースは、３次
元設計支援システム（ＣＡＴＩＡ　Ｖ５） を効
果的に活用し設計業務の効率化を図るための環
境構築やモデル構築手順を習得します。

３次元ＣＡＤによる業務が進むことによって、３次
元組立図（アセンブリ）が必要となる中、加工現場
等では２次元図面での授受も必要です。そこで本
コースは、３次元設計支援システム（ＣＡＴＩＡ　Ｖ
５）を効果的に活用し、設計業務の効率化を図る
ためにアセンブリ機能と図面化機能を習得します。

１．３次元CAD概要
（１）３次元CADの種類と特徴
（２）３次元CADの表現方法

２．３次元CADを活用した設計演習
（１）課題実習のための環境構築

イ．ワークベンチの概念
ロ．標準操作
ハ．種々の設定値の確認

（２）スケッチ
イ．３次元CADにおけるスケッチの役割
ロ．プロファイルについて
ハ．設計変更とスケッチ解析

（３）ソリッドモデリング
イ．スケッチベースとフィーチャー

（４）設計の各段階における検証
イ．モデルの編集と修正
ロ．マスプロパティ（体積・表面積な

ど） の検証
（５）課題演習

１．設計とは
（１）設計プロセス
（２）設計の流れと検証ツール

２．アセンブリを活用した製品設計
（１）ボトムアップアセンブリとトップダウ

ンアセンブリ
（２）設計に活かすためのアセンブリ

３．設計検証実習
（１）設計プロセスに沿ったアセンブリ活用術

イ．既存構成要素を追加
ロ．アセンブリ拘束
ハ．メインアセンブリにサブアセンブリ

を追加
ニ．保存管理
ホ．干渉チェックとクリアランスチェック
ヘ．外部参照

３．設計変更演習
（１）設計変更とモデル構築手順の関係

イ．履歴と親子関係
ロ．設計変更と履歴の編集

（２）課題演習

４．設計変更実習
（１）図面を活用した設計検証
（２）レイアウトのカスタマイズ
（３）寸法公差・幾何公差・仕上げ記号
（４）アセンブリと分解図の作成

設計・ＣＡＤ業務に携わっている方またはその候補の方

設計・ＣＡＤ業務に携わっている方またはその候補の方

＜３次元ＣＡＤ技術（モデリング編）＞３次元ツールを活用した部品設計技術

＜３次元ＣＡＤ技術（アセンブリ＆図面編）＞設計検証のためのアセンブリ活用実践技術

ポリテクセンター関東　講師

ポリテクセンター関東　講師

10

10

20,000円

14,000円

M1612

M1712

11/11（火）〜14（金）

12/15（月）〜16（火）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
4日間　計24時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

３次元ＣＡＤシステム
（ＣＡＴＩＡ　Ｖ５Ｒ２０）

３次元ＣＡＤシステム
（ＣＡＴＩＡ　Ｖ５Ｒ２０）

３次元ＣＡＤのモデリングコースです
本コース受講後、『設計検証のためのアセ
ンブリ活用実践技術』（下段参照）の受講を
お勧めします

ＣＡＴＩＡ　Ｖ５を使用いたします

３次元ＣＡＤのアセンブリ＆図面コースです
本コース受講前に、『３次元ツールを活用
した部品設計技術』（上段参照）の受講をお
勧めします

ＣＡＴＩＡ　Ｖ５を使用いたします

CAD
（3DCAD）



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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３次元ＣＡＤのサーフェスコースです！本コース受講前に 『３次元ツールを活用した部品設計技術』（Ｐ５８参照）の受講をお勧めします

３次元ＣＡＤのステップアップにお勧めします

３次元ＣＡＤによる製品設計において、サーフェ
ス機能は必須になっております。そこで本コー
スは、３次元設計支援システム（ＣＡＴＩＡ　
Ｖ５） を効果的に活用し、設計業務の効率化を
図るための、サーフェス機能を習得します。

設計において製造工程の考慮は必須です。その
一つとしてＣＡＭによる加工データ作成・工作
機械による製造があります。本コースでは、Ｃ
ＡＭによる加工定義や工作機械での実加工を通
して、設計に必要な加工知識を習得します。

１．曲面の必要条件
（１）自由曲面・自由曲線の特徴と重要性
（２）意匠面とは
（３）自由曲面・自由曲線を作成する上で

の注意点

２．サーフェスモデリング
（１）曲面形状部品の製品設計の流れ
（２）サーフェスモデリングの主要機能
（３）各種曲面形状の作成法と特徴

３．自由曲面の設計・検証実習
（１）曲線の種類と構成要素
（２）曲線の連続性と評価
（３）自由曲面の作成と接続性および評価
（４）寸法精度と滑らかさ

１．設計と加工
（１）設計と加工概要
（２）加工性を考慮したモデルの作成法

２．２．５軸ＣＡＭ
（１）ＮＣマニファクチャリング機能（ＰＭＧ）
（２）輪郭加工、ポケット加工、平面加工、

穴あけ加工のポイント
（３）課題モデルのパス作成
（４）課題加工
（５）輪郭、ポケット加工、穴形状を有す

る製品の設計上の注意点

３．３軸ＣＡＭ
（１）ＮＣマニファクチャリング機能（ＳＭＧ）
（２）等高線荒加工、再荒加工、走査線加

工、スパイラル加工
（３）課題モデルのパス作成
（４）課題加工
（５）鏡面形状を有する製品の設計時の注

意点

（５）課題実習
イ．図面データを基にした白紙からの曲

面製品の設計
ロ．滑らかさ・連続性を重視した自由曲

面の設計
ハ．自由曲面とソリッドとの融合による

モデルの構築

設計・ＣＡＤ業務に携わっている方またはその候補の方

３次元ＣＡＤ／ＣＡＭを利用したＮＣ加工データ作成を習得されたい方

＜３次元ＣＡＤ技術（サーフェス編）＞サーフェスを活用した製品設計

＜３次元ＣＡＤ／ＣＡＭ技術＞設計者のためのＣＡＭ実践技術  NEW

ポリテクセンター関東　講師

株式会社 テクスパイア　講師

10

5

17,000円

18,000円

M1812

M2011

2/23（月）〜25（水）

3/5（木）〜6（金）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

３次元ＣＡＤシステム
（ＣＡＴＩＡ　Ｖ５Ｒ２０）

３次元ＣＡＤ／CAMシステム
ＣＡＴＩＡ Ｖ５Ｒ２０（ＰＭＧ、ＳＭＧ）
ロボドリル

３次元ＣＡＤのサーフェスコースです
本コース受講前に『３次元ツールを活用し
た部品設計技術』（Ｐ５８参照）の受講をお
勧めします

ＣＡＴＩＡ　Ｖ５を使用いたします

ＣＡＴＩＡ Ｖ５によるＣＡＭ技術です

CAD
（3DCAD）



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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３次元ＣＡＤのアセンブリ＆図面コースです！本コース受講前に、 『製品設計のための３次元検証技術（ソリッド編）』（前期、Ｐ６４参照）の受講をお勧めします

ＣＡＤデータ変換について学びたい方にお勧めです！

３次元ＣＡＤによる業務が進むことによって、３次
元組立図（アセンブリ）が必要となる中、加工現場
等では２次元図面での授受も必要です。そこで本
コースは、３次元設計支援システム（ＮＸ7.5）を効
果的に活用し、設計業務の効率化を図るためにア
センブリ機能と図面化機能を習得します。

ＣＡＤデータを異なるＣＡＤシステムにおいて、可能な
限り正確なデータ変換を行うことが重要です。ＣＡＤ
データ変換を正確に行うために必要な、ＣＡＤによる
形状の表現方法、中間ファイルの表現方法や変換
手法を学びます。また、データ変換専用ソフトでの
データ変換方法も習得します。（ＣＡＤＤｏｃｔｏｒ）

１．設計とは
（１）設計プロセス
（２）設計の流れと検証ツール

２．アセンブリを活用した製品設計
（１）ボトムアップアセンブリとトップダウ

ンアセンブリ
（２）設計に活かすためのアセンブリ

３．設計検証実習
（１）設計プロセスに沿ったアセンブリ活用術

イ．既存構成要素を追加
ロ．アセンブリ拘束
ハ．メインアセンブリにサブアセンブリ

を追加
ニ．保存管理
ホ．干渉チェックとクリアランスチェック
ヘ．外部参照

1.データ交換の概要
（１）コース概要
（２）データ交換の種類

イ．ダイレクトトランスレータ
ロ．中間ファイル

２．中間ファイル
（１）中間ファイルの種類と特徴
（２）モデリングカーネル

３．形状処理
（１）幾何形状表現
（２）連続性
（３）交点計算

４．設計変更実習
（１）図面を活用した設計検証
（２）レイアウトのカスタマイズ
（３）寸法公差・幾何公差・仕上げ記号
（４）アセンブリと分解図の作成

４．トラブル要因とその対応
（１）企業におけるデータ交換の実態と問

題点
（２）データ授受におけるトラブル
（３）トラブル原因とその対応
（４）ＰＤＱガイドライン
（５）データ品質向上のための社内ルール

づくり

５．変換演習（ＣＡＤＤｏｃｔｏｒ）
（１）複数のＣＡＤシステム間でのデータ

の受け渡し
（２）形状の確認と修正
（３）形状作成のポイント

設計・ＣＡＤ業務に携わっている方またはその候補の方

３次元ＣＡＤデータ変換に携わる方または携わっている方

＜３次元ＣＡＤ技術（アセンブリ＆図面編）＞設計検証のためのアセンブリ活用実践技術

形状品質を考慮した設計データ変換技術

株式会社 マクシス・シントー　講師

株式会社 エリジオン　講師

10

5

21,000円

13,000円

M2212

M2311

10/23（木）〜24（金）

10/2（木）〜3（金）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

３次元ＣＡＤシステム
（ＮＸ７. ５）

３次元データ変換・活用ツール 
ＣＡＤＤｏｃｔｏｒ

３次元ＣＡＤのアセンブリ＆図面コースです
本コース受講前に、『製品設計のための３
次元検証技術（ソリッド編）』（Ｐ６４参照）
の受講をお勧めします

ＮＸ７.５を使用いたします

ＣＡＤデータ交換でお悩みの方に最適です

データ変換

CAD
（3DCAD）



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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プラスチック部品設計・プラスチック製品の営業や生産技術を担当する方にお勧めです！

理論から実技を通じて、現場での実践的な設計スキルを身に付ける！

射出成形プラスチック部品における成形材料、
成形不良、製品強度および金型製作を考慮に入
れた成形品の設計方法を習得します。

射出成形用金型における設計作業の技能高度化
をめざして、射出成形や成形品設計を理解し、
更に不良が出にくい成形品設計や金型設計のノ
ウハウを習得します。

１．プラスチック部品設計に必要な材料知識
（１）高分子・プラスチック・合成樹脂に

ついて
（２）プラスチックの種類

イ．製造法　
ロ．汎用プラスチック、エンジニアリン

グプラスチック
ハ．成形材料

（３）プラスチックの性質
イ．結晶性、非晶性、ガラス転位点
ロ．引張・曲げ・衝撃・クリープ・疲労

破壊
ハ．寸法安定性・硬さ・摩擦摩耗・耐

薬品・耐紫外線
ニ．材料の物性値を見る場合の注意

（４）プラスチック材料の選び方と事例
イ．要求性能の明確化　
ロ．材料選定のポイント

２．プラスチック射出成形品
（１）各種成形法
（２）射出成形を理解する必要性

イ．成形工程　
ロ．射出能力・射出装置・型締装置

１．プラスチック成形概論
（１）プラスチックの種類、特徴、用途
（２）プラスチック成形法

２．射出成形概論
（１）射出成形機
（２）射出成形の概要
（３）射出成形品の品質
（４）成形機の選定

３．金型設計と成形品の設計
（１）成形品の肉厚
（２）成形収縮率
（３）パーティングライン
（４）抜き勾配
（５）リブ・ボス
（６）アンダーカット

（３）金型設計
イ．金型設計を考慮した製品設計
ロ．成形できる成形品設計
ハ．強度トラブルのない設計

（４）外観不良と対策

３．部品設計
（１）力学的性質を考慮した設計
（２）環境応力亀裂を考慮した設計
（３）強度設計上の注意点

イ．肉厚　
ロ．シャープコーナ　
ハ．ウェルドライン
ニ．インサート　
ホ．再生材　
へ．塗装品　
ト．接着部

（４）機能寸法という考え方

４．設計実習
（１）部品形状変更課題
（２）設計計算課題

４．金型の構造
（１）金型の種類

イ．ツープレート金型
ロ．スリープレート金型
ハ．ランナレス金型

（２）金型材料
（３）金型設計の流れ

５．金型構想設計
（１）スプル・ランナー・ゲート
（２）金型温度調節
（３）成形品の取り出し
（４）アンダーカットの処理
（５）成形機の選定
（６）抜き勾配

６．金型設計実習
（１）課題の提示とポイント
（２）金型構想設計
（３）組立図の設計
（４）確認・評価・改善検討

プラスチック部品設計者、射出成形金型設計者、射出成形加工業務に携わっている方

射出成形や成形品設計および金型設計製造に従事する技能・技術者の方またはその候補の方

プラスチック射出成形部品設計

射出成形用金型設計技術

ポリテクセンター関東　講師

株式会社 ＭＤＣ
代表取締役　鈴木 次郎

10

10

16,000円

23,000円

M2412

M2512

10/20（月）〜22（水）

1/13（火）〜15（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

射出成形機

製図用具、射出成形用金型、
プラスチック材料、各種成形品

射出成形



講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

　概　要 カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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今後、プラスチック射出成形金型分野でより一層の需要が見込まれるホットランナ金型について実施します

「ホットランナ」はランナをゴミとして出さずに成形
できるため、材料費の削減や環境負荷の低減など
が強く求められている現在、有効な手段の１つで
す。本コースでは、実例紹介を通して、ポイントの
理解と具体的なレイアウト・熱設計などの導入を成
功させるために重要な要素を中心に習得します。

１．ホットランナ金型の概要
（１）ホットランナ金型の仕組み
（２）ホットランナを組み込む際の留意事項
（３）各種ゲート、種類と特徴
（４）マニホールドの構造、設計
（５）熱量計算の方法

２．ホットランナ設計実習
（１）ホットランナ金型による成形実演
（２）ホットランナレイアウト設計実習
（３）熱量計算実習

３．ホットランナ導入事例
（１）ホットランナ導入事例

プラスチック部品設計者、射出成形金型設計者、射出成形加工業務に携わっている方

実例で学ぶホットランナ金型導入・設計技術  NEW

株式会社 ＭＤＣ
代表取締役　鈴木 次郎

10 16,000円

M2611 2/9（月）〜10（火）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

製図用具、射出成形用金型、
プラスチック材料、各種成形品

射出成形

※各コースのカリキュラム内容・空席状況などは、ホームページにてご確認ください。

http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html

随時申し込み受付中です。空席わずかのコースもありますので、受講ご希望の場合はお早めにお申込ください。

9月 ＜ＣＡＥ技術（固有値解析編）＞設計者のためのＣＡＥ活用技術（固有値解析編）  NEW
設計者向けのＣＡＥが注目されています。設計段階において、共振現象に陥る原
因となる固有の振動数を考察するために必要な知識・技能を習得します。
※ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓの基本操作が一通り可能で、CAEの基礎知識を習得して
いる方に限ります。

講　師
計算工房Kent　代表　岩崎 博

株式会社 マインズ　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 26,000円
コース番号 日　程 時　間 使　用

機器等
ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ２０１０
ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ　Ｓiｍuｌａｔｉｏｎ

M1411 9/11（木）〜12（金）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

受講者
持参品

9月 ＜ＣＡＥ技術（構造解析編）＞ＣＡＥを活用した構造解析技術（モデル化実践編） 
設計者向けのＣＡＥが注目されています。静的な弾性問題における、変形および
応力分布について考察するために必要な知識・技能を習得します。
※ＣＡＴＩＡ Ｖ５によるモデリングおよびアセンブリ操作が一通り可能な方に限
ります。

講　師
株式会社 計算力学センター　技術部　講師

ポリテクセンター関東　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 23,000円

コース番号 日　程 時　間 使　用
機器等

３次元ＣＡＤシステム
ＣＡＴＩＡ Ｖ５Ｒ２０（ＧＰＳ、ＧＡＳ）

M1911 9/2（火）〜4（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

受講者
持参品

まだ間に合います！8月〜9月開講コース
（3DCAD②）



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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１人１台汎用旋盤を使用し、加工を行う実習中心のコースです

１人１台フライス盤を使用し、加工を行う実習中心のコースです

部品加工や治工具製作における旋盤作業の技能
高度化をめざして、加工方法の検討や段取り等
を通して、実践的な旋盤作業（外径切削） に関
する問題解決能力を習得します。

部品加工や治工具製作におけるフライス盤作業
の技能高度化をめざして、加工方法の検討や段
取り等を通して、実践的なフライス盤作業に関
する問題解決能力を習得します。

１．切削加工概論
（１）切削加工概論、専門的能力の確認
（２）切削の３条件
（３）切削工具および被削材
（４）構成刃先について
（５）熱の影響について

２．心出し作業
（１）四爪チャックの心出し作業
（２）加工工程と心出し精度

３．高精度部品の加工工程
（１）課題図面の説明
（２）加工工程の検討
（３）切削条件の検討
（４）切削工具の検討
（５）測定器の選択

１．切削加工概論
（１）切削加工概論および専門的能力の確認
（２）切削の３条件
（３）切削工具および被削材

２．高精度部品の加工工程
（１）課題図面の説明
（２）加工工程の検討
（３）切削条件の検討
（４）切削工具の検討
（５）測定器の選択

３．精密加工実習
（１）精密六面体の加工（正面フライス加工）

イ．直角度優先加工
ロ．平行度優先加工

（２）段付削り（エンドミル加工）
（３）直溝削り（エンドミル加工）

４．精密加工実習
（１）外径削り
（２）段付削り
（３）ねじ切り
（４）テーパ削り
（５）偏心削り

５．仕上げ面精度の確認・評価
（１）表面粗さの規格
（２）表面粗さの評価

４．製品評価
（１）寸法精度
（２）形状精度

イ．直角度
ロ．平行度

（３）表面粗さの規格
（４）表面粗さの評価

図面が読め、各種測定器（スケール、ノギス、マイクロメータ）の取り扱いができる方

図面が読め、各種測定器（スケール、ノギス、マイクロメータ）の取り扱いができる方

旋盤精密加工技術

フライス盤精密加工技術

ポリテクセンター関東 講師

ポリテクセンター関東 講師

9

6

23,000円

25,000円

M2812
M2813

M3011

10/6（月）〜10（金）
　2/2（月）〜　6（金）

3/9（月）〜12（木）

9：15〜16：00
最終日9：15〜15：00

（休憩45分間含）
5日間　計29時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
4日間　計24時間

普通旋盤、各種バイト、測定器具、
表面粗さ測定機

フライス盤、各種工具、測定器具、
表面粗さ測定機

作業服、作業帽子、安全靴、関数電卓

作業服、作業帽子、安全靴、関数電卓

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

汎用加工



講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

　概　要 カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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実験と測定を通して、フライス加工の理論を身に付けるコースです

フライスの切削現象を理解し、加工方法や段取
り等におけるトラブル防止や問題発生時に即応
できる能力を習得します。

１．フライス加工概論
（１）切削加工概論

イ．切削加工の３条件および、被削材
料と工具材料の諸特性

ロ．構成刃先について
ハ．切削抵抗について
ニ．仕上面の生成

（２）フライス加工の切削特性

２．正面フライスによる加工技術
（１）正面フライス加工について

イ．正面フライスの工具形状（切れ刃形
状と切削特性）

ロ．正面フライス加工における仕上面
ハ．工具損傷とトラブルシューティング
ニ．段取りにおける注意事項

（２）検証実習内容の提示とポイント
イ．同時切削刃数の影響
ロ．平削りと肩削りの切削特性
ハ．表面粗さへの影響（チップ材種、

副切れ刃）
ニ．正面フライス加工におけるクーラン

トの影響
（３）検証実習データのまとめと考察

３．エンドミルによる加工技術
（１）エンドミル加工について

イ．エンドミルの工具形状
ロ．アップカットとダウンカットの切削

特性
ハ．エンドミルに作用する切削抵抗
ニ．トラブルシューティング
ホ．段取りにおける注意事項

（２）検証実習内容の提示とポイント
イ．アップカットとダウンカットの特徴

と加工精度
ロ．刃数とうねりの関係
ハ．ラフィングエンドミルの特徴
ニ．ねじれ角の違いによる切削特性

（３）検証実習データのまとめと考察

切削加工（主にフライス加工）に携わっている方

切削加工の検証（フライス編）

ポリテクセンター関東 講師

10 16,000円

M3211 11/18（火）〜20（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

フライス盤、マシニングセンタ、
正面フライス、各種チップ、
エンドミル、動力計、表面粗さ測定機、
マイクロスコープ

作業服、作業帽子、安全靴、関数電卓

切削理論

まだ間に合います！8月〜9月開講コース
（3DCAD③、射出成形）

※各コースのカリキュラム内容・空席状況などは、ホームページにてご確認ください。

http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html

随時申し込み受付中です。空席わずかのコースもありますので、受講ご希望の場合はお早めにお申込ください。

9月 ＜３次元ＣＡＤ技術（モデリング編）＞製品設計のための３次元検証技術（ソリッド編）
設計・開発業務は、３次元ＣＡＤが必須の技術となりつつあります。そこ
で本コースは、３次元設計支援システム（NX7.5） を効果的に活用し、
設計業務の効率化を図るための環境構築やモデル構築手順を習得します。

講　師 株式会社 マクシス・シントー　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 22,000円
コース番号 日　程 時　間 使　用

機器等 ３次元ＣＡＤシステム（NX7.5）

M2112 9/16（火）〜18（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

受講者
持参品

9月 ＜ＣＡＥ技術（樹脂流動解析編）＞製品・金型設計に活かすプラスチック射出成形ＣＡＥ技術
プラスチック射出成形における、樹脂流動解析について学びます。特に
プラスチック部品設計時における樹脂の流れや、充填時間、最適なゲー
ト位置、ウエルドラインやエアトラップの予測を行います。（TIMON　
Mold　Designer、３DTIMON）

講　師
東レエンジニアリング 株式会社

CAEソフト事業部　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 24,000円

コース番号 日　程 時　間 使　用
機器等

樹脂流動解析ソフト　ＴＩＭＯＮ　Ｍｏｌｄ　Ｄｅｓｉｇｎｅｒ
３ＤＴＩＭＯＮ

M2711 9/8（月）〜10（水）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

受講者
持参品



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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NC加工

溶 接

マニュアルプログラミングにより作成したプログラムで加工を行うコースです

NC旋盤加工におけるNCプログラム作成に関す
る知識と、作成したプログラムを用いて、機械
操作を行い、段取りから加工までできる能力を
習得します。

１．概要
（１）ＮＣ旋盤概要
（２）切削加工概要
（３）安全上の留意事項

２．各種機能と応用
（１）主軸・送り・工具・準備・補助機能
（２）荒加工用プログラム作成方法および

注意点
（３）仕上げ加工用プログラム作成方法お

よび注意点
（４）手動ノーズＲ補正
（５）単一固定サイクル

３．プログラミング課題実習
（１）課題提示および注意点
（２）表面粗さ、幾何公差、加工精度等
（３）加工工程の検討
（４）疑問点、問題点の抽出
（５）プログラミング

４．加工実習
（１）受講者個人ごとの加工作業の確認と

検討
イ．プログラムチェック方法の確認と検討
ロ．テストカット方法の確認と検討
ハ．課題加工

図面が読め、各種測定器（スケール、ノギス、マイクロメータ）の取り扱いができる方

NC旋盤技術（プログラム〜加工編）

ポリテクセンター関東 講師

10 21,000円

M3312 1/26（月）〜1/30（金）

9：15〜16：00
最終日9：15〜15：00

（休憩45分間含）
5日間　計29時間

ＮＣ旋盤、各種切削工具、
各種測定機器

作業服、作業帽子、関数電卓、安全靴

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

理論から実技までTIG溶接について学ぼう！

ＴＩＧ溶接作業の技能高度化をめざして、現在
の習熟度を確認し、その結果に基づいてステン
レス鋼のＴＩＧ溶接作業の各種継手の溶接を行
い、適正なＴＩＧ溶接施工に関する技能と実際
に起こりうる品質上の問題点の把握および解決
手法を習得します。

１．コース概要および留意事項
（１）訓練の目的
（２）専門的能力の現状確認
（３）問題点の整理

２．ＴＩＧ溶接技術
（１）ＴＩＧ溶接のしくみ、溶接電源および

装置について
（２）溶加棒およびシールドガスの選び方
（３）タングステン電極の選び方および先

端形状
（４）ＴＩＧ溶接施工における問題点および

解決法について

３．ステンレス鋼種選定のポイント
（１）ステンレス鋼の種類と適用時の留意点
（２）使用目的による選定
（３）形状による鋼種の選定

４．溶接施工・実習
（１）指定脚長のすみ肉溶接施工

イ．Ｔ字継手・重ね継手・角継手の溶接
施工

ロ．適性条件の把握
（２）完全溶け込み突合せ溶接施工法

イ．下向きによる溶接施工
ロ．各種姿勢による溶接施工
ハ．適性条件の把握

５．溶接欠陥と対策
（１）諸因子の影響
（２）欠陥の原因と対策
（３）溶接施工における留意事項と問題解

決手法

ＴＩＧ溶接作業に従事する技能・技術者の方またはその候補の方

TIG溶接実践技術（ステンレス鋼板材編）

ポリテクセンター関東　講師

9 15,000円

M3712 10/28（火）〜29（水）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

TIG溶接装置一式、安全保護具、器
工具一式

作業帽子、安全靴、作業服

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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溶 接

油空圧

理論から実技までTIG溶接について学ぼう！

現在の習熟度を確認し、その結果に基づいてア
ルミニウム合金のＴＩＧ溶接作業の各種継手の
溶接を行い、自己確認を行いながら溶接条件の
確認等を行うことにより、適正なＴＩＧ溶接施
工に関する技能と実際に起こりうる品質上の問
題点の把握および解決手法を習得します。

１．コース概要および留意事項
（１）訓練の目的
（２）専門的能力の現状確認
（３）問題点の整理

２．関連知識
（１）ＴＩＧ溶接装置の一般知識
（２）溶加棒およびシールドガスの選び方
（３）タングステン電極の選び方および形状
（４）ＴＩＧ溶接施工における問題解決への

プロセス

３．アルミニウム合金選定のポイント
（１）アルミニウム合金の種類と適用時の留

意点
（２）使用目的による選定
（３）形状による選定

４．溶接施工・実習
（１）設計指定脚長のすみ肉溶接施工法

イ．Ｔ字継手・重ね継手・角継手の溶
 接施工

（２）完全溶込み突合せ溶接施工法
イ．下向きによる溶接施工
ロ．各種姿勢による溶接施工

５．溶接欠陥と対策
（１）諸因子の影響
（２）欠陥の原因と対策
（３）溶接施工における留意事項と問題対策

ＴＩＧ溶接作業に従事する技能・技術者の方またはその候補の方

TIG溶接実践技術（アルミニウム合金板材編）

ポリテクセンター関東　講師

9 15,000円

M3812 10/30（木）〜31（金）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

TIG溶接装置一式、安全保護具、
器工具一式

作業帽子、安全靴、作業服

空気圧機器の全空圧制御技術と機器の特性を学ぶ

空気圧システムの最適化をめざして、空気圧機
器の構造・作動原理・ＪＩＳによる回路図記号
を理解した上で、実機に用いられる主要な制御
回路の構成、動作特性を理解し、装置のトラブ
ル防止や問題解決･改善に対応した職務を遂行で
きる能力を習得します。

１．コース概要および留意事項
（１）本コースの目的
（２）留意事項
（３）専門的能力の確認

２．空気圧の概要
（１）空気の利用
（２）空気圧に関する種々の原理・原則

３．空気圧機器の構成
（１）空気圧機器の構成
（２）空気圧制御システム
（３）空気圧機器

４．空気圧機器の制御
（１）単動シリンダの制御を通した論理回路

イ．単動シリンダの制御方法と特徴
ロ．方向切替弁の種類と特徴
ハ．論理式、真理値表
二．論理式と制御回路

５．総合課題
（１）空気圧装置の構成
（２）実機（トランスファーマシン） を想

定した電気空気圧回路の作成
イ．複動シリンダの往復動作回路の構

 築・制御および検証
ロ．複数のシリンダにおけるシーケンス

 回路の構築・制御および検証
ハ．圧力検出・遅延・連続運転・中間

 停止回路の構築・制御および検証
（３）動作検証

空気圧装置の組立や保全業務などに従事する方

空気圧実践技術

ポリテクセンター関東 講師

10 15,000円

M4012
M4013

10/　7（火）〜　9（木）
11/18（火）〜20（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

空気圧トレーニングキット、
空気圧機器カットモデル等

作業服

全空気圧制御機器の実習装置で実
施します



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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油空圧

全空気圧制御のトラブルシューティング技術やメンテナンス方法を学ぶ

空気圧システムの最適状態の維持をめざして、
空気圧機器の構造・作動原理などを理解した上
で、実機に用いられる主要な制御回路の構成、
動作特性を理解し、装置のトラブル防止や問題
解決・改善に対応した職務を遂行できる能力を
習得します。

１．概要
（１）空気圧の特徴
（２）圧縮空気の管理

２．空気圧調質ユニット
（１）フィルタ、レギュレータ、ルブリケータ
（２）トラブル現象と原因・対策

３．空気圧制御機器
（１）方向制御弁、流量制御弁、センサ、

その他
（２）トラブル現象と原因・対策

４．空気圧アクチュエータ
（１）空気圧シリンダ
（２）トラブル現象と原因・対策

５．空気圧回路とトラブル
（１）空気圧制御回路、電気制御回路
（２）トラブル現象と原因・対策
（３）トラブル事例
（４）日常の保全管理

６．実習（グループ単位で行う）
（１）ＦＲＬユニットの分解・組立、点検、

調整、トラブル現象と原因・対策の
検討

（２）電磁弁の分解・組立、点検、調整、
トラブル現象と原因・対策の検討

（３）空気圧シリンダの分解・組立、点検、
調整、トラブル現象と原因・対策の
検討

（４）空気圧回路、電気制御回路の組立、
運転、調整、トラブル現象と原因・
対策の検討

空気圧装置の運転や製造、保全の業務などに従事する方

空気圧装置メンテナンスとトラブルシューティング

ポリテクセンター関東 講師

10 15,000円

M4111 3/10（火）〜12（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

空気圧トレーニングキット、
空気圧機器等

作業服

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

基礎知識から実機制御回路の動作特性まで実践的なスキルを身に付ける！

油圧機器の構造、作動原理、ＪＩＳによる回路
図記号を理解した上で、実機に用いられる主要
な制御回路の構成、動作特性を実践的に習得し
ます。

１．油圧の概要
（１）専門的能力の確認
（２）油圧の利用
（３）油圧装置の基本構成
（４）油圧を扱うに必要な原理・原則・公式

２．作動油
（１）作動油の種類とその特徴
（２）作動油の粘度と粘度指数
（３）作動油の適正使用
（４）油の圧縮性について
（５）コンタミナントによる影響

３．実践実習
（１）油圧回路の構成

イ．仕事の３要素と油圧の５要素について
（２）特性実験実習

イ．回路圧とポンプ吐出し量の測定と特 
 性解析

ロ．負荷圧とリリーフ量の測定と特性解析
ハ．流量特性と運動速度の特性解析

（３）昇降装置を想定した課題
イ．方向制御弁による昇降運動の制御

方法
ロ．速度制御手法の違いによる動作特

性の検証
ハ．中間停止回路およびアンロード回路

の特性の検証
二．重量荷重におけるアクチュエータの

位置保持回路

４．まとめ
（１）講評および確認・評価

イ．重量荷重におけるアクチュエータの
位置保持回路

（２）まとめ

油圧回路参考図　（ベントアンロード回路）

油圧装置の組立・保全業務などに従事する技能・技術者の方またはその候補の方

製造技術者のための油圧実践技術

ポリテクセンター関東 講師

10 15,000円

M4214
M4215

12/9（火）〜11（木）
　1/19（月）〜21（水）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

油圧実習装置、
油圧機器カットモデル等

作業服

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。

68

測 定

切削加工したサンプルワークの測定から、測定機の使用方法、測定結果と切削加工との関係を身に付けるコースです

真円度測定機・形状測定機・粗さ測定機を用いて、
切削加工で作成したサンプルを測定し、各測定
機の使用と測定について習得します。

１．形状測定の重要性
（１）形状測定とは
（２）形状測定の特徴と重要性
（３）形状測定関連の規格
（４）計測のトレーサビリティ

２．切削加工と形状精度
（１）各種切削加工法
（２）加工方法および加工条件と形状精度

の関係
（３）加工方法および加工条件と表面性状

の関係

３．幾何形状測定
（１）幾何偏差の定義
（２）真円度測定機

イ．真円度測定機の原理と構造
ロ．真円度の評価方法
ハ．その他の幾何偏差

（３）輪郭形状測定機
イ．輪郭形状測定機の原理と構造
ロ．輪郭度およびその他の幾何偏差

４．表面性状測定
（１）表面性状に関する定義とパラメータ
（２）表面粗さ測定機

イ．表面粗さ測定機の原理と構造
ロ．表面性状の評価方法

５．測定実習
（１）測定サンプルの提示と実習のポイント
（２）真円度測定機による測定実習
（３）輪郭・表面粗さ測定機による測定実習
（４）測定結果から加工方法および加工条

件の評価・考察

測定作業に携わっている方またはその候補の方

精密測定技術（形状測定編）

株式会社 東京精密　講師
ポリテクセンター関東 講師

10 12,000円

M4511 2/25（水）〜26（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

真円度測定機（RA－2200：ミツトヨ）
輪郭・表面粗さ測定機（S2000DX－
12：東京精密）

各種測定器の正しい使用方法について身に付けるコースです

精密測定の理論を活用し、測定器の定期検査方
法を含めた正しい取り扱いと測定方法、データ
活用、誤差要因とその対処法などを習得します。

１．測定の重要性
（１）測定と計測について

イ．計測と測定
ロ．測定におけるトレーサビリティ
ハ．測定と検査

２．測定実習
（１）測定誤差の原因と対策

イ．測定環境
ロ．寸法測定の誤差要因
ハ．各要因に対する対策方法

（２）測定器の精度と特性
イ．長さ基準とは
ロ．測定器の信頼性
ハ．測定器の選択

（３）ノギス、ハイトゲージ、マイクロメー
タ、ブロックゲージ、ダイヤルゲージ
での測定

イ．構造、取扱い、調整
ロ．器差、アッベの原理など
ハ．熱的影響による誤差の測定
ニ．ブロックゲージの取扱い

３．定期検査・校正
（１）定期検査・校正方法と検査用工具

イ．マイクロメータの検査と校正
ロ．ノギスの器差
ハ．ダイヤルゲージの検査と校正

測定作業に携わっている方またはその候補の方

精密測定技術（長さ測定編）

ポリテクセンター関東 講師

12 10,000円

M4414
M4415

10/7（火）〜　8（水）
　2/18（水）〜19（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

スケール、ノギス、マイクロメータ、
ダイヤルゲージ、ブロックゲージ、
その他

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに



講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

　概　要 カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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測 定

※各コースのカリキュラム内容・空席状況などは、ホームページにてご確認ください。

http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html

まだ間に合います！8月〜9月開講コース
（NC加工、油空圧）

随時申し込み受付中です。空席わずかのコースもありますので、受講ご希望の場合はお早めにお申込ください。

9月 機械加工技術（マシニングセンタプログラミング編）
マシニングセンタ加工におけるNCプログラムに関する知識とプログラムを作成す
る能力を習得します。また、ＮＣプログラムを作成する際に必要となる切削条件
や切削理論についても習得します。

講　師 ポリテクセンター関東 講師

定　員 10 受講料（消費税含） 16,000円
コース番号 日　程 時　間 使　用

機器等 マシニングセンタ、各種切削工具、治具、測定機器

M3411 9/1（月）〜4（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
4日間　計24時間

受講者
持参品 作業服、作業帽子、関数電卓

9月 空気圧設備の保全と省エネルギー対策  ＮＥＷ
空気圧機器のトラブル現象における対策方法および空気消費量削減や圧力損失改
善により工場の省エネを実現する手法を習得します。

講　師
ＳＭＣ 株式会社

東京アルファ　講師

定　員 10 受講料（消費税含） 8,000円
コース番号 日　程 時　間 使　用

機器等
空気圧実習装置、空気圧機器カットモデル、
トラブルシューティング用機器

E6611 9/3（水）〜4（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

受講者
持参品

３次元測定機の操作、座標系の考え方と設定の仕方、各種測定プログラムを身に付けるコースです

３次元測定機のシステム上の特徴とその精度を
理解し、これらの実践的なポイントを習得します。

１．３次元測定概論
（１）３次元測定機の特徴、構成
（２）３次元測定機の利点
（３）３次元測定機の精度
（４）精度試験方法
（５）３次元測定機の不確かさ要因

２．操作方法
（１）システムの操作
（２）測定機の操作

３．座標系設定
（１）座標系設定の流れ・考え方
（２）プローブ径の指定
（３）基準平面の指定
（４）基準面の設定
（５）基準軸の設定
（６）原点の設定

４．測定機能
（１）各種測定プログラム
（２）結果出力機能の選定
（３）メモリー機能とその使い方

５．立体測定
（１）基準原点の設定
（２）立体の測定

６．総合測定実習
（１）各機能を利用した効率的な測定方法

の検討
（２）ワークサンプルを使った測定実習

イ．ワークの説明
ロ．測定のポイント

７．測定評価
（１）３次元測定データの評価について
（２）より精密な測定をするための改善策等

測定作業に携わっている方またはその候補の方

３次元測定実践技術

株式会社 ミツトヨ　講師
ポリテクセンター関東 講師

8 15,000円

M4611 3/10（火）〜12（木）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

ＣＮＣ３次元測定機（ミツトヨ）、ソフ
トウェア（MCOSMOS GEOPACK：
ミツトヨ）



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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グッド・コミュニケーションで仕事をスムーズに!

現場のリーダーとして必要なスキルを習得する！

ケーススタディとロールプレイを通して、上司
や部下や顧客とのコミュニケーションの図り方
を理解し、コミュニケーション能力を高めるた
めの対応方法を習得します。

製造現場における作業段取りや指示、後進育成
などの技能継承をめざして、現場のリーダーと
して身に付けておく基本スキルを確認し、監督
者として生産性向上を実践する担当者との関わ
り方や仕事と現場を動かしていくためのポイン
トを習得します。

１．オリエンテーション
（１）セミナー概要・カリキュラム内容の説明
（２）自己紹介

２．関係構築とは
（１）製造業における組織と協働
（２）製造現場における顧客視点の意味と

行動
（３）組織を作る（人作り、モノ作り、仕

組み作り、関係作り）
（４）思い込み、思い違い、思い上がり
（５）演習　言動が製品のQCDに与える影

響を振り返り、より良い言動を意識
する。

３．接点強化
（１）QCDの向上を目指した製造現場のコ

ミュニケーション
イ．聴く力、まとめる力、伝える力
ロ．説明と説得
ハ．コミュニケーションプロセスとミス

コミュニケーション
（２）事実と経験、論拠と感覚、推測と妄想
（３）演習　部下の悩みを解決する

１．オリエンテーション
（１）セミナー概要
（２）受講者自己紹介（３分スピーチ）

２．現場監督（主任） の役割
（１）監督の役割と意思決定（権限）と責任
（２）作業の段取り確認と作業安全の確保、

作業品質の維持、作業進捗の確認
（３）担当者の勤怠確認と作業監督
（４）上下左右への報・連・相
（５）演習「段取り、作業指示、問題解決」

３．現場監督（主任） に求められていること
（１）班のマネジメント

イ．作業者の意欲向上ととりまとめ
ロ．問題を発見し課題と解決策を検討

すること
（２）マネジメントスキルの修得

イ．組織論（課業管理・人間関係論・
モチベーション理論）と組織開発

ロ．成果志向と関係構築志向
ハ．モチベーションとリーダーシップ

（３）演習「製造現場の新人担当者のケー
ススタディ」

４．現場対応
（１）QCDの低下を招く製造現場での作業

トラブル
イ．製造現場で発生する作業トラブル
ロ．作業トラブルへの対処と発生予防

（２）顧客とのトラブル
イ．クレームと成果への影響
ロ．ジョングッドマンの法則
ハ．クレームへの適切な対処と発生予防

（３）演習　自身に起因するクレームへの対応

５．考え働く力
（１）社会人基礎力と人間力
（２）アビリティとポテンシャル
（３）演習　自分の力の棚卸と自己啓発

６．まとめ
（１）全体的な講評及び確認・評価
（２）質疑応答

ロールプレイ

４．より良い現場監督（主任）
（１）現場のコミュニケーション

イ．朝礼と終礼でやること、やってはい
けないこと

ロ．日々どのようなコミュニケーション
をとるのか

（２）班員の指導育成
イ．目標管理と面接
ロ．班員の学びの計画と支援

（３）仕事を回す
イ．小集団活動を活性化させる
ロ．改善提案がでるチーム
ハ．チームビルディング

（４）演習
「班のマネジメントケーススタディ」

５．自己啓発計画書の演習

６．まとめ
（１）全体的な講評および確認・評価

グループ討議

生産現場で顧客との交渉やクレーム対応を担当する方または将来担当される方

生産現場で指導的立場の方または将来指導的立場をめざす方

成果を上げる製造現場との関係構築法 〜現場と顧客のコミュニケーション向上〜  NEW

仕事と人を動かす現場監督者の育成

株式会社　MxEコンサルティング
講師

株式会社 MxEコンサルティング
講師

20

20

9,000円

9,000円

E9312

E6712

3/12（木）〜13（金）

11/25（火）〜26（水）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙

人材育成



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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相手を動かすプレゼンテーションスキルを習得する！

現場のマネジメントスキルを習得する！

思考整理と伝え方のスキル向上を図り、目標達
成に向けた組織のベクトルを一致させることの
できる能力を習得します。

現場担当者をどのように動かしていくのか、現
場担当者の考働力を開発し、自律的な生産現場
を作る手法を習得します。

１．オリエンテーション
（１）セミナー概要
（２）参加者自己紹介

２．現場監督のグリップ力
（１）現場監督のグリップ（影響力行使）

の範囲
（２）共通の目的（ベクトルの一致）とは
（３）関係者の貢献意欲を引き出す
（４）コミュニケーションの重要性
（５）演習「組織を動かす」

３．説得の技術
（１）伝える中身の設計

イ．伝える中身を整理するツール
 （ロジックツリー、ＭＩＣＥ、他）
ロ．伝える中身と流れの設計方法

（２）演習「現場改善の中身の設計」
（３）伝え方の工夫

イ．口頭による伝達
ロ．視覚による伝達とプレゼンテーショ

ンソフトの活用
（４）演習「伝達ゲーム」

１．オリエンテーション
（１）セミナー概要
（２）参加者自己紹介プレゼン

２．監督の基本
（１）現場監督の４Ｍ

（観る・視る・診る・看る）
（２）組織成立の３要素と現場の力

３．担当者の行動
（１）現場監督の言動と担当者の行動の質

イ．理解と納得　行動と成果
ロ．期待と行動（効力） 　期待と成果

（胆力）
（２）演習「製造現場の問題解決（グルー

プ討議）」

グループ討議

４．総合演習
（１）現場カイゼンのプレゼンテーション

（ＰＣ使用）
イ．資料作成
ロ．発表と振り返り

５．まとめ
（１）全体的な講評および確認・評価

プレゼンテーション実習

４．部下指導育成
（１）現場のコミュニケーション

イ．褒めると叱る
ロ．目的の共有

（２）演習（部下面接事例の検討）
（３）育成課題と育成

イ．スキルズインベントリー
ロ．育成計画と実践

（４）演習「自己啓発計画」

５．考働力開発
（１）社会人基礎力と担当者の意欲

イ．担当者の資質と意欲の把握
ロ．社会人基礎力と教育訓練

（２）演習「部下を育てる」

６．まとめ
（１）全体的な講評および確認・評価

顧客や社内でプレゼンテーションをする機会のある方またはこれからプレゼンテーションを行っていく方

生産現場で指導的立場の方

現場監督者の現場を動かす説得術（プレゼンテーションテクニック）

現場監督者の実践力向上（成果を出すリーダー育成）

株式会社 MxEコンサルティン
講師

株式会社 MxEコンサルティング
講師

20

20

9,000円

9,000円

E6812

E6912

1/28（水）〜29（木）

12/4（木）〜5（金）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

パソコン
＜ソフト＞Microsoft　PowerPoint

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙、心理テスト

当セミナーは、Microsoft社のPowerPoint
またはWord/Excelの基本操作ができる方
が対象となります

平成２５年度に開講した『現場監督者の実
践力向上』と同じ内容です

人材育成



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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製造現場の中長期的な戦略を策定する能力を習得する！

ものづくり現場の問題を発見する手法、問題を解決するなぜなぜ分析手法を身に付ける！

監督者と管理者の役割の違いを認識し、高い視
点と広い視野から戦略的に現場でマネジメント
を行っていくことで現場の魅力を高め、顧客の
評価を高めていくポイントを習得します。

ものづくり現場での不良の発生は、品質低下だ
けではなく、追加費用のためコストの上昇も伴
います。この不良解決の手法とコスト抑制手順
を、模型自動車の製作を通して習得します。

１．オリエンテーション
（１）セミナー概要・カリキュラム内容の説明
（２）自己紹介

２．管理者とは
（１）監督者と管理者の違いと管理者の役割
（２）戦略的視点と戦術的視点
（３）シナジーとグループダイナミクス
（４）戦略立案の方法とポイント
（５）演習「戦略立案」

３．管理の要点
（１）事例演習「製造現場の管理の問題」
（２）場造りと人造り
（３）予算実績管理の方法
（４）目標設定と進捗管理・リスク管理
（５）戦略的人材管理
（６）演習「担当者同士のトラブル対処」

４．現場の魅力
（１）現場の魅力を多面的に捉える
（２）マーケティング戦略と製造現場の魅力
（３）製造現場の魅力を高める物理的視点、

空間的視点、人的視点
（４）演習「製造現場の問題抽出と課題設定」

１．オリエンテーション
（１）セミナー概要
（２）受講者自己紹介

２．問題と課題
（１）問題とは何か、課題とは何か
（２）不具合による影響の連鎖
（３）工程内不良・作業品質低下による費用

（ＣＯＰＱ）
（４）演習「問題発見、課題解決ケースス

タディ」

３．ミスの要因
（１）ヒューマンファクター
（２）職場環境
（３）作業手順・方法

４．問題の本質（なぜなぜ分析）
（１）対処と根治
（２）問題の真因をあきらかにする
（３）真因に対する具体的解決策の設定方法
（４）演習「ケーススタディを使ってなぜな

ぜ分析」

５．総合演習
（１）戦略立案　実行計画策定

イ．戦略対象部門（設計開発または加
工組立　他）選定と現状把握・分析

ロ．到達目標設定（生産性・費用・利
益率など） 、戦略立案・代替案立案

ハ．戦略の評価と実行計画への落とし込み
発表　講師講評

６．まとめ
（１）２日間のまとめ
（２）質疑応答

講義風景

５．解決策の検討
（１）作業手順改善と工程改善
（２）作業環境改善・５Ｓ
（３）品質改善

６．総合演習
　　ケース事例を使って、なぜなぜ分析手法
　　の実践から解決策の提示まで
（１）模型自動車製作
（２）性能評価
（３）講師より作業の問題点指摘
（４）改善検討と改善策の発表

７．まとめ
（１）３日間の振り返り
（２）質疑応答

実習風景

生産現場全体を管理する立場の方または今後製造現場全体を管理する立場になる方

生産現場で品質問題の解決に携わっている方

戦略的現場管理者の育成〜できる管理者になろう〜  NEW

生産現場での問題発見・問題解決（なぜなぜ分析実践）

株式会社 MxEコンサルティング
講師

株式会社 MxEコンサルティング
講師

10

20

17,000円

14,000円

E7012

E7112

1/26（月）〜27（火）

11/10（月）〜12（水）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙、模型自動車キット、ニッパ、
カッター、ストップウォッチ

品質管理

人材育成



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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品質管理や品質改善のための手法やツールを使いこなす技術を身に付ける！

５Ｓ定着の指導方法を身に付ける！

品質の向上と均質化のための「品質管理の知識」
を学び「品質改善のための手法やツール」を使
いこなす技術を習得します。併せて、品質管理
の重要性と有用性を理解します。

５Ｓの大切さを認識するだけではなく、５Ｓを
職場にどうやって根付かせていけばよいのか、
実践のポイントを習得します。また、５Ｓの対
象範囲を広げ、人やモノの動きも５Ｓを活用し
ていくことを習得します。

１．オリエンテーション
（１）セミナー概要
（２）参加者所属先の品質管理に対する課

題のブリーフィング

２．品質概論
（１）買手の要求に合った品質とは
（２）品質管理と品質改善
（３）設計品質・製造品質
（４）品質検査の方法と特徴
（５）職場の品質管理活動

３．品質管理の取り組み方
（１）定量的な分析と定性的な分析
　　　（ＱＣ７つ道具、新ＱＣ７つ道具）
（２）製造段階、開発設計段階、商品企画

段階での質向上
（３）固有技術を踏まえた側からの品質管

理のあり方

１．オリエンテーション
（１）セミナー概要
（２）受講者自己紹介

２．現場改善技法の基本
（１）現場改善の代表的なツール
（２）何故改善が定着しないのか
（３）演習「現場改善が定着しない原因と

対策の検討」

３．現場改善指導
（１）指導計画の要点

イ．到達目標の設定
ロ．指導項目の明確化
ハ．指導の展開

（２）演習「指導計画書の作成」

４．現場改善の実践
（１）整理・整頓の手順と指導方法

イ．整理・整頓の技法
ロ．整理の技法（ＡＢＣ分類）と整頓の

技法（棚割、ピクトグラム、図解化）
ハ．指導技法（担当者の技量に応じた指

導技法、作業内容に応じた指導技法）

４．品質管理演習
（１）モノづくりゲーム
（２）不具合要因の洗い出し
　　　（ＱＣ７つ道具、新ＱＣ７つ道具）
（３）品質向上策の検討
（４）モノづくりのやりなおし

５．事例と演習から学ぶ品質向上の効果
（１）経営面の効果・現場の効果
（２）顧客の効果

６．まとめ
（１）訓練コース内容のまとめ
（２）質疑応答

作成物

（２）清掃と清潔の手法と指導方法
イ．清掃の意味と目的
ロ．清掃・清潔不良による事故

（３）躾の方法
イ．ルールと手順の明確化
ロ．ボーナスペナルティによる指導
ハ．演習「手順書改善ケーススタディ」

（４）定着の手法
イ．５Ｓ委員会の運営
ロ．赤札と黄色札による意識付け、不 

 要物の洗い出し
ハ．５ＳのＰＤＣＡサイクルを回す

５．総合演習
（１）５Ｓ実践ケーススタディ

６．まとめ

作成物

生産現場で品質管理や品質改善に携わっている方

職場で業務改善の指導的立場の方またはこれから指導的立場をめざす方

成功事例から学ぶ品質の維持と向上

現場の問題解決実践（5Sの実践と定着）

株式会社 MxEコンサルティング
講師

株式会社 MxEコンサルティング
講師

20

20

9,000円

9,000円

E7212

E7312

10/16（木）〜17（金）

10/9（木）〜10（金）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

品質管理



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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ものづくり現場で発生する問題を根本的に解決するなぜなぜ分析の実践力を身に付ける！

製造現場で発生する問題を、費用・時間・効果を踏まえた解決策を策定する手法を身に付ける！

実際に現場で発生している問題を題材に、真の
原因を見つけ、有効な対策を行うための考え方
や手法を習得します。

多くの企業で実践されている論理的思考による
問題解決の実践を通して、事象を論理的に考え
整理し、製造現場の問題を解決する能力を習得
します。

（1日目）
１．オリエンテーション
（１）セミナー概要
（２）受講者自己紹介（３分スピーチ）

２．問題解決の手順
（１）問題解決の手順
（２）事実関係を正しく把握する（証拠を

集める）
（３）原因追究〜なぜなぜ分析のやり方と

ポイント
（４）解決策を考える切り口

３．なぜなぜ分析演習
（１）なぜなぜ分析演習
（２）宿題の説明
　　（ 次回までに、職場で発生した問題につ

いて、事実関係の把握と、なぜなぜ分
析を実施する）

１．オリエンテーション
（１）セミナー概要・カリキュラム内容の説

明
（２）自己紹介

２．論理構造化と論理的思考手法
（１）論理構造化とは
（２）論理構造化の道具（ロジックツリー、

ＷＨＹツリー、ＨＯＷツリー）
（３）演習「製造現場の問題をロジックツ

リーで整理」
（４）製造現場の問題と対処と対策
（５）製造現場の問題が解決しない原因を

考える

３．論理的思考手法
（１）論理的思考手法の概要とＫＴ法との

関係
（２）製造現場の問題と評価
（３）問題解決のための課題設定と仮説化
（４）リスク評価とマトリクス化
（５）解決策の検討と優先順位付け

（2日目）
４．問題解決実践演習
（１）事実関係の把握となぜなぜ分析の完

成度を高めるためのグループ演習

　　 受講者が持参した宿題（事実関係とな
ぜなぜ分析） を題材にグループ演習を
実施する

５．まとめ

４．総合演習
（１）論理的思考手法で自社の製造現場の

問題を解決する
イ．製造現場の解決すべき問題の抽出
ロ．論理的思考手法による真因の追求

と解決策の策定、リスクの把握
ハ．解決策とリスクの定量化
ニ．発表と講師講評

５．まとめ
（１）２日間のまとめ
（２）質疑応答

論理的問題解決の構造

なぜなぜ分析を使いこなして、生産現場の問題解決を図りたい方

論理的思考法を身に付けて、製造現場の問題を解決する能力を高めたいと考えている方

製造現場の問題解決力向上（実践コース）〜現場で使えるなぜなぜ分析を身に付ける〜

論理的思考による製造現場の問題解決〜誰でも簡単に、判りやすい問題解決方法〜　NEW

株式会社 MxEコンサルティング
講師

株式会社 MxEコンサルティング
講師

20

20

9,000円

9,000円

E7412

E7512

10/20（月）、 11/27（木）

12/1（月）〜2（火）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙

品質管理

1 日目 ・問題解決の手順の講義
・宿題の提示

約1か月 現場で実際に発生している
問題で宿題を実施

2日目 ・宿題をもとにグループ討議

※ 当コースは、1日目と2日目を約1か月
あけて実施します
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※各コースのカリキュラム内容・空席状況などは、ホームページにてご確認ください。

http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html

まだ間に合います！8月〜9月開講コース
（人材育成、生産管理）

随時申し込み受付中です。空席わずかのコースもありますので、受講ご希望の場合はお早めにお申込ください。

8月 製造業におけるリスクマネジメントシステム構築技術
新製品開発や製品システムや工場管理の改善におけるリスクマネジメント
システムの構築をめざして、リスクを低減する具体的な手法について実践
的なケーススタディを通じて習得します。

講　師
有限会社 イーエスティー
代表取締役　鈴木 茂夫

定　員 10 受講料（消費税含） 14,000　円

コース番号 日　程 時　間 使　用
機器等

プレゼンテーション機器、その他

E8011 8/25（月）〜26（火）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

受講者
持参品

9月 生産現場における現場改善技法
製造現場のカイゼンに寄与する知識を包括的に習得するとともに、現場
改善の手法・手順を習得します。

講　師 株式会社 MxEコンサルティング　講師

定　員 20 受講料（消費税含） 9,000　円

コース番号 日　程 時　間 使　用
機器等

ホワイトボード、模造紙、マーカー、付箋紙、
カッティングマット、カッターナイフ、のり、工作用紙、
ストップウォッチ

E7711 9/4（木）〜5（金）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

受講者
持参品

9月 短納期対応のための時間生産性向上（製造現場のタイムマネジメント）
時間生産性を切り口とした実践スキルを身に付け、製造現場の隠れた時
間をあぶり出し、生産性を向上させる様々なポイントについて習得します。

講　師 株式会社 MxEコンサルティング　講師

定　員 20 受講料（消費税含） 9,000　円

コース番号 日　程 時　間 使　用
機器等

ホワイトボード、模造紙、マーカー、付箋紙

E8111 9/11（木）〜12（金）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
2日間　計12時間

受講者
持参品

9月 製造現場における技術・技能の伝承法
生産現場におけるものづくりの技能伝承をテーマに、ベテラン作業者が
持つ能力（技能・知識・態度） を洗い出します。洗い出した能力群を使っ
た部下の能力評価法や作業分析手法を用いた作業手順書の作成手法など
を体験しながら習得します。

講　師
株式会社 ＰＡＳＣ
代表   久米 篤憲

定　員 10 受講料（消費税含） 24,000円

コース番号 日　程 時　間 使　用
機器等

パソコン、CUDBASカード、模造紙等

M4711 9/17（水）〜19（金）
9：15〜16：00

（休憩45分間含）
3日間　計18時間

受講者
持参品

筆記用具



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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PDCAマネジメントサイクルを生産現場で回そう！

カイゼンの手法をマスターする

生産工程の効率化・最適化をめざして、生産活
動の立案・統制・調整の手法を身に付け、品質
と納期および原価の最適化を図る能力を習得し
ます。

製造現場のカイゼンに寄与する知識を包括的に
習得するとともに、現場改善の手法・手順を習
得します。

１.オリエンテーション
（１）セミナー概要説明
（２）参加者自己紹介

２．生産計画とは
（１）生産管理とＰＤＣＡ・カイゼン
（２）生産計画の種類

イ．日程計画、工数（負荷）計画、緩衝
計画、そのほか

ロ．材料計画（調達、在庫）
ハ．演習「スケジューリング」

（３）生産計画に使用するツールと手法
イ．ガントチャート、差立て、製造三角図
ロ．工数山積み法、ＰＱ分析、発注点

と発注方法
ハ．演習「製造三角図分析と最適発注

量の計算」

３．生産統制
（１）進捗度と生産統制

イ．進捗確認の手法と統制
ロ．納期遵守のためのツールと手法
ハ．演習「外注管理の課題と改善策」

１．生産現場の改善
（１）作業改善（作業研究） の体系
（２）改善の手順
（３）標準時間の設定の実習

２．生産現場の環境改善
（１）職場環境改善の体系
（２）５Ｓ定着のしくみ
（３）見える化：目で見る現場管理の展開

事例

３．生産現場の作業改善
（１）運搬の効率化
（２）切替・段取り替えの改善：段替稼動

分析実習
（３）多工程待ちのサイクルタイムの実習
（４）自動化と設備効率化の実習
（５）ポカよけ（フール・プルーフ）

４．作業分析手法と改善効果測定
（１）工程・作業・動作分析
（２）生産性・リードタイム・稼動率

５．環境改善の実践的課題実習

（２）生産現場カイゼン
イ．問題と課題の発見と対応
ロ．カイゼンツールとＱＣストーリー
ハ．演習「カイゼンツールを活用した現

場カイゼン案の検討」

４．総合演習
（１）ケーススタディ：モノ造りのカイゼン

５．まとめ
（１）２日間のまとめ
（２）質疑応答

グループ発表

６．作業改善の実践的課題実習
（１）生産システム上の作業改善

７．作業分析の実践的課題実習
（１）受講者の現場での作業分析

８．まとめ
（１）質疑応答
（２）まとめ
（３）講評・評価

グループ討議

生産現場で生産管理や工程管理に携わっている方またはこれから担当する方

生産現場で生産リードタイム短縮を中心とした改善に携わっている方

生産計画と生産統制実践

生産現場における現場改善技法

株式会社 MxEコンサルティング
講師

株式会社 MxEコンサルティング
講師

20

20

9,000円

9,000円

E7612

E7712

11/13（木）〜14（金）

2/2（月）〜3（火）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙、カッティングマット、カッターナイフ、
のり、工作用紙、ストップウォッチ

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

生産管理



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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生産現場の問題発見と改善手法を習得する！

ヒューマンエラーが発生するメカニズムを知り、予防策を身に付けよう！

生産現場の問題をどのように認識（発見） し、
改善テーマを見つけていくのか、そして改善テー
マに対してどのような改善行動を取ればよいの
か、作業環境、作業、作業要員の３つの軸で現
場を改善する手法を習得します。

ヒューマンエラー発生のメカニズムを理解し、
エラーを発生させない仕組み作りと、エラー再
発防止策の実践力を習得します。また、職場に
展開し定着させる有効な手法も習得します。

１．オリエンテーション
（１）セミナー概要
（２）受講者自己紹介

２．生産現場の課題
（１）能率のムダ・材料のムダ・作り直し

のムダ
（２）動きにくい・見にくい・判りにくい
（３）問題意識を持って作業現場をみてい

ない
（４）演習「現場の課題と解決策の検討」

３．生産現場の分析
（１）動作分析
（２）ワークサンプリング
（３）レイアウト分析・動線分析
（４）作業要員分析
（５）演習「現場分析演習」

１．オリエンテーション
（１）セミナー概要・カリキュラム内容の説明
（２）自己紹介

２．ヒューマンエラーとは
（１）ヒューマンエラー概要
（２）ヒューマンエラー発生のメカニズム
（３）行動科学と心理的要因
（４）事例演習　
　　　「ヒューマンエラー事例からエラーを考える」

３．ヒューマンエラー防止策
（１）予防安全と発生時対処
（２）設備や作業要素からヒューマンエ

ラーの要因を排除する
（３）担当者の行動からヒューマンエラー

発生の要因を削減する
（４）視覚効果を使う
（５）演習「職場のヒューマンエラー問題

を明らかにする」

４．現場での定着
（１）定着とは（わかる・動ける・守れる）
（２）間違った３大対策
　　（犯人を探す　本人の責任追求をする

４．現場カイゼン
（１）改善ツールと使い方
（２）段取りカイゼン・作業カイゼン
（３）作業要員カイゼン（リーダーシップと

コーチング）
（４）演習
　　　 「改善ツールを活用した現場改善ケー

ススタディ」

５．現場の付加価値
（１）現場の付加価値を高めるメリット
（２）作業の付加価値・人の付加価値

６．総合演習
（１）生産現場ケーススタディ

７．まとめ
（１）２日間の振り返り
（２）質疑応答

グループ演習

対処に終わる）
（３）職場で事例を共有、全員で対策を検討
（４）現場パトロールと無事故シール

５．総合演習
（１）職場のヒューマンエラー対策と定着

策を立案し、実行策を策定する
イ．ヒューマンエラーを部門別（設計開

発・加工組立など） に分解
ロ．発生原因追求と短期的・長期的解

決策の立案
ハ．発表・受講生相互コメント・講師講

評と振り返り講義

６．まとめ
（１）２日間のまとめ
（２）質疑応答

講義風景

生産現場で生産性向上（カイゼン活動）に携わっている方またはこれから担当する方

生産現場で、安全衛生または作業管理を行っている方

生産現場改善手法（現場力向上）

ヒューマンエラー対策実践〜ポカミスのない職場作り〜  NEW

株式会社 MxEコンサルティング
講師

株式会社 MxEコンサルティング
講師

20

20

9,000円

9,000円

E7812

E7912

10/23（木）〜24（金）

11/4（火）〜5（水）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙

＊ 人気コース ＊
お申込みはお早めに

生産管理



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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リスクを低減する手法を学ぶ

タイムマネジメントで時間の有効活用を！

新製品開発や製品システムや工場管理の改善に
おけるリスクマネジメントシステムの構築をめ
ざして、リスクを低減する具体的な手法につい
て実践的なケーススタディを通じて習得します。

時間生産性を切り口とした実践スキルを身に付
け、製造現場の隠れた時間をあぶり出し、生産
性を向上させる様々なポイントについて習得し
ます。

１．リスクの見方、分析の指針
（１）危険源の特定の方法
（２）リスク分析に必要なパラメータ
（３）リスクアセスメントの方法

２． マネジメントシステムにおけるリスク分
 析の実施例

（１）品質の分野ＦＭＥＡとＦＴＡ
（２）環境、安全、医療、情報、食品、

機械分野
（３）ＣＥマーキング、その分野
（４）リスクマネジメントシステム

３．マネジメントシステムの構築と統合
（１）ＰＤＣＡサイクルと継続的改善
（２）マネジメントシステムの構築方法とリ

スク低減の具体例
（３）リスク低減のポイント
（４）統合マネジメントシステムの構築方法

１．オリエンテーション
（１）セミナー概要
（２）参加者自己紹介

２．納期管理とは
（１）期待納期（要求納期）と約束納期
（２）納期遅延の要因
（３）演習「納期遅延の原因と対策を考える」

３．時間管理（タイムマネジメント）
（１）時間の特徴とタイムマネジメント
（２）能率（時間と成果）とは

イ．能率差異と時間差異
ロ．進捗管理

（３）時間生産性向上
イ．業務の細分化（仕事と作業の見え

る化）
ロ．計画の立て方とスケジューリング

ツールの活用
（４）演習「時間細分化による無駄の発見」

４．ケーススタディとディスカッション
（１）リスクアセスメントの方法
（２）リスクを低減するためのマネジメント

プログラムの作成、リスク管理手順
書の作成

４．納期遵守のための時間カイゼン
（１）段取り

イ．業務の段取り
ロ．生産段取りカイゼンのステップとカ

イゼン手法
（２）生産性向上

イ．タクトタイムとバッファタイム
ロ．動作カイゼン（歩行分析、レイアウ

ト分析）
ハ．視覚カイゼン（見える化と色の効果）

（３）演習「カイゼンツールの活用」

５．総合演習
（１）カイゼンのＰＤＣＡを回す

６．まとめ
（１）２日間のまとめ
（２）質疑応答

演習風景

製品の開発・設計技術者、品質管理担当者などでリスクマネジメントを導入したい方

業務生産性の向上を図るために時間を有効に活用するスキルを身に付けたい方

製造業におけるリスクマネジメントシステム構築技術

短納期対応のための時間生産性向上（製造現場のタイムマネジメント）

有限会社 イーエスティー
代表取締役　鈴木 茂夫

株式会社 MxEコンサルティング
講師

10

20

14,000円

9,000円

E8012

E8112

1/22（木）〜23（金）

2/5（木）〜6（金）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

プレゼンテーション機器、その他

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙

生産管理



講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶空席の状況の確認は http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html をご覧下さい。
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すべてのカイゼンの基となる標準時間を設定する！

工程改善の手法を習得できる！

生産工程の効率化・最適化をめざして、標準時
間の理論、標準時間の構築手順、標準時間設定
方法を習得します。

生産計画、加工計画、作業計画などを確実に達
成するためのものづくり生産工程改善、生産工
場改善等の手法を習得します。また、潜在化し
ている現状の生産システムを多角的に検証し、
問題点を顕在化させ、改善実行する手法も併せ
て習得します。

１．標準時間の概要
（１）標準時間の概要

２．標準時間に必要なＩＥの知識
（１）ＩＥとは何か
（２）標準時間の設定方法

３．標準時間資料の作成
（１）標準時間の成り立ち
（２）時間研究
（３）レイティング
（４）余裕時間の設定方法

４．標準時間設定演習
（１）作業分解－単位作業から要素作業、

要素作業から動作へ
（２）作業実習ビデオによる測定－時間測定
（３）レーティング作業による標準時間の測定
（４）規定値による標準時間の設定

１．生産システムシミュレーション
（１）生産システムシミュレーションによる生

産工程改善、生産工場改善の概要

２． 製造現場における生産システム改善および
生産工程改善等の主な要素要因と改善手法

（１）投入ルールの活用による生産性の向
上改善

イ．生産投入ルール（Ｄｉｓｐａｔｃｈｉ 
ｎｇ　Ｒｕｌｅ） による生産性の差
異を検証し、その効用性と応用を理
解する

（２）納期改善による生産性の向上
イ．通常生産、優先生産、飛び込み生産、

特急生産等々の日々刻々と変化する
納期制約生産の考え方とその対応法
を理解する

（３）バッファーおよび中間在庫の活用に
よる生産性の改善

イ．バッファー（緩衝装置） および中間
在庫（仕掛品） の効用性と設定方
法の理解と運用

（４）隘路工程（ボトルネック） の対応に
よる生産性の改善

イ．ボトルネック特性を理解し、制約条件
下におけるボトルネックの発見と解消
方法の理解と実践

５．標準時間の応用
（１）業務に合わせた生産管理レベル適正

化の手法
（２）工数・設備効率管理

６．まとめ
（１）質疑応答

グループ討議

（５）工場レイアウト改善による生産性の向上
イ．装備配置分析（ＳＬＰ：Ｓｙｓｔｅｍａｔ

ｉｃ　Ｌａｙｏｕｔ　Ｐｌａｎｎｉｎｇ）
手法の理解

（６）ラインバランシングの対応による生産
性の改善

イ．生産現場の稼働率（稼働負荷） のバ
ランシング手法の理解

（７）工程改善の活用による生産性の向上
イ．各機械や作業者の工程検証による生産

性の最大化の手法

３．総合実習
（１）生産現場をテーマとした実践的生産　

改善実習と検証
イ．生産現場の生産ラインを再構築し、現

生産品の生産経過を検証し改善後との
差異検証比較をする

ロ．各実工場の生産性改善例を参考にし、
改善要素を活用して多角的な改善運用
の実践を行なう

４．まとめ
（１）成果発表
（２）訓練コース内容のまとめ
（３）講評・評価

生産現場で改善活動に携わっている方またはこれから担当する方

工程改善に携わる方

標準時間の設定と活用

ものづくり生産現場システムや生産工程問題点の発見と改善手法検証

ポリテクセンター関東 講師

株式会社 ＮＥＴＳ
代表取締役　浅見 登

15

15

10,000円

15,000円

E8212

E8312

1/20（火）〜21（水）

1/14（水）〜15（木）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

パソコン、ストップウォッチ、
カッティングボード、カッターナイフ、
画用紙、その他

パソコン
＜ソフト＞生産システムシミュレー
ションソフト

生産管理



<お問合せ先>
神奈川労働局

職業安定部 職業対策課
TEL:045-277-8801

<お問合せ先>
神奈川労働局

職業安定部 職業対策課
TEL:045-277-8801

<お問合せ先>
綾瀬市役所

環境経済部 商工振興課
TEL:0467-70-5661

<お問合せ先>
海老名市役所

経済環境部 商工課
TEL:046-235-4843

<お問合せ先>
秦野市役所

環境産業部 商工課
TEL:0463-82-9648

ＷＥＢによる能力開発セミナー情報の提供
全コース一覧、月別コース一覧、

各コースの詳細（カリキュラム内容、空席状況）などがご覧いただけます

全コース一覧　　　　　　　　 月別コース一覧       　　　　　各コース詳細案内

各 種 助 成 制 度 の ご 案 内
能力開発セミナーは、次の各種助成金等に係る教育訓練としてご活用いただけることがあります。

受給要件の詳細、申請手続き方法などは、各お問合せ先へご相談ください。
※平成26年5月1日現在の内容を掲載しています。
　制度改正等の可能性がありますので、申請の際は必ず最新の制度内容をご確認ください。

※それぞれの対象要件、助成・補助内容等、詳細につきましては各お問合せ先へご確認ください。

キャリア形成促進助成金

海老名市中小企業振興支援事業

綾瀬市中小企業活性化事業補助金
 （人材育成事業）

（人材育成事業）

秦野市中小企業
人材育成事業補助金

雇用調整助成金
景気の変動、産業構造の変化等により事業の縮小を余儀なくさ
れた事業主の皆様が、一時的に教育訓練等を行って労働者の雇用
の維持を図る場合に賃金等の一部を助成する制度です。

労働者のキャリア形成を効果的に促進するため、職業訓練等を段階
的かつ体系的に実施する事業主等の皆様に対して助成する制度です。
能力開発セミナーは、賃金のみが助成対象となります。

綾瀬市内中小企業の皆様の持続的な事業展開を支援するため
に、市指定の研修機関が実施する技術力強化研修や人材育成研修
の受講費用を補助する制度です。

海老名市内で操業されている中小企業の皆様が、人材育成のた
め、地方公共団体及び公益法人が主催する研修を受講する際に、
受講料の一部を支援します。

秦野市内中小企業の皆様が、自社の人材育成事業計画により従
業員を研修機関へ派遣する事業及び企業内研修など講師の派遣を
受ける場合の費用の一部を補助します。　

講　師

定　員 受講料（消費税含）

講　師

定　員 受講料（消費税含）

コース番号 日　程 時　間

コース番号 日　程 時　間

使用
機器等

受講者
所持品

使用
機器等

受講者
所持品

コース名

コース名

　概　要

　概　要

カリキュラム内容

カリキュラム内容

▶お申込み方法につきましてはP82 をご覧下さい。
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製造現場の問題を数字で見える化！

コスト削減と生産性向上の観点から改善を図る！

現場で活用できる原価管理の知識を身に付け、
製造原価報告書を切り口としたコストダウンや
問題解決力を習得します。また、原価管理の視
点から意思決定を行っていく方法を習得します。

原価管理をコスト（費用削減） と生産性（業務
効率向上） の２軸でとらえ、企業収益力向上の
ポイントを習得します。

１．オリエンテーション
（１）セミナー概要・カリキュラム内容の説明
（２）自己紹介

２．原価管理
（１）製造現場の担当者にとって必須とな

る原価の知識とは
（２）原価管理の目的と活用範囲
（３）直接生産型原価報告書
　　　（設計開発・加工組立・工事施工・検査

など）
（４）原価報告書の作り方
（５）演習「原価算出と報告書作成」

３．減価償却とキャッシュフロー
（１）減価償却の目的
（２）減価償却の方法
（３）キャッシュフローとは
（４）財務諸表とキャッシュフロー
（５）演習「減価償却とキャッシュフロー

計算書」

１．オリエンテーション
（１）講師自己紹介
（２）カリキュラム概要説明

２．原価管理とは
（１）原価管理の基礎知識
（２）標準原価と標準原価の設定方法
（３）実際原価と原価差異分析
（４）損益分岐点分析
（５）流し生産のスループット
（６）生産現場の財務分析
（７）演習「実際原価計算、原価差異分析」

３．コストを下げる
（１）コスト削減の着眼点
（２）財務的なコスト削減　発注改善、外

注管理の改善
（３）職場の物理的ムダの改善
（４）演習「コスト削減ケーススタディ」

４．設備投資と意思決定
（１）設備投資や備品購入の損得
（２）意思決定のための貢献利益分析
（３）事例演習「設備投資の意思決定」
（４）演習「製造現場の問題抽出と課題設定」

５．コストダウン
（１）製造原価報告書とコストダウンテー

マ
（２）標準原価と原価差異
（３）演習「コスト削減計画策定」
　　　（現状分析・制約工程の発見・改善策

立案）

６．まとめ
（１）２日間のまとめ
（２）質疑応答

演習風景

４．生産性を上げる
（１）ラインバランシング・ライン編成効率
（２）レイアウト分析
（３）動作カイゼン
（４）演習「製造現場改善」

５．総合演習
（１）ケーススタディ　
　　　原価差異分析による生産現場カイゼン

６．まとめ
（１）３日間の総まとめ

演習風景

コスト削減を推進するにあたり、原価管理の実践能力を身に付けたい方

原価管理に携わっている方またはその候補の方あるいはコストダウンを検討されている方

コスト削減と製造現場の原価管理〜数字で現場の問題発見と解決〜  NEW

実践的原価管理による生産性向上

株式会社 MxEコンサルティング
講師

株式会社 MxEコンサルティング
講師

20

20

9,000円

12,000円

E8412

E8512

3/5（木）〜6（金）

11/17（月）〜19（水）

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
2日間　計12時間

9：15〜16：00
（休憩45分間含）
3日間　計18時間

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙

ホワイトボード、模造紙、マーカー、
付箋紙

電卓

電卓

原価管理



<お問合せ先>
神奈川労働局

職業安定部 職業対策課
TEL:045-277-8801

<お問合せ先>
神奈川労働局

職業安定部 職業対策課
TEL:045-277-8801

<お問合せ先>
綾瀬市役所

環境経済部 商工振興課
TEL:0467-70-5661

<お問合せ先>
海老名市役所

経済環境部 商工課
TEL:046-235-4843

<お問合せ先>
秦野市役所

環境産業部 商工課
TEL:0463-82-9648

ＷＥＢによる能力開発セミナー情報の提供
全コース一覧、月別コース一覧、

各コースの詳細（カリキュラム内容、空席状況）などがご覧いただけます

全コース一覧　　　　　　　　 月別コース一覧       　　　　　各コース詳細案内

各 種 助 成 制 度 の ご 案 内
能力開発セミナーは、次の各種助成金等に係る教育訓練としてご活用いただけることがあります。

受給要件の詳細、申請手続き方法などは、各お問合せ先へご相談ください。
※平成26年5月1日現在の内容を掲載しています。
　制度改正等の可能性がありますので、申請の際は必ず最新の制度内容をご確認ください。

※それぞれの対象要件、助成・補助内容等、詳細につきましては各お問合せ先へご確認ください。

キャリア形成促進助成金

海老名市中小企業振興支援事業

綾瀬市中小企業活性化事業補助金
 （人材育成事業）

（人材育成事業）

秦野市中小企業
人材育成事業補助金

雇用調整助成金
景気の変動、産業構造の変化等により事業の縮小を余儀なくさ
れた事業主の皆様が、一時的に教育訓練等を行って労働者の雇用
の維持を図る場合に賃金等の一部を助成する制度です。

労働者のキャリア形成を効果的に促進するため、職業訓練等を段階
的かつ体系的に実施する事業主等の皆様に対して助成する制度です。
能力開発セミナーは、賃金のみが助成対象となります。

綾瀬市内中小企業の皆様の持続的な事業展開を支援するため
に、市指定の研修機関が実施する技術力強化研修や人材育成研修
の受講費用を補助する制度です。

海老名市内で操業されている中小企業の皆様が、人材育成のた
め、地方公共団体及び公益法人が主催する研修を受講する際に、
受講料の一部を支援します。

秦野市内中小企業の皆様が、自社の人材育成事業計画により従
業員を研修機関へ派遣する事業及び企業内研修など講師の派遣を
受ける場合の費用の一部を補助します。　
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5 受講料の
お支払い

・当該コース開講日の１５日前までにお振込をお願いいたします。
・払込手数料は申込者等のご負担となります。
・受講料のお支払いは、各郵便局からのお振込となります。
・郵便局以外の振込口座はございませんので、予めご了承下さい。
・お支払いされた受講料を他のコースへ振り替える（流用）ことはできません。
・受講料には消費税が含まれています。

6

受講当日

●受講者の変更、受講取消（キャンセル）
　○受講者の変更

。すまい願出提ごてに等ＸＡＦを）68P（）２式様（届更変者講受にでま日前の日講開スーコ　　
　○受講取消
　　受講予定者が受講できない場合は、当該コース開講日の１５日前までに受講取消届（様式２）
　　　（P86）に必要事項をご記入の上、ＦＡＸ等にて手続きをお願いいたします。　
　　開講日の１５日前が土日祝日に当たる場合は、その前の平日に到着するようにご提出願います。
　　この日までに取消手続きがなされない場合、受講料の全額をご負担いただくことになりますので、
　　予めご了承下さい。

●研修コースの中止・延期について
　　諸事情により、コースの中止又は日程変更（延期）をさせていただく場合がございますので、
　予めご了承下さい。

・講習時間は、原則として ９：１５～１６：００（うち休憩１２：１５～１３：００）です。　
  （実講習時間：１日当たり６時間）
・持参いただくものは受講票、筆記用具等、その他「受講者所持品」欄に指定があ
　るものです。
・当センター１階玄関ホールの掲示板にコース名及び教室番号を掲示しております。
　受付に寄らず直接指定の教室へご入室の上、お待ち下さい。
  （都合により、受講票でお知らせした教室を変更することもございます）
・都合によりやむを得ず遅刻又は早退される場合は、直接担当講師にお申し出下さい。
　担当講師が受講出欠表によって出席時間を確認いたします。
・受講者への電話のお取次ぎやご伝言はいたしかねますので、ご了承下さい。
  （予め連絡方法を決めた上でご出席をお願いいたします）
・講習中の写真・ビデオ等の撮影、録音等はご遠慮下さい。
・出席時間が当該コースの総訓練時間の８０％以上を満たしている場合は、修了証
　書を交付いたします。　
　ただし、コースの総訓練時間が１２時間（２日間）のコースについては、全１２時間
　の出席が必要となります。

ポリテクセンター関東 検 索

　お申込み・お問合せ先 
　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 〒２４１－０８２４　横浜市旭区南希望が丘７８番地
　　ＴＥＬ：０４５－３９１－２８１９　　ＦＡＸ：０４５－３９１－９６９9
　　 http://www３.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html

 セミナーに関する情報や空席状況は、 
「能力開発セミナー」をクリックするとご覧いただけます。

独立行政法人
高齢・障害・求職者雇用支援機構
神奈川職業訓練支援センター
  関東職業能力開発促進センター（ポリテクセンター関東）訓練第二課

講習開始時間等変更
のお知らせ

　　平成26年度から、　　　　　　　　　
9：15～16：00（休憩45分間含）

　　　となりました。　　　　　　　　　　　
一部のコースについては、上記と異
なります。　 　
詳しくは各コース詳細ページを

　　　　  ご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　 

●受講申込み
　○各事業主団体又は会社単位で申込みされる場合
　　教育研修担当者の方が受講希望コースをとりまとめて、一括でお申込み下さい。
　○個人で申込みされる場合
　　受講希望コースをまとめてお申込み下さい。

●受付期間
　第１回目　平成２６年7月２2日（火）から8月8日（金）まで （先着順ではございません）
　第２回目　平成２６年8月9日（土）から各コース開講日の２１日前まで
　○第２回目の受付
　・第１回目の受付で定員に達しなかったコースについては、先着順での受付とさせていただき
　　ます。
　・定員を超えた場合は、キャンセル待ちでの受付とさせていただきます。
　・第２回目受付からは、予め、コース定員の空席状況をホームページ・電話等にてお問い合わせ
　　願います。
　・第２回目受付の期限は原則各コース開講日の２１日前までとなっておりますが、期限を過
ぎている場合でもまずはお電話等でお問い合わせ下さい。（お申込みいただける場合もございます）　　

●申込みから受講までの流れ

申込書の記入1

2

3

4

受講申込書（様式１）に必要事項をご記入下さい。
受講申込書は、本「研修コースガイド」の P84及び当センターホームページから
ダウンロードしてご利用できます。

申込書の送付 ＦＡＸ[  送付先 045-391-9699  ] にてお申込み下さい。
（郵送又は持参でもお申し込み可能です。）

申込書受付確認

抽　選

抽選結果の発送

請求書・受講票
等の発送

当センターにて受付しましたら、受付した旨をＦＡＸ等にて返信いたします。

第１回目受付の抽選結果は、8月中旬から下旬頃に郵送にてお知らせいたします。

・コース開講月の前月上旬頃に、当センターから、請求書・受講料振込用の払込
　取扱票及び受講票を送付いたします（ただし、キャンセル待ちの方には送付さ
　れません )。
・キャンセル待ちの方には、受講できることが確定した場合に、その都度送付い
　たします。

・第１回目の受付期間終了後、申込者数が定員を超えた場合は、抽選とさせて
　いただきます（先着順ではございません）。
・抽選の結果、申込みされた日程と異なる他の日程に調整・変更させていただく
　場合もございますので、予めご了承下さい。
・キャンセル待ちの多いコースについては、可能な限り、コース追加を行っていく
　予定です。その際は、キャンセル待ちをしている方から、順次、追加のご案内
　をＦＡＸ等にて送付させていただきます。

第１回目受付時は次の流れが加わります。

能力開発セミナー受講までの流れ ２０１4年10月～２０１5年3月分
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5 受講料の
お支払い

・当該コース開講日の１５日前までにお振込をお願いいたします。
・払込手数料は申込者等のご負担となります。
・受講料のお支払いは、各郵便局からのお振込となります。
・郵便局以外の振込口座はございませんので、予めご了承下さい。
・お支払いされた受講料を他のコースへ振り替える（流用）ことはできません。
・受講料には消費税が含まれています。

6

受講当日

●受講者の変更、受講取消（キャンセル）
　○受講者の変更

。すまい願出提ごてに等ＸＡＦを）68P（）２式様（届更変者講受にでま日前の日講開スーコ　　
　○受講取消
　　受講予定者が受講できない場合は、当該コース開講日の１５日前までに受講取消届（様式２）
　　　（P86）に必要事項をご記入の上、ＦＡＸ等にて手続きをお願いいたします。　
　　開講日の１５日前が土日祝日に当たる場合は、その前の平日に到着するようにご提出願います。
　　この日までに取消手続きがなされない場合、受講料の全額をご負担いただくことになりますので、
　　予めご了承下さい。

●研修コースの中止・延期について
　　諸事情により、コースの中止又は日程変更（延期）をさせていただく場合がございますので、
　予めご了承下さい。

・講習時間は、原則として ９：１５～１６：００（うち休憩１２：１５～１３：００）です。　
  （実講習時間：１日当たり６時間）
・持参いただくものは受講票、筆記用具等、その他「受講者所持品」欄に指定があ
　るものです。
・当センター１階玄関ホールの掲示板にコース名及び教室番号を掲示しております。
　受付に寄らず直接指定の教室へご入室の上、お待ち下さい。
  （都合により、受講票でお知らせした教室を変更することもございます）
・都合によりやむを得ず遅刻又は早退される場合は、直接担当講師にお申し出下さい。
　担当講師が受講出欠表によって出席時間を確認いたします。
・受講者への電話のお取次ぎやご伝言はいたしかねますので、ご了承下さい。
  （予め連絡方法を決めた上でご出席をお願いいたします）
・講習中の写真・ビデオ等の撮影、録音等はご遠慮下さい。
・出席時間が当該コースの総訓練時間の８０％以上を満たしている場合は、修了証
　書を交付いたします。　
　ただし、コースの総訓練時間が１２時間（２日間）のコースについては、全１２時間
　の出席が必要となります。

ポリテクセンター関東 検 索

　お申込み・お問合せ先 
　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 〒２４１－０８２４　横浜市旭区南希望が丘７８番地
　　ＴＥＬ：０４５－３９１－２８１９　　ＦＡＸ：０４５－３９１－９６９9
　　 http://www３.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html

 セミナーに関する情報や空席状況は、 
「能力開発セミナー」をクリックするとご覧いただけます。

独立行政法人
高齢・障害・求職者雇用支援機構
神奈川職業訓練支援センター
  関東職業能力開発促進センター（ポリテクセンター関東）訓練第二課

講習開始時間等変更
のお知らせ

　　平成26年度から、　　　　　　　　　
9：15～16：00（休憩45分間含）

　　　となりました。　　　　　　　　　　　
一部のコースについては、上記と異
なります。　 　
詳しくは各コース詳細ページを

　　　　  ご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　 

●受講申込み
　○各事業主団体又は会社単位で申込みされる場合
　　教育研修担当者の方が受講希望コースをとりまとめて、一括でお申込み下さい。
　○個人で申込みされる場合
　　受講希望コースをまとめてお申込み下さい。

●受付期間
　第１回目　平成２６年7月２2日（火）から8月8日（金）まで （先着順ではございません）
　第２回目　平成２６年8月9日（土）から各コース開講日の２１日前まで
　○第２回目の受付
　・第１回目の受付で定員に達しなかったコースについては、先着順での受付とさせていただき
　　ます。
　・定員を超えた場合は、キャンセル待ちでの受付とさせていただきます。
　・第２回目受付からは、予め、コース定員の空席状況をホームページ・電話等にてお問い合わせ
　　願います。
　・第２回目受付の期限は原則各コース開講日の２１日前までとなっておりますが、期限を過
ぎている場合でもまずはお電話等でお問い合わせ下さい。（お申込みいただける場合もございます）　　

●申込みから受講までの流れ

申込書の記入1

2

3

4

受講申込書（様式１）に必要事項をご記入下さい。
受講申込書は、本「研修コースガイド」の P84及び当センターホームページから
ダウンロードしてご利用できます。

申込書の送付 ＦＡＸ[  送付先 045-391-9699  ] にてお申込み下さい。
（郵送又は持参でもお申し込み可能です。）

申込書受付確認

抽　選

抽選結果の発送

請求書・受講票
等の発送

当センターにて受付しましたら、受付した旨をＦＡＸ等にて返信いたします。

第１回目受付の抽選結果は、8月中旬から下旬頃に郵送にてお知らせいたします。

・コース開講月の前月上旬頃に、当センターから、請求書・受講料振込用の払込
　取扱票及び受講票を送付いたします（ただし、キャンセル待ちの方には送付さ
　れません )。
・キャンセル待ちの方には、受講できることが確定した場合に、その都度送付い
　たします。

・第１回目の受付期間終了後、申込者数が定員を超えた場合は、抽選とさせて
　いただきます（先着順ではございません）。
・抽選の結果、申込みされた日程と異なる他の日程に調整・変更させていただく
　場合もございますので、予めご了承下さい。
・キャンセル待ちの多いコースについては、可能な限り、コース追加を行っていく
　予定です。その際は、キャンセル待ちをしている方から、順次、追加のご案内
　をＦＡＸ等にて送付させていただきます。

第１回目受付時は次の流れが加わります。

能力開発セミナー受講までの流れ ２０１4年10月～２０１5年3月分
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独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
　神奈川職業訓練支援センター
　関東職業能力開発促進センター所長　殿
　能力開発セミナーについて、訓練内容を確認の上、下記のとおり申込みます。

●会社からのお申込みの場合

●該当する業種にチェックを入れて下さい。

／

／

／

／

／

コース番号 コ　ー　ス　名 開講日
（初日）

ふりがな 生年月日
（西暦）

訓練に関連する
経験･技能等(※)

備　考
（センター処理欄）受講予定者氏名

19　　 受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

19

19

19

19

〒 －
会  社  名 所属団体名

所  在  地

従業員数 　Ａ．１～２９　 Ｂ．３０～９９　 Ｃ．１００～２９９　 Ｄ．３００～４９９　 Ｅ．５００～９９９　 Ｆ．１，０００～　　

担当者
　及び
連絡先

ふりがな 所属部署
役　　職氏　名

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

●個人でのお申込みの場合
〒 －住　  所

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

○本申込書が当センターに到着後、備考欄に受付状況（受講可能
　またはキャンセル待ち）を示した上で、返信させていただきます。
　（第２回目受付時のみです）

送信先ＦＡＸ番号　０４５－３９１－９６９9

○ご記入いただいた個人情報は、能力開発セミナーの受講に関する事務処理（各種連絡、修了証書交付、修了台帳整備、セミナー終了後のアンケート
　送付等）及び業務統計、当機構の能力開発セミナーや関連する各種セミナー・イベント等のご案内に利用させていただきます。

○独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第59号）を遵守し、
　保有個人情報を適切に管理し、個人の権利利益を保護いたします。当機構では、必要な個人情報を、利用目的の範囲内で利用させていただきます。

（注）訓練内容等のご不明な点、あるいは安全面・健康上においてご不安な点などございましたら、あらかじめご相談ください。

（※）訓練を進める上での参考とさせていただくため、今回受講するコース内容に関連した職務経験、資格、教育訓練受講歴等お持ちの方は、差し支えない範囲で
　　ご記入下さい。（例：切削加工５年）

製造業 建設業 サービス業

卸売・小売業
専門サービス業

食料品製造業 非鉄金属製造業 総合工事業 情報サービス業

情報通信機械器具製造業 各種商品卸売業 一般飲食店

繊維工業 金属製品製造業 設備工事業 インターネット付随サービス業
木材・木製品製造業 一般機械器具製造業 その他の工事業

機械器具卸売業 その他のサービス業
プラスチック製品製造業 精密機械器具製造業 各種商品小売業

印刷・同関連業 電気機械器具製造業 物品賃貸業
化学工業
石油製品・石炭製品製造業 電子部品・デバイス製造業

鉄鋼業 その他の製造業 その他の卸売・小売業 その他の業種

様式１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　　 年　　　 月　　　 日

能力開発セミナー受講申込書

. .

. .

.. ..

.. ..

.. ..

記　　入　　例
26       8          5

○●加工5年77 7  7
こよう　いちろう

雇用　一郎

○●株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　  神奈川県×△協同組合
　　222　　 0000
　  横浜市▲△区●○町１－２－３　

のうりょく　さぶろう
総務部人事課　係長能力　三郎

０４５－３９１－○○●●　　　　　　　　  ０４５－３９１－▲△▲△
nouryoku@○●.jinji.co.jp

✔

社内における教育研修担当者の方に
ついてご記入下さい。
こちらに書かれた連絡先に、請求書類
等をお送りいたします。

コース番号、コース名、開講日等を
今一度ご確認の上、ご記入下さい。

M●●１１     実践○●加工技術      11　●

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
　神奈川職業訓練支援センター
　関東職業能力開発促進センター所長　殿
　能力開発セミナーについて、訓練内容を確認の上、下記のとおり申込みます。

●会社からのお申込みの場合

●該当する業種にチェックを入れて下さい。

／

／

／

／

／

コース番号 コ　ー　ス　名 開講日
（初日）

ふりがな 生年月日
（西暦）

訓練に関連する
経験･技能等(※)

備　考
（センター処理欄）受講予定者氏名

19　　 受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

19

19

19

19

〒 －
会  社  名 所属団体名

所  在  地

従業員数 　Ａ．１～２９　 Ｂ．３０～９９　 Ｃ．１００～２９９　 Ｄ．３００～４９９　 Ｅ．５００～９９９　 Ｆ．１，０００～　　

担当者
　及び
連絡先

ふりがな 所属部署
役　　職氏　名

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

●個人でのお申込みの場合
〒 －住　  所

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

○本申込書が当センターに到着後、備考欄に受付状況（受講可能
　またはキャンセル待ち）を示した上で、返信させていただきます。
　（第２回目受付時のみです）

送信先ＦＡＸ番号　０４５－３９１－９６９9

○ご記入いただいた個人情報は、能力開発セミナーの受講に関する事務処理（各種連絡、修了証書交付、修了台帳整備、セミナー終了後のアンケート
　送付等）及び業務統計、当機構の能力開発セミナーや関連する各種セミナー・イベント等のご案内に利用させていただきます。

○独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第59号）を遵守し、
　保有個人情報を適切に管理し、個人の権利利益を保護いたします。当機構では、必要な個人情報を、利用目的の範囲内で利用させていただきます。

（注）訓練内容等のご不明な点、あるいは安全面・健康上においてご不安な点などございましたら、あらかじめご相談ください。

（※）訓練を進める上での参考とさせていただくため、今回受講するコース内容に関連した職務経験、資格、教育訓練受講歴等お持ちの方は、差し支えない範囲で
　　ご記入下さい。（例：切削加工５年）

製造業 建設業 サービス業

卸売・小売業
専門サービス業

食料品製造業 非鉄金属製造業 総合工事業 情報サービス業

情報通信機械器具製造業 各種商品卸売業 一般飲食店

繊維工業 金属製品製造業 設備工事業 インターネット付随サービス業
木材・木製品製造業 一般機械器具製造業 その他の工事業

機械器具卸売業 その他のサービス業
プラスチック製品製造業 精密機械器具製造業 各種商品小売業

印刷・同関連業 電気機械器具製造業 物品賃貸業
化学工業
石油製品・石炭製品製造業 電子部品・デバイス製造業

鉄鋼業 その他の製造業 その他の卸売・小売業 その他の業種

様式１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コピーしてご使用下さい）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　　 年　　　 月　　　 日

能力開発セミナー受講申込書

. .

. .

.. ..

.. ..

.. ..

84



独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
　神奈川職業訓練支援センター
　関東職業能力開発促進センター所長　殿
　能力開発セミナーについて、訓練内容を確認の上、下記のとおり申込みます。

●会社からのお申込みの場合

●該当する業種にチェックを入れて下さい。

／

／

／

／

／

コース番号 コ　ー　ス　名 開講日
（初日）

ふりがな 生年月日
（西暦）

訓練に関連する
経験･技能等(※)

備　考
（センター処理欄）受講予定者氏名

19　　 受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

19

19

19

19

〒 －
会  社  名 所属団体名

所  在  地

従業員数 　Ａ．１～２９　 Ｂ．３０～９９　 Ｃ．１００～２９９　 Ｄ．３００～４９９　 Ｅ．５００～９９９　 Ｆ．１，０００～　　

担当者
　及び
連絡先

ふりがな 所属部署
役　　職氏　名

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

●個人でのお申込みの場合
〒 －住　  所

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

○本申込書が当センターに到着後、備考欄に受付状況（受講可能
　またはキャンセル待ち）を示した上で、返信させていただきます。
　（第２回目受付時のみです）

送信先ＦＡＸ番号　０４５－３９１－９６９9

○ご記入いただいた個人情報は、能力開発セミナーの受講に関する事務処理（各種連絡、修了証書交付、修了台帳整備、セミナー終了後のアンケート
　送付等）及び業務統計、当機構の能力開発セミナーや関連する各種セミナー・イベント等のご案内に利用させていただきます。

○独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第59号）を遵守し、
　保有個人情報を適切に管理し、個人の権利利益を保護いたします。当機構では、必要な個人情報を、利用目的の範囲内で利用させていただきます。

（注）訓練内容等のご不明な点、あるいは安全面・健康上においてご不安な点などございましたら、あらかじめご相談ください。

（※）訓練を進める上での参考とさせていただくため、今回受講するコース内容に関連した職務経験、資格、教育訓練受講歴等お持ちの方は、差し支えない範囲で
　　ご記入下さい。（例：切削加工５年）

製造業 建設業 サービス業

卸売・小売業
専門サービス業

食料品製造業 非鉄金属製造業 総合工事業 情報サービス業

情報通信機械器具製造業 各種商品卸売業 一般飲食店

繊維工業 金属製品製造業 設備工事業 インターネット付随サービス業
木材・木製品製造業 一般機械器具製造業 その他の工事業

機械器具卸売業 その他のサービス業
プラスチック製品製造業 精密機械器具製造業 各種商品小売業

印刷・同関連業 電気機械器具製造業 物品賃貸業
化学工業
石油製品・石炭製品製造業 電子部品・デバイス製造業

鉄鋼業 その他の製造業 その他の卸売・小売業 その他の業種

様式１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　　 年　　　 月　　　 日

能力開発セミナー受講申込書

. .

. .

.. ..

.. ..

.. ..

記　　入　　例
26       8          5

○●加工5年77 7  7
こよう　いちろう

雇用　一郎

○●株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　  神奈川県×△協同組合
　　222　　 0000
　  横浜市▲△区●○町１－２－３　

のうりょく　さぶろう
総務部人事課　係長能力　三郎

０４５－３９１－○○●●　　　　　　　　  ０４５－３９１－▲△▲△
nouryoku@○●.jinji.co.jp

✔

社内における教育研修担当者の方に
ついてご記入下さい。
こちらに書かれた連絡先に、請求書類
等をお送りいたします。

コース番号、コース名、開講日等を
今一度ご確認の上、ご記入下さい。

M●●１１     実践○●加工技術      11　●

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
　神奈川職業訓練支援センター
　関東職業能力開発促進センター所長　殿
　能力開発セミナーについて、訓練内容を確認の上、下記のとおり申込みます。

●会社からのお申込みの場合

●該当する業種にチェックを入れて下さい。

／

／

／

／

／

コース番号 コ　ー　ス　名 開講日
（初日）

ふりがな 生年月日
（西暦）

訓練に関連する
経験･技能等(※)

備　考
（センター処理欄）受講予定者氏名

19　　 受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

受講可能
キャンセル待ち

19

19

19

19

〒 －
会  社  名 所属団体名

所  在  地

従業員数 　Ａ．１～２９　 Ｂ．３０～９９　 Ｃ．１００～２９９　 Ｄ．３００～４９９　 Ｅ．５００～９９９　 Ｆ．１，０００～　　

担当者
　及び
連絡先

ふりがな 所属部署
役　　職氏　名

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

●個人でのお申込みの場合
〒 －住　  所

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

○本申込書が当センターに到着後、備考欄に受付状況（受講可能
　またはキャンセル待ち）を示した上で、返信させていただきます。
　（第２回目受付時のみです）

送信先ＦＡＸ番号　０４５－３９１－９６９9

○ご記入いただいた個人情報は、能力開発セミナーの受講に関する事務処理（各種連絡、修了証書交付、修了台帳整備、セミナー終了後のアンケート
　送付等）及び業務統計、当機構の能力開発セミナーや関連する各種セミナー・イベント等のご案内に利用させていただきます。

○独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第59号）を遵守し、
　保有個人情報を適切に管理し、個人の権利利益を保護いたします。当機構では、必要な個人情報を、利用目的の範囲内で利用させていただきます。

（注）訓練内容等のご不明な点、あるいは安全面・健康上においてご不安な点などございましたら、あらかじめご相談ください。

（※）訓練を進める上での参考とさせていただくため、今回受講するコース内容に関連した職務経験、資格、教育訓練受講歴等お持ちの方は、差し支えない範囲で
　　ご記入下さい。（例：切削加工５年）

製造業 建設業 サービス業

卸売・小売業
専門サービス業

食料品製造業 非鉄金属製造業 総合工事業 情報サービス業

情報通信機械器具製造業 各種商品卸売業 一般飲食店

繊維工業 金属製品製造業 設備工事業 インターネット付随サービス業
木材・木製品製造業 一般機械器具製造業 その他の工事業

機械器具卸売業 その他のサービス業
プラスチック製品製造業 精密機械器具製造業 各種商品小売業

印刷・同関連業 電気機械器具製造業 物品賃貸業
化学工業
石油製品・石炭製品製造業 電子部品・デバイス製造業

鉄鋼業 その他の製造業 その他の卸売・小売業 その他の業種

様式１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コピーしてご使用下さい）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　　 年　　　 月　　　 日

能力開発セミナー受講申込書

. .

. .

.. ..

.. ..

.. ..

85



独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
　神奈川職業訓練支援センター
　関東職業能力開発促進センター所長　殿

　能力開発セミナー受講について、下記のとおり　変更　・　取消　します。
　　（受講取消の場合は、備考欄に「取消」と明記して下さい。）

●会社からのお申込みの場合

／

／

／

／

／

コース番号 開講日
（初日） ふりがな 生年月日

（西暦）
備　考

氏　　名
ふりがな

受講予定者氏名

19　　

19

19

19

19

〒 －
会  社  名 所属団体名

所  在  地

担当者
　及び
連絡先

ふりがな 所属部署
役　　職氏　名

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

●個人でのお申込みの場合
〒 －住　  所

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

送信先ＦＡＸ番号　０４５－３９１－９６９9

様式2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　　 年　　　 月　　　 日

能力開発セミナー受講者変更・取消届

. .

. .

.. ..

.. ..

.. ..

変 更 前 　 　 　 　 　       変 更 後

○独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第59号）を遵守し、
　保有個人情報を適切に管理し、個人の権利利益を保護いたします。当機構では、必要な個人情報を、利用目的の範囲内で利用させていただきます。
○ご記入いただいた個人情報は、能力開発セミナーの受講に関する事務処理（各種連絡、修了証書交付、修了台帳整備、セミナー終了後のアンケート
　送付等）及び業務統計、当機構の能力開発セミナーや関連する各種セミナー・イベント等のご案内に利用させていただきます。

（注）「開講日の１５日前（土日祝日に当たる場合は、その前の平日）」を過ぎたお取消は、受講料の全額をご負担いただくことになりますので、
　　  予めご了承下さい。

受講者変更の場合

取消の場合

26         9          9

０４５－３９１－○○●●　　　　　　　　  ０４５－３９１－▲△▲△
nouryoku@○●.jinji.co.jp

記　　入　　例

88 8 8M●●１１     10　●
こよう　いちろう

雇用　一郎

M●●１１    12 　●
こよう　いちろう

雇用　一郎 取消

かながわ　　じろう

神奈川　次郎

○●株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　  神奈川県×△協同組合
　　222　　 0000
　  横浜市▲△区●○町１－２－３　

総務部人事課　係長
のうりょく　さぶろう

能力　三郎

該当部分を○で囲んでください
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
　神奈川職業訓練支援センター
　関東職業能力開発促進センター所長　殿

　能力開発セミナー受講について、下記のとおり　変更　・　取消　します。
　　（受講取消の場合は、備考欄に「取消」と明記して下さい。）

●会社からのお申込みの場合

／

／

／

／

／

コース番号 開講日
（初日） ふりがな 生年月日

（西暦）
備　考

氏　　名
ふりがな

受講予定者氏名

19　　

19

19

19

19

〒 －
会  社  名 所属団体名

所  在  地

担当者
　及び
連絡先

ふりがな 所属部署
役　　職氏　名

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

●個人でのお申込みの場合
〒 －住　  所

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

送信先ＦＡＸ番号　０４５－３９１－９６９9

様式2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コピーしてご使用下さい）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　　 年　　　 月　　　 日

能力開発セミナー受講者変更・取消届

. .

. .

.. ..

.. ..

.. ..

変 更 前 　 　 　 　 　       変 更 後

○独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第59号）を遵守し、
　保有個人情報を適切に管理し、個人の権利利益を保護いたします。当機構では、必要な個人情報を、利用目的の範囲内で利用させていただきます。
○ご記入いただいた個人情報は、能力開発セミナーの受講に関する事務処理（各種連絡、修了証書交付、修了台帳整備、セミナー終了後のアンケート
　送付等）及び業務統計、当機構の能力開発セミナーや関連する各種セミナー・イベント等のご案内に利用させていただきます。

（注）「開講日の１５日前（土日祝日に当たる場合は、その前の平日）」を過ぎたお取消は、受講料の全額をご負担いただくことになりますので、
　　  予めご了承下さい。
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独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
　神奈川職業訓練支援センター
　関東職業能力開発促進センター所長　殿

　能力開発セミナー受講について、下記のとおり　変更　・　取消　します。
　　（受講取消の場合は、備考欄に「取消」と明記して下さい。）

●会社からのお申込みの場合

／

／

／

／

／

コース番号 開講日
（初日） ふりがな 生年月日

（西暦）
備　考

氏　　名
ふりがな

受講予定者氏名

19　　

19

19

19

19

〒 －
会  社  名 所属団体名

所  在  地

担当者
　及び
連絡先

ふりがな 所属部署
役　　職氏　名

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

●個人でのお申込みの場合
〒 －住　  所

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

送信先ＦＡＸ番号　０４５－３９１－９６９9

様式2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　　 年　　　 月　　　 日

能力開発セミナー受講者変更・取消届

. .

. .

.. ..

.. ..

.. ..

変 更 前 　 　 　 　 　       変 更 後

○独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第59号）を遵守し、
　保有個人情報を適切に管理し、個人の権利利益を保護いたします。当機構では、必要な個人情報を、利用目的の範囲内で利用させていただきます。
○ご記入いただいた個人情報は、能力開発セミナーの受講に関する事務処理（各種連絡、修了証書交付、修了台帳整備、セミナー終了後のアンケート
　送付等）及び業務統計、当機構の能力開発セミナーや関連する各種セミナー・イベント等のご案内に利用させていただきます。

（注）「開講日の１５日前（土日祝日に当たる場合は、その前の平日）」を過ぎたお取消は、受講料の全額をご負担いただくことになりますので、
　　  予めご了承下さい。

受講者変更の場合

取消の場合

26         9          9

０４５－３９１－○○●●　　　　　　　　  ０４５－３９１－▲△▲△
nouryoku@○●.jinji.co.jp

記　　入　　例

88 8 8M●●１１     10　●
こよう　いちろう

雇用　一郎

M●●１１    12 　●
こよう　いちろう

雇用　一郎 取消

かながわ　　じろう

神奈川　次郎

○●株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　  神奈川県×△協同組合
　　222　　 0000
　  横浜市▲△区●○町１－２－３　

総務部人事課　係長
のうりょく　さぶろう

能力　三郎

　変更　・　取消 します。

該当部分を○で囲んでください
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
　神奈川職業訓練支援センター
　関東職業能力開発促進センター所長　殿

　能力開発セミナー受講について、下記のとおり　変更　・　取消　します。
　　（受講取消の場合は、備考欄に「取消」と明記して下さい。）

●会社からのお申込みの場合

／

／

／

／

／

コース番号 開講日
（初日） ふりがな 生年月日

（西暦）
備　考

氏　　名
ふりがな

受講予定者氏名

19　　

19

19

19

19

〒 －
会  社  名 所属団体名

所  在  地

担当者
　及び
連絡先

ふりがな 所属部署
役　　職氏　名

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

●個人でのお申込みの場合
〒 －住　  所

ＴＥＬ ＦＡＸ
E-mail

送信先ＦＡＸ番号　０４５－３９１－９６９9

様式2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コピーしてご使用下さい）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　　 年　　　 月　　　 日

能力開発セミナー受講者変更・取消届

. .

. .

.. ..

.. ..

.. ..

変 更 前 　 　 　 　 　       変 更 後

○独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第59号）を遵守し、
　保有個人情報を適切に管理し、個人の権利利益を保護いたします。当機構では、必要な個人情報を、利用目的の範囲内で利用させていただきます。
○ご記入いただいた個人情報は、能力開発セミナーの受講に関する事務処理（各種連絡、修了証書交付、修了台帳整備、セミナー終了後のアンケート
　送付等）及び業務統計、当機構の能力開発セミナーや関連する各種セミナー・イベント等のご案内に利用させていただきます。

（注）「開講日の１５日前（土日祝日に当たる場合は、その前の平日）」を過ぎたお取消は、受講料の全額をご負担いただくことになりますので、
　　  予めご了承下さい。
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Ｑ
Ａ

受講する際の服装はどのようにすればよろしいですか？  

特に決まりはございませんが、本研修コースガイド又は受講票の持参品欄に作業服等の指定がある
場合にはご持参願います。

Ｑ
Ａ

セミナー会場に昼食をとれる場所がありますか？

平日は当センター内の食堂をご利用いただけます。
また、近隣に飲食店やコンビニエンスストアもございます。

Ｑ
Ａ

セミナー会場に宿泊施設はありますか？

当センターに宿泊施設はございません。
横浜駅・大和駅周辺等に手配をお願いいたします。

Ｑ
Ａ

オーダーメイドでのセミナーは実施できますか？

定員、カリキュラムや日程等をご相談の上、実施することができます。
詳しくは『オーダーメイド型セミナーのご案内』（P13参照）をご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは訓練第二課あてお問い合わせ下さい。

Ｑ
Ａ

コースの受講証明は何がありますか？

修了証書は、出席時間が総訓練時間の８０％以上を満たしている場合に交付いたします。ただし、
すまりなと要必が席出の間時２１全 、はていつにスーコの ）間日２（ 間時２１が間時練訓総のスーコ 。

キャリア形成促進助成金等の申請において必要となる受講証明書類につきましては、お手数ですが
返信用封筒（切手貼付）を同封の上、その旨訓練第二課あて送付して下さい。また、雇用調整助成金等の
受講証明については、お電話にて受け付けております。
まずは訓練第二課あてお電話下さい（TEL 045-391-2819）

Ｑ セミナー会場に駐車場はありますか？

無料駐車場がございます。Ａ

Ｑ 受講料の支払いはどのようにすればよいですか？

請求書と共にお送りする払込取扱票を使用し、コース開講日の１５日前までに、郵便局からお支払い
願います（当センター窓口での現金でのお支払いはできません）。
なお、郵便局以外の振込口座はございませんので、予めご了承下さい。

Ａ
Ｑ

よくある質問と回答

Ａ

受講を申込む場合の条件はありますか？

在職労働者等であって、各コース内容の能力向上をめざす方であればどなたでもお申込みいただけます。
ただし、コース毎に受講の際の能力レベル等条件を設定している場合がありますので、ご確認下さい。

Ａ

Ａ

Ｑ 神奈川県外に住所がありますが、受講申込みはできますか？

住所による制限はございません。

Ｑ コースのカリキュラム内容詳細や、テキストの内容を確認することはできますか？

カリキュラム概要は本ガイドブックにてご確認いただけますが、カリキュラムに関するより詳しい
ご質問はお電話にて直接確認することができます。
テキストは開講当日に配布しておりますので、事前にテキスト内容の確認はできません。

Ｑ 申込みしたコースを全日程欠席した場合、テキストはもらえますか？

全日程欠席された方でテキストの送付をご希望の場合は、お送りいたしますのでご連絡下さい。
ただし、受講料をお支払い済みの場合に限ります。

Ｑ 申込みしたいコースが定員に達している場合は、どのようになりますか？

キャンセル待ちとして申込みを受け付けることができます。
空席が発生した場合に順次ＦＡＸ等にてご案内いたします。

Ｑ 申込みしたコースを取消（キャンセル）するにはどのようにすればよろしいですか？

コース開講日の１５日前（土日祝日に当たる場合は、その前の平日）までに到着するよう受講取消届
をＦＡＸ等でお送り下さい。
この日までに取消手続きがなされない場合、受講料の全額をご負担いただくことになります。

Ａ

Ｑ テキストは販売していますか？

テキストのみの販売はしておりません。テキストは、コース受講とセットになります。Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ 申込みしたコースが日程変更・中止になることがありますか？

開講の約１ヶ月前の時点で、諸事情により、中止又は日程変更（延期）させていただく場合がござい
ます。
また、講師の都合等やむを得ない事情により、開講直前に中止又は日程変更することもございます
ので、予めご了承下さい。         
なお、中止したコースの受講料をお支払い済みの場合には、返金させていただきます。

Ａ
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Ｑ
Ａ

受講する際の服装はどのようにすればよろしいですか？  

特に決まりはございませんが、本研修コースガイド又は受講票の持参品欄に作業服等の指定がある
場合にはご持参願います。

Ｑ
Ａ

セミナー会場に昼食をとれる場所がありますか？

平日は当センター内の食堂をご利用いただけます。
また、近隣に飲食店やコンビニエンスストアもございます。

Ｑ
Ａ

セミナー会場に宿泊施設はありますか？

当センターに宿泊施設はございません。
横浜駅・大和駅周辺等に手配をお願いいたします。

Ｑ
Ａ

オーダーメイドでのセミナーは実施できますか？

定員、カリキュラムや日程等をご相談の上、実施することができます。
詳しくは『オーダーメイド型セミナーのご案内』（P13参照）をご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは訓練第二課あてお問い合わせ下さい。

Ｑ
Ａ

コースの受講証明は何がありますか？

修了証書は、出席時間が総訓練時間の８０％以上を満たしている場合に交付いたします。ただし、
すまりなと要必が席出の間時２１全 、はていつにスーコの ）間日２（ 間時２１が間時練訓総のスーコ 。

キャリア形成促進助成金等の申請において必要となる受講証明書類につきましては、お手数ですが
返信用封筒（切手貼付）を同封の上、その旨訓練第二課あて送付して下さい。また、雇用調整助成金等の
受講証明については、お電話にて受け付けております。
まずは訓練第二課あてお電話下さい（TEL 045-391-2819）

Ｑ セミナー会場に駐車場はありますか？

無料駐車場がございます。Ａ

Ｑ 受講料の支払いはどのようにすればよいですか？

請求書と共にお送りする払込取扱票を使用し、コース開講日の１５日前までに、郵便局からお支払い
願います（当センター窓口での現金でのお支払いはできません）。
なお、郵便局以外の振込口座はございませんので、予めご了承下さい。

Ａ
Ｑ

よくある質問と回答

Ａ

受講を申込む場合の条件はありますか？

在職労働者等であって、各コース内容の能力向上をめざす方であればどなたでもお申込みいただけます。
ただし、コース毎に受講の際の能力レベル等条件を設定している場合がありますので、ご確認下さい。

Ａ

Ａ

Ｑ 神奈川県外に住所がありますが、受講申込みはできますか？

住所による制限はございません。

Ｑ コースのカリキュラム内容詳細や、テキストの内容を確認することはできますか？

カリキュラム概要は本ガイドブックにてご確認いただけますが、カリキュラムに関するより詳しい
ご質問はお電話にて直接確認することができます。
テキストは開講当日に配布しておりますので、事前にテキスト内容の確認はできません。

Ｑ 申込みしたコースを全日程欠席した場合、テキストはもらえますか？

全日程欠席された方でテキストの送付をご希望の場合は、お送りいたしますのでご連絡下さい。
ただし、受講料をお支払い済みの場合に限ります。

Ｑ 申込みしたいコースが定員に達している場合は、どのようになりますか？

キャンセル待ちとして申込みを受け付けることができます。
空席が発生した場合に順次ＦＡＸ等にてご案内いたします。

Ｑ 申込みしたコースを取消（キャンセル）するにはどのようにすればよろしいですか？

コース開講日の１５日前（土日祝日に当たる場合は、その前の平日）までに到着するよう受講取消届
をＦＡＸ等でお送り下さい。
この日までに取消手続きがなされない場合、受講料の全額をご負担いただくことになります。

Ａ

Ｑ テキストは販売していますか？

テキストのみの販売はしておりません。テキストは、コース受講とセットになります。Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ 申込みしたコースが日程変更・中止になることがありますか？

開講の約１ヶ月前の時点で、諸事情により、中止又は日程変更（延期）させていただく場合がござい
ます。
また、講師の都合等やむを得ない事情により、開講直前に中止又は日程変更することもございます
ので、予めご了承下さい。         
なお、中止したコースの受講料をお支払い済みの場合には、返金させていただきます。

Ａ
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■ 施設利用サービス
　事業主や事業主団体等の皆様が従業員の方の職業訓練や人材育成を目的とした研修の環境を
必要とされる場合に、当センターの研修室等をご利用できます。
　①事業主や事業主団体等の皆様が行う社員教育、技能・技術研修等
　②各種技能検定やその準備講習
　③その他、公共施設として適切な目的として認められたイベント等
　※当センター指定の実習室（教室）に限ります。

■ 主な利用可能施設設備
　●大 会 議 室　定員１００名／１８３．４１㎡
　●会 議 室　定員   ５４名／   ８５．９５㎡
　●研 修 室　定員   ２０名／   ５４．４２㎡
　●付属設備等　DVDビデオレコーダー、プロジェクター、OHP、マイク 等

■ 利用できる日
　１２月２９日～１月３日を除く毎日
　ただし、当センターが使用しない日に限ります。あらかじめ、空き状況をご確認ください。

■ 利用時間
　施設の利用時間は、平日は午前９時から午後９時まで、土日祝日は午前９時から午後７時
　までです（準備や片付け時間も含まれます）。１時間単位のご利用となります。
　（連続日程でのご利用は１週間を限度とさせていただきます）

■ 使用料金
　平日と土日祝日では、料金体系が異なります。
　ご利用対象研修室等と使用料金については、お問い合わせください。

■ 利用手続き
　①当センター施設利用担当（下記のお問合せ先）にお電話にてご相談ください。
　②施設利用日や目的等を確認した後、仮予約をいたします。
　③仮予約後、所定の「施設設備使用申請書」を提出していただきます。
　④申請書の審査後、承認の場合は、「施設設備使用承諾通知書」及び請求書を発行します。
　⑤原則として利用日の前日までに使用料金を納入していただきます。

■ 注意点
　①施設を使用目的以外の用途で使用しないでください。
　②施設の利用にあたっては、火気や作業安全面に十分注意を払ってください。
　③利用者が故意または、重大な過失により当施設の設備等を破損、または、消失した場合は
　　その損害を賠償していただきます。
　④ご利用中の一切の事故については、当センターでは責任を負いませんのであらかじめ
　　ご了承ください。
　⑤勧誘・営業活動等のための利用はできません。
　⑥その他、ご不明な点はお問い合わせください。

施設利用サービスのご案内

TEL:045-391-2819  FAX:045-391-9699
http://www3.jeed.or.jp/kanagawa/poly/shisetu/index.html

お問合せ先

独立行政法人
高齢・障害・求職者雇用支援機構
神奈川職業訓練支援センター
  関東職業能力開発促進センター（ポリテクセンター関東）訓練第二課
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～職業訓練生の採用を是非ご検討ください～
貴社が必要とされる人材と求職者とのマッチングのお手伝いをいたします。

■求人票の提出について
　求人の際は、まず当センターのホームページにて求人票の様式を入手してください。
　 （「ﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞ」→｢求職者・在職者向けの職業訓練｣→「ｱﾋﾞﾘﾃｨ訓練（離職者訓練）」→「企業へのご案内」）
　http://www３.jeed.or.jp/kanagawa/poly/training/ability/ability-０２.html
　貴社の求人条件をご記入のうえ、F A X 又はメールにてお願い致します。
　なお、貴社がハローワークへ提出されている求人票の写しでも結構です。

■求職者情報について
　当センター訓練生の希望職種・職務経験・アピールポイント・免許 / 資格
　などをまとめた冊子を作成し、各訓練開始から4カ月後に発行をしています。
　ご要望により提供させていただきます。

■企業説明会について
　求人企業の説明会を適宜実施しております。企業各位のご参加をお待ちして
　おります。

ポリテクセンター関東では、求職者の方々を対象に、再就職に必要な知識・技能を
習得するための職業訓練（アビリティ訓練）を実施しています。
　　　　　　  平成 26年度入所予定者は約60０名です　
訓練内容としては、ものづくりを中心に地域の人材ニーズに対応した多様な訓練
コースを設定し、平成25年度は約550名の職業訓練を実施しました。

※詳細な訓練項目は当センターホームページ又は「受講生募集」パンフレットをご参照ください。

平成 26年度　アビリティ訓練のコース概要アビリティ訓練のコース概要

年齢制限のない求職者全般の方を対象にした
施設内（希望が丘）訓練です。
≪６カ月コース≫ ①CAD設計 ②機械CAD/CAM
③機械加工 ④金属加工 ⑤電子回路
⑥組込みソフトウェア ⑦電気設備 ⑧生産設備管理
⑨ビル設備 ⑩建築CADﾘﾌｫｰﾑ ⑪建築CAD・住環境
⑫システム・エンジニア

概ね40歳未満（入所日現在）の求職者を対象
にした６カ月間の施設内（希望が丘）訓練と
１カ月間の企業実習を実施します。

①ロボット技術 ②ビル設備

※本訓練前に橋渡し訓練（ビジネスマナーや職業
　意識の啓発等）を約１カ月行っています。

◎アビリティ訓練 ◎若年者訓練

企業は人な
り
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アビリティ訓練に関するお問い合わせ先

能力開発セミナー
研修コースガイド  ２０１４
2014年10月⇨2015年3月
コース内容
●分野別セミナーコース目次……………………… Ｐ1
●全セミナーコース一覧……………………… Ｐ2～7
●推奨コースフロー……………………………Ｐ8～12
●オーダーメイド型セミナーのご案内 ………… Ｐ13
●コース詳細………………………………… Ｐ14～80
　★まだ間に合います！8月～9月開講コースのご案内

・木構造設計、空調設備、保全/設備管理 ･･････････････････ P25
・組込みマイコン、ICT ･････････････････････････････････ P35
　電子回路 ･･･････････････････････････････････････････ P42
　電動機/シーケンス制御･･････････････････････････････ P45
・機械製図/設計、2DCAD、3DCAD① ･･････････････････ P53
　3DCAD② ･････････････････････････････････････････ P62
　3DCAD③、射出成形 ････････････････････････････････ P64
　NC加工、油空圧 ････････････････････････････････････ P69
・人材育成、生産管理 ･･････････････････････････････････ P75

WEBによる能力開発セミナー情報の提供 …………Ｐ81
各種助成制度のご案内…………………………………Ｐ81
受講までの流れ………………………………… Ｐ82～83
受講申込書 …………………………………… Ｐ84～85
受講者変更・取消届 ………………………… Ｐ86～87
よくある質問と回答 …………………………… Ｐ88～89
施設利用サービスのご案内……………………………Ｐ90
人事採用ご担当の皆様へ………………………………Ｐ91

●能力開発セミナーとは、高度な職業能力を有する人材育成を目的とした公共職業訓練です。実
践的カリキュラムに基づき、先導的な教材や訓練技法を取り入れた訓練を実施しています。

●カリキュラムは、製造業等の生産現場におけるものづくり分野を中心に、現場力の強化や生産性
の向上を実現できる能力等を習得する内容となっています。

●当センターは相模鉄道（相鉄本線）希望ヶ丘駅（横浜駅から急行で2駅目、約15分）から徒歩
8分という立地条件にありますので、神奈川県を中心とした近隣県からの利便性もよく、能力開
発、人材育成に最適な利用環境にあります。

●このコースガイドは、後期分（平成26年10月～平成27年3月）のコース日程を掲載しています。



ポリテクセンター関東　（関東職業能力開発促進センター）

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　神奈川職業訓練支援センター

高齢者・障害者・求職者の雇用支援に関するタイムリーな情報を
メールマガジンでお知らせしています。
http://www.jeed.or.jp/general/merumaga/index.html
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独立行政法人
高齢・障害・求職者雇用支援機構
神奈川職業訓練支援センター
  関東職業能力開発促進センター（ポリテクセンター関東）

訓練第二課　
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希望ヶ丘高校

ポリテクセンター前

相模鉄道（相鉄本線）
・横浜駅から急行　15分
・大和駅から　　　10分

希望ヶ丘駅下車　徒歩８分
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公共交通機関をご利用の場合
相鉄本線希望ヶ丘駅下車（改札を出て左へ）
徒歩約8分
路線バス有り（相鉄バス運行毎時２～４本）

 ： 台時８日平　発駅丘ヶ望希 05　20　35　50　

お車をご利用の場合
保土ヶ谷バイパスから１０分
本村インター出口おりて厚木街道厚木方面へ
希望ヶ丘駅入り口交差点を左折
相鉄本線踏切を横断

〒２４１－０８２４　横浜市旭区南希望が丘７８番地

ＴＥＬ：０４５－３９１－２８１９　　ＦＡＸ：０４５－３９１－９６９9
http://www３.jeed.or.jp/kanagawa/poly/seminar/nouryoku/index.html　

セミナーに関する情報や空席状況は、
「能力開発セミナー」をクリックするとご覧いただけます。ポリテクセンター関東 検索

ポリテクセンター関東 検索

交通のご案内

お車をご利用の場合

公共交通機関をご利用の場合

ポリテクセンター関東

ポリテクセンター関東
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2014年10月～2015年3月
研修コースガイド 2014
能力開発セミナー

保存版

ＮＥＷ（新規開講）コース

コース分野

を加え、実践的な研修コースがさらに充実！

NEWコース
・３次元CADによる木造軸組架構設計技術　
・３次元CADによる

リフォーム木造軸組構造架構設計技術
・大規模複合用途建築物の基本計画技術
・大規模複合用途建築物の基本設計図書作成技術
・在来木造住宅基本計画技術
・在来木造住宅実施設計技術（構造編）
・機械制御のためのマイコン実践技術（RX－C言語編）
・設計者のためのCAE活用技術（熱解析編）

・実践配管設計
・設計者のためのCAM実践技術
・実例で学ぶホットランナ金型導入・設計技術
・成果を上げる製造現場との関係構築法
・戦略的現場管理者の育成　　
・論理的思考による製造現場の問題解決
・ヒューマンエラー対策実践

・コスト削減と製造現場の原価管理

公共職業能力
開発施設で

ものづくり技術を
スキルアップ！スキルアップ！

●CAD設計/プレゼン　設計/申請/監理　木構造設計　構造模型
　鉄骨造構造設計　RC造構造設計　省エネ/太陽光

●人材育成　品質管理　生産管理　原価管理

●機械製図/設計　2DCAD　3DCAD　データ変換　射出成形
　汎用加工　切削理論　NC加工　溶接　油空圧　測定

●電子回路　パワーエレクトロニクス　組込みマイコン　制御工学
　自動計測/信号処理　電動機/シーケンス制御

●空調設備　保全/設備管理　


